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米田大覚遺跡発掘調査報告書 正誤表

ベージ 行 誤 正

P.16 3行 日 500量 の記述がない。
S007は縄文時代の叩き石である。長径8.9cm、 短

径7.4cm、 厚さ4.4cmの法量を有す。

P.23

24行 日
梵字を刻むものの風化が激しく字
義は不明。

S009。 S010に は、五輪塔が刻まれている。S012

には、梵字を刻むものの、風化が激 しく字義は

不明。

25行 日
S014は五輪塔の「地」の一部と考
えられる。

誤の一文を消す。

P.25 19行 日 ()内にS002の記述がない (図版 13082図版18347～ 357図版24S002)

う
ｒ 30行 日 S002の 記述がない。

S002は縄文時代の打製石斧である。幅 8.

さ17.4cm、 厚さ3.8cmの 法量を有す。
6cm、 長

P,26 22行 日 S006の 記述がない。
S006は 縄文時代の小型の石棒 と思われる。折損

部もな く、ほぼ完存する。長さ12.8cm、 断面の

形状は正円に近く径5.Oc皿の法量を有す。

P,27 10行 日 S014の 記述がない。 S014は五輪塔の地輪の一部と考えられる。

下から2行 日 SK065:S005 SK069 i S005
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伊U

本書は、富山県富山市米田地内に所在する米田大覚遺跡の発掘調査報告書である。

調査は、井川不動産株式会社が行う米田すずかけ台団地造成工事に伴う発掘調査である。

調査は、富山市教育委員会埋蔵文化財センターの指導・監理の下で株式会社アーキジオが担当

した。

調査期間  現地調査  平成20年9月 24日 ～平成20年 12月 25日

出土品整理 平成21年 1月 5日 ～平成21年 12月 25日

調査担当者 監理担当 主査学芸員 堀沢祐― (平成20年度 )

主査学芸員 堀内大介 (平成21年度 )

調査担当 森  隆  田所人志

技術指導 伊藤 潔 (財 団法人京都市埋蔵文化財研究所)

調査に際しては、地元米田町内の方々からは多 くのご協力を賜った。記して謝意を表したい。

理化学調査は、パ リノ・サーブェイ株式会社に依頼し、その成果を第4章に掲載した。

出土品及び原図・写真類は、富山市教育委員会が保管している。

本書の執筆は、第1章を堀内大介が、第3章第4節 と第5章 (2)を 田邊恵理香が、その他を森隆が行

い、それぞれの文責を文末に記した。

遺構図面に記載される方位は、座標北 (世界測地Ⅳ系)を示す。また標高水準は東京湾標準潮

位を使用した。

11 遺構標記は、以下の通 りである。SX:大型土坑 SK:土坑 SP:柱穴 SD:溝 SE:井戸

第 1章 調査の経過 …………………………………………………………………………………・…・……

第2章 遺跡の位置と環境 …………………………………………………………………………………Ⅲ 2

第1節 地理的環境 ……………………………………………………………………………………Ⅲ 2

第2節 歴史的環境 ……………………………………………………………………………………・ 2

第3章 調査の概要 …………………………………………………………………………………………・ 4

第1節 調査の方法 ……………………………………………………………………………………・ 4

第2節 自然地形と基本層序 …………………………………………………………………………・ 4

第3節 遺構 ……………………………………………………………………………………………・ 5

第4節 遺物 ……………………………………………………………………………………………・ 15

第4章 理化学的分析 ………………………………………………………………………………………・

第5章 総括 …………………………………………………………………………………………………・ 47

(1)遺構について

(2)出土遺物について

(3)遺跡について

１

　

２

　

３

６

７

８

９

10

次目



第1章 調査の経過

米田大覚遺跡は、昭和63年～平成3年に富山市教育委員会が実施 した市内分布調査で発見された

遺跡である。奈良～平安時代の集落遺跡で、212,000だ の範囲に広がる。遺跡は、平成5年3月 発行『富

山市遺跡地図 (改訂版 )』 に登載 し、埋蔵文化財包蔵地 (市h201021)と して周知 した。

平成 7。 8年度にかけて、遺跡北部において分譲宅地造成工事に伴つて発掘調査を実施 した。調

査の結果、凡そ4群に分けられる掘立柱建物を計32棟検出し、5間 ×4間 (廂付 き)建物を核 とし

て 10間 ×2間 の長舎建物などがL字形に並び、古代郡衛施設の郡庁域 と推定される。建物群は3時

期以上の変遷が推測され、9世紀中頃の時期を中心にした越中国新川郡衛 (郡家)に 関連する遺構

群 と推測 した。208点の墨書土器や石帯、緑釉陶器、風字硯など官衛的な遺物 も多 く出上 した(富

山市教委2006)。

平成8年、遺跡南西部において分譲宅地造成工事が計画され、 15,136だ を対象に試掘確認調査

を実施 した。調査の結果、約8,000だ に奈良時代後半から平安時代前半の遺構 。遺物を確認 した。

この調査結果に基づき開発業者と協議を行つたところ、工事計画は中止されることとなつた。

平成20年2月 、新たな宅地造成工事が計画され、「埋蔵文化財の情報提供依頼書」が提出された。

過去の試掘調査結果を施工者である井川不動産株式会社へ回答し、この調査結果に基づ き協議 した。

宅地部分は盛土造成により保護 し、道路部分は道路構造令に基づ く工事を行うため、 1,869♂につ

いて発掘調査による記録保存を実施することで合意した。発掘調査の実施は、造成工事を元請した

島田建設工業株式会社より民間発掘会社である株式会社アーキジオに下請されて行うこととし、市

埋蔵文化財センターがアーキジオの調査を監理することとした。

この協議結果措置について、平成20年 9月 22日 付けで施工者である井川不動産・市教委・島田

建設工業の三者による協定を締結 し、9月 24日 から発掘調査に着手 した。

発掘作業は同年 12月 25日 まで実施 し、平安時代の井戸・溝跡、中世の溝跡 (河川跡)・ 土坑など

を検出した。市埋蔵文化財センターが現地調査完了を確認後、同日付けで現地を引き渡 した。平成

20年 12月 17日 に地元住民への現地見学会を開催し、80名 が参加した。

その後、引き続き平成21年 12月 25日 まで出土品整理を実施した。 (堀 内)

L

発掘調査風景 現地説明会風景
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第2章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境

米田大覚遺跡の所在する富山県は、中部地方の日本海側に位置する。ちょうど能登半島の西側の

付け根付近にある。県域の北側は富山湾に面 して平野部が東西に連なる地勢となる。この平野部は

大きくは4つからなり、西から東にかけて氷見平野、砺波・射水平野、富山平野・黒部平野と続 く。

このうち富山市の旧市域は、ほぼ富山平野を中心としたものであったが、平成の市町村合併によつ

て旧婦中町、八尾町、大沢野町、大山町、細入村、山田村を新たに市域に取 り込んだ結果、その市

域が大幅に拡大 している。これらの市域には西側の呉羽丘陵、南側の大沢野台地などが新たに取 り

込まれたものの、やはり富山平野が主要な市域の過半を占めている様相に大きな変化はない。

一方、富山平野の北束側に位置する立山連峰は、3,000m級の連山を擁 し北アルプスの主峰を成

している。

米田大覚遺跡は、現在の神通川の右岸堤防まで約 1.5knl、 遺跡北側の岩瀬海岸部 までの距離は約

3血ほどである。標高は現況地表面で8m前後を数える。

第2節 歴史的環境

米田大覚遺跡の周辺には多数の遺跡が分布 している。これらの遺跡は縄文時代から江戸時代まで

の時期幅があり、多彩な内容の遺跡群が展開している。

まず縄文時代では、本遺跡北側の岩瀬浜近くに縄文晩期の岩瀬天神遺跡が所在する。この遺跡か

ら出上した縄文土器が岩瀬天神式上器の標識土器となっている。 (資料9)一方、遺跡南側の国道8

号線豊田東交差点の西250m付近には、縄文晩期後半の打製石斧や、弥生中期の石包丁型石器 (穂

摘み具)力 S出 上した縄文晩期～中世の複合遺跡である豊田遺跡が所在する。

弥生時代では南東側に玉作工房を伴う集落遺跡である宮町遺跡や、海岸部の日方江遺跡などがみ

られる。これらの遺跡は神通川河口部の氾濫原に位置する集落ブロックの一翼を構成している。

古墳時代前期になると本遺跡の南側約 lkmに 、一辺20m強の規模を有する方墳であるちょうちょ

う塚が築造される。赤彩土器や底部穿孔土器

の出土 も報告されてお り、周辺集落を生産基

盤とする地域首長の首長墓と考えることがで

きる。同時に弥生時代後期から古墳時代にか

けて存続する豊田大塚 。中吉原遺跡などの集

落遺跡がその拠点集落となる可能性が高い。

古代になると遺跡至近に古代北陸道が通過

していた可能性が指摘されている。とくに本

遺跡の南東側約1.5kmに 位置する宮町遺跡で

は、平安時代の道路跡と掘立柱建物群が検出

され、「和名抄」にみる古代志麻郷に関連する

官衛遺跡とする考えもみられる。

一方、豊田大塚・中吉原遺跡では人面墨書

土器や人形 (「 ひとがた」)な ど祭祀遺物が多

く出土 している。米田大覚遺跡については、 第 1図 遺跡位置図
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これまで数次におよぶ試掘確認調査や発掘調査が実施されており、その結果奈良 。平安時代を主体

とする官衛・集落遺跡と考えられている。また平成7・ 8年度に実施された発掘調査では、奈良 。

平安時代の掘立柱建物32棟、井戸9基、道路遺構などが検出されている。出土遺物には208点の墨

書土器の他に石帯や緑釉陶器、風字硯などの出上がみられる。これらの遺構は古代新川郡衛に関連

する遺構群と考えられている。

中世になると、室町時代頃に成立した廻船式目にみえる十大港 (三津七湊)の一つである「越中岩

瀬湊」力`成立するが、湊の正確な位置はこれまで不詳である。ただ江戸時代の初期に神通川の流れ

が変わり東岩瀬(神通川の東)が富山藩の主要湊となり、以後江戸時代を通じて越中平野で穫れた米

を積み出す港として栄えた。

このほかでは四方荒屋遺跡や四方北窪遺跡などの中世集落遺跡や、中世後期の東岩瀬城、日方江

城などが、本遺跡周辺に分布している。また中世末から近世に神通川右岸河口に形成された千原崎

遺跡は神通川にかかる渡 し場の宿場的な遺跡 として知られる。 (森 )

戻

①:米国大覚遺跡  ②:千原崎遺跡  ③:連町遺跡  ④:米田今地違跡  ⑤:犬 島遺跡  ⑥:ち ょうちよう塚  ⑦:豊田大塚 中吉原違跡  ③:豊丘町違跡

⑨:豊田中吉原遺跡  ⑩:豊田 豊田城遺跡  ①:水落西遺跡  ⑫:豊田中吉原I遺跡  ○:水落南遺跡  ⑭:水落遺跡  ⑮:新屋殿田遺跡  ⑩:飯野新屋遺跡

第2図 米田大覚遺跡周辺遺跡分布図
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第3章 調査の概要

第 1節 調査の方法

今回の調査は平成 7・ 8年度に富山市教育委員会が実施 した調査区の南西側に所在する (図版 1)。

調査は事前に富山市教育委員会の実施 した試掘結果に基づいて計画した。今回の調査地は米田大覚

遺跡の周知の遺跡の範囲内では南西部に位置する。周辺の調査前現況は水田である。掘削調査の対

象となったのは住宅団地造成計画に伴う道路部分で、「E」 字状を呈した細長い トレンチ状の調査

区からなる。このため本報告書では記述の便宜を図るため、第1～ 4調査区からなる調査区を設定

した (図版 1下段)。 これらの調査区の配置は、調査対象地の東側境界に沿つて大きく東西方向に

のびる道路部分 (第 1調査区)と 、これを起点に西側にのびる3本の道路部分 (第 2調査区～第4調

査区)か ら構成される。またこれとは別に現地調査においては、国土座標軸に同調し全調査区をカ

バーする10m単位の方形区画を設置した。この方形区画の南西角を任意の起点 (Al)と し、東西

軸を1、 2、 3…、南北軸をA、 B、 C・ ―と呼称し、両者を組み合わせて一辺10m単位の調査区を設

定した。例えばAl地区とは、南西角の杭番号力41と なる10m四 方の区画のことを指す。この方形

区画を基準に、空中写真測量や検出遺構の記載、出土遺物の分類収納などの作業をおこなった。調

査はまず機械掘削によつて耕作土層の除去作業から開始した。ついで機械掘削が終了した調査区か

ら包含層掘削、遺構検出、遺構掘削の作業を順次実施 していった。 (森 )

第2節 自然地形と基本層序

調査地周辺の現況は平坦で、水田として土地利用されている。海岸部からの距離は約3kmで、標

高は8m前後を数える。付近は一見低平な地形が広がるようにみえるが、旧地形では蛇行する神通

川の旧河道を含む多数の旧河道や河岸段丘、ラグーン (潟潮)の痕跡と考えられる湿地帯、京浜部

ではこれに砂丘が加わる複雑な旧地形の展開が復元される。このなかで本調査地の遺構面の深さ

は、浅いところでは耕作土直下の約0,2m、 深 くても0.6m内外にあり、低湿地の一角のなかでも周

辺よりやや高い微高地の一角にあるものと推定される。このことからも遺構面までの堆積土層は薄

く、包含層等の残存もあまり見られない状況である。各調査区の基本層序は以下の通 りである。第

1調査区の南側では、第 1層耕作上、第2層床土、第3層暗オリーブ褐色泥砂層の層序がみられ、GL
から0.4mの深さで黄灰褐色砂質土層の地山となる。また第 1調査区北側ではGLか ら0.2mの深さ

で、ほぼ耕作土直下が地山となるところが多い。東西に細長い第2調査区は西側がやや深 くなり、

第 1層耕作上、第2層床上のあと2層 ほどの間層がみられ、地山となるにぶい黄橙色砂質土層となる。

GLか らの深さは概ね0.5～ 0.6mで ある。第3調査区西側では第 1層 耕作上、第2～ 4層黒褐色泥

土層、第5層灰黄褐色砂質土層の層序がみられ、Gしから0.6mの深さで黄橙色砂質土層の地山とな

る。第4調査区西側では第 1層耕作上、第2層床上、第3層 明褐色砂質土層、第4層黒褐色泥砂層の

層序がみられ、GLか ら0,4～ 0.5mの深さで黄橙色砂質土層の地山となる。以上から現地表から

遺構面までの深さは0。 2～ 0.6mと それほど深 くない。反面現況で遺構掘削途上でも湧水が激しく、

地下水位面は高い。すなわち遺構面が浅いにもかかわらず調査地全体が常に低湿な状況であつた。

ただ遺構面を構成する地山層は黄橙色系の砂質上であまり粘性が強 くなく、ここに黒褐色系の泥砂

土層を主な覆土とする土坑状・ピット状遺構が多数切 り込まれた状態で検出された。    (森 )
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第3節 遺橋

今回の調査では古代 。中世の遺構が多 く検出されている。このうち古代の遺構については井戸跡

や若干の溝などが検出されているものの、遺構のまとまりに欠いている。とくに今回の調査では古

代の掘立柱建物はまったく検出されておらず、官衛的な掘立柱建物群が多数検出された平成7・ 8

年度調査地とは対照的な様相を示す。一方、当調査地では中世の遺構が多く検出されている。古代

の遺構とは反対に中世の遺構は隣接する平成7・ 8年度調査地ではあまり検出されておらず、米田

大覚遺跡では今回が初めての知見となる。ただし遺構の主体は溝や土坑であり、掘立柱建物などの

集落遺構は検出されなかつた。以下に検出遺構の概要を記しておく。

井戸 3基
SE001(図 版4):第 1調査区中央やや北側に位置する。平面形態は隅丸方形で、一辺 1.6～ 1,72m、

検出面からの深さ0,84mを 数える。井戸枠等は残存していない。井戸内の堆積土層は黒色泥砂土

層を基調とする。ほぼ水平堆積に近い状況であり、掘 り込め上部分を含めて掘 り方全体を浚えて井

戸枠を完全に撤去し、その後そのまま放棄されたような様相を示す。井戸内からの出土遺物には須

恵器杯蓋 (001～ 003・ 007)、 壷 (011～ 013)、 土師器杯A(014・ 015,017・ 018)須恵器

皿墨書土器 (016)、 土師器小型甕などが出上している。時期幅はあるが、概ね8世紀後半から9世

紀代の様相を示す。

SE002(図版4)i第 1調査区SE001の 北側10mほ ど離れた位置にある。中世のSD014に 上面を大

きく切 り込まれている。平面形態は隅丸方形に近い不整円形である。一辺2.23～ 2.7m、 検出面

からの深さ0.68mを 数える。井戸枠等は残存していない。井戸内の堆積土層は黒色泥土層を基調

とする。上面を大きく浦が切 り込んでいるため0.3mほ どの覆上が残存するにすぎないが、残つた

部分の断面はほぼ水平堆積に近い状況である。覆上の基本的な土色や堆積状況はSE001と 共通す

る。井戸内からは須恵器杯 (022～ 029)、 土師器杯 (032～ 045・ 041は黒色土器 )、 土師器杯

B(030・ 031)、 土師器土錘 (046～ 048)、 土師器長胴甕口縁部 (049)な どが出上している。

SE001と 同様に、概ね8世紀後半から9世紀代の様相を示す。

SE003(図 版4):第 2調査区中央やや西寄 りの南壁に接して検出されている。上面をSD015に よっ

て大きく切 り込まれている。井戸の平面形態はきれいな隅丸方形で、一辺 1.9～ 2m程度の規模を

有す。検出面からの深さは1.46mを 数える。井戸の底面にセイロ組された横木枠の桟が残されて

いる。この桟の外側に上から差し込まれて井戸枠となる縦板はすべて抜かれていて残存しない。断

面観察では井戸枠の裏側に充填した掘 り込め (黄橙色粘質土層～明青灰色粘土層等)が残存してい

る。井筒内は下層がオリーブ黒色泥土層、上層が黄色系粘質土層のブロック状となる。出土遺物は

認められないが、古代末から中世前期にかけての時期のものと推定される。

大型土坑 1基
SX001(図 版5):第 4調査区東側に位置する大型土坑をSX001と した。平面形態は不整長楕円形

を呈する。長径7,76m、 短径3,72mの 規模を有する。この大型土坑の主軸方位は周辺の中世溝の

方向と一致しているが、機能や性格等は不明である。検出面からの最大深0,92mを 数える。上坑

内の覆土は褐灰色泥砂土層～灰黄褐色泥砂土層を基調とする。出土遺物には大きく古代と中世のも

のがある。このうち古代の遺物 (050～ 062・ 075。 077)イま混入と考えられる。中世の遺物 (063

～ 074・ 076・ 078～ 081)に は瀬戸美濃鉄釉天目茶椀 (063・ 064)、 越前橋鉢 (065)、 瀬戸

美濃灰釉陶器1皿  (072・ 073)、  土師器I皿 (066′V068・ 070・ 071)、  龍泉窯系青磁 (074)、  珠

洲 (076,078～ 081)な どがある。土器 。陶磁器以外では下駄 (M005)力 S出 上している。
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土坑 69基
SK001(図 版7):第 4調査区中央南側に位置する。平面形態は円形である。規模は径0.3m、 検出

面からの深さは0,35mを 数える。土坑内の覆土は第 1層褐灰色泥砂土層、第2層 にぶい黄橙色泥砂

土層、第3層 にぶい黄橙色泥砂土層やや粘質である。出土遺物には土師器杯 (083)、 弓状木製品

(M016)がある。

SK002(図版7):第 4調査区東側に位置する。平面形態は楕円形である。規模は長径0.6m、 短径

0,4m、 検出面からの深さは0,4mを数える。土坑内の覆土は第 1層 黒褐色泥砂土層、第2層褐灰色

泥砂土層、第3層黒褐色泥砂土層である。出土遺物には土師器皿 (084,085)がある。

SK003(図版7):第 3調査区西側に位置する。SD028の西側に隣接する。平面形態は隅丸方形で

ある。規模は0.9～ 1,Om、 検出面からの深さは0.7mを 数える。上坑内の覆土は第9層褐灰色泥砂

土層、第12層 褐灰色泥砂土層、第13層 黒褐色泥砂土層やや粘質、第14層 黒褐色泥土層、第15層

黒褐色泥土と黄橙色砂の互層、第16層 褐灰色泥土層、第17層褐灰色泥砂土層である。出土遺物に

は土師器杯A(087)、 杯B(086)、 陶器皿 (088)が ある。

SK004(図 版7):第 1調査区北側に位置する。SD014の西側に隣接する。平面形態は不整形である。

規模は1.2～ 0。 9m、 検出面からの深さは0.3mを 数える。土坑内の覆土は灰黄褐色泥砂土層+黒
色泥砂土ブロック混である。出土遺物には須恵器杯B(089)、 土師器杯A(090)、 土師器杯 (092)、

土師器甕 (091・ 093・ 094・ 096～ 099)、 須恵器壺 (095)、 土製品土錘 (100)、 青磁碗 (101)、

珠洲情鉢 (102)が ある。

SK005(図 版4):第2調査区中央に位置する。平面形態は隅丸長方形で北側の半分が調査区外で

ある。規模は長辺1.8+α ～短辺0,8m、 検出面からの深さは1.Omを数える。土坑内の覆土は第 1

層灰褐色泥砂土層、第2層褐灰色泥砂土層、第3層灰黄褐色泥砂土層、第4層黒褐色泥砂土層である。

出土遺物には須恵器杯B(103)力 Sあ る。

SK006(図版4):第 2調査区中央に位置する。平面形態は隅丸長方形である。規模は長辺3.7～短

辺2.5m、 検出面からの深さは0,6mを 数える。上坑内の覆土は第 1層 灰黄褐色泥砂土層、第2層灰

黄褐色泥砂土層十黄橙色砂粘質土ブロック、第3層灰黄褐色泥砂土層十黒色泥砂粘質土ブロック、

第4層黄灰色泥土層である。出土遺物には土師器杯A(108・ 109)、 須恵器杯B(110)がある。

SK007(図版5):第2調査区中央に位置する。平面形態は隅丸方形で北側半分が調査区外である。

規模は一辺2.8m、 検出面からの深さは0。 2mを数える。土坑内の覆土は第 1層 にぶい黄褐色泥砂土

層、第2層黒褐色泥砂土層粘質である。出土遺物には須恵器壺 (111)が ある。

SK008(図 版7):第 1調査区中央に位置する。平面形態は隅丸長方形で南側一部が調査区外である。

規模は長辺1,0+α ～短辺0,9m、 検出面からの深さは0,5mを 数える。土坑内の覆土は第 1層 褐灰

色泥砂土層、第2層黒褐色泥砂土層十黄橙色砂質土層、第3層灰黄褐色泥砂土層、第4層黒褐色泥砂

土層である。出土遺物には須恵器蓋 (119)、 土師器皿 (120)が ある。

SK009(図 版7):第4調査区中央に位置する。平面形態は円形である。規模は直径0.6m、 検出面

からの深さ0.3mを数える。上坑内の覆土は第卜2層褐灰色泥砂土層、第3層黒褐色泥砂土層である。

出土遺物には土師器杯B(121)力 Sあ る。

SK010(図版7):第 1調査区中央に位置する。平面形態は楕円形である。規模は長径0,9～ 短径

0,7m、 検出面からの深さは0,75mを数える。土坑内の覆土は第1層黒褐色泥砂土層、第2層黒色泥

砂土層である。出土遺物には須恵器杯B(122)がある。

SK011(図版7):第 1調査区中央に位置する。平面形態は楕円形である。規模は長径0.9～ 短径
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0.7m、 検出面か らの深さは0.5mを数える。土坑内の覆土は第1層褐灰色泥砂土層、第2層 にぶい

黄褐色砂質土層、第3層黒色泥砂土層、第4層黒色泥砂土層 +に ぶい黄橙色砂質土層である。出土

遺物には須恵器杯A(123)が ある。

SK012(図版5):第 1調査区中央に位置する。平面形態は隅丸長方形である。規模は長辺3.2～短

辺2.6m、 検出面か らの深さは0.8mを数える。土坑内の覆土は第1層灰黄褐色泥砂土層、第2層 に

ぶい黄色泥砂土層、第3層 にぶい黄色砂粘質土層 +褐灰色泥砂土層、第4層褐灰色泥土層、第5層褐

灰色泥砂土層、第6層黒褐色泥土層、第7層褐灰色砂粘質土層十にぶい黄橙色砂質土層、第8層灰黄

色細砂土層、黒色泥土層混である。出土遺物には須恵器蓋 (124)、 須恵器杯B(125)、 木製品漆

器椀 (M002)力 司ある。

SK013(図版7):第 1調査区南側に位置する。平面形態は不整形である。西側の一部は調査区外

である。規模は長辺3.0～短辺 1.6m、 検出面か らの深 さは0.3mを数える。土坑内の覆土 は第 1層

黒褐色泥砂土層十黄橙色泥砂土ブロック、第2層褐灰色泥砂土層、第3層黒色泥砂土層である。出

土遺物には土師器皿 (126)がある。

SK014(図 版7):第 2調査区中央 に位置す る。平面形態は円形である。規模は直径0.5m、 検出

面からの深さは0.09mを 数える。土坑内の覆土は黒褐色泥砂土層である。出土遺物には土師器甕

(127)、 須恵器杯B(128)が ある。

SK015(図版7):第 3調査区東側に位置する。平面形態は隅丸長方形である。規模は長辺0.8～短

辺0.6m、 検出面からの深さは0.62mを 数える。土坑内の覆土は第 1層褐灰色泥砂土層、第2層褐灰

色砂質土層十にぶい黄橙色砂質土ブロック、第3層 にぶい黄橙色砂質土層十褐灰色泥砂土層である。

出土遺物には土師器皿 (129)力 あ`る。

SK016(図版7):第3調査区東側に位置する。平面形態は円形である。規模は径0。 7m、 検出面から

の深さは0。 78mを数える。土坑内の覆土は第 1層褐灰色砂粘質土層、第2層黄橙色砂粘質土層十黄橙

色砂粘質土ブロック少量である。出土遺物には土師器皿 (130～ 132)、 珠洲情鉢 (133)がある。

SK017(図 版7):第 3調査区東側に位置する。平面形態は橋円形である。規模は長径 1.3～短径

0.7m、 検出面からの深さは0.6mを数える。土坑内の覆土は第 1層 褐灰色泥砂土層炭少量、第2層

褐灰色泥砂土層、第3層黒褐色泥土層である。出土遺物には土師器皿 (134)力 あ`る。

SK018(図版7):第 4調査区西側に位置する。平面形態は楕円形である。西側の一部が調査区外で

ある。規模は長径2.5+α ～短径 1.Om、 検出面からの深さは0.26mを数える。土坑内の覆土は第 1層

黒褐色泥砂土層+にぶい黄橙色砂少量、第2層黒褐色砂粘質土層である。出土遺物には土師器皿 (135)

がある。

SK019(図版7)i第4調査区西側に位置する。平面形態は変形楕円形である。北側の一部が調査

区外である。規模は長径2.9～短径 1.6m、 検出面からの深さは0。 21mを 数える。土坑内の覆土は

第 1層褐灰色泥砂土層、第2層褐灰色泥砂土層十黒色泥砂+黄橙色砂ブロック少量、第3層褐灰色砂

粘質土層+黄橙色砂粘質土ブロック、第4層黒色泥砂土層十黄橙色泥砂土ブロックである。出土遺

物には須恵器蓋 (136)がある。

SK020(図 版7):第4調査区西側に位置する。平面形態は円形である。規模は径0,7m、 検出面か

らの深さは0,7mを数える。土坑内の覆土は第 1層灰黄褐色泥砂土層+灰黄褐色砂質土層、第2層黒

褐色泥砂層である。出土遺物には土師器杯A(137)、 土師器皿 (138)が ある。

SK021(図版7):第 3調査区東側に位置する。平面形態は隅丸方形である。規模は一辺0.8～ 0.9m、

検出面からの深さは0,65mを 数える。上坑内の覆土は褐灰色砂粘質土層である。出土遺物は土師器
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皿 (139)で ある。

SK022(図版7)i第 4調査区西側に位置する。平面形態は楕円形である。規模は長径0.8～短径0.6m、

検出面からの深さは0.82mを 数える。土坑内の覆土は第 1層黒褐色泥砂土層、第2層黄橙色砂質土

層に褐灰色砂質土層が帯状に入る。出土遺物には土師器皿 (140)力 Sあ る。

SK023(図版7):第 4層西側に位置する。平面形態は円形である。規模は径0,7m、 検出面からの

深さは0,7mを数える。土坑内の覆土は第 1層黒褐色泥砂土層、第2層黒色泥砂土層である。出土遺

物には土師器甕 (141)力 Sあ る。

SK024(図版8):第 4調査区西側に位置する。平面形態は精円形である。規模は長径 1,0～短径0.6m、

検出面からの深さは0,72mを 数える。土坑内の覆土は第 1・ 2層黒褐色泥砂土層、第3層黒色砂泥土

層、第4層黒色泥土層である。出土遺物には珠洲情鉢 (142)力 Sあ る。

SK025(図版8):第3調査区東側に位置する。平面形態は円形である。規模は径0.9m、 検出面か

らの深さは0.3mを 数える。土坑内の覆土は第 1層黒色泥砂土層、第2層黒色砂粘質土層十にぶい黄

橙色砂粘質土層、第3層黒褐色泥砂土層十にぶい黄橙色砂質土層である。出土遺物には土師器杯A
(143)、 須恵器杯B(144)がある。

SK026(図版8):第3調査区中央に位置する。平面形態は隅丸長方形である。北側の一部が調査

区外である。規模は長辺 1.5～短辺 1.2m、 検出面からの深さは0.5mを 数える。土坑の覆土は第 1

層灰黄褐色砂質土層、第2層灰黄褐色砂質土層十にぶい黄橙色砂質土ブロック混、第3層褐灰色泥

土層+黒褐色泥土層である。出土遺物には土師器皿 (145)が ある。

SK027(図版8):第 3調査区東側に位置する。平面形態は不整形である。規模は一辺0.8～ 0,9m、

検出面からの深さは0.75mである。土坑内の覆土は第 1層灰黄褐色泥砂土層、第2層褐灰色泥砂土

層崩壊、第3層黒色泥土層である。出土遺物には土師器皿 (146～ 148)、 陶器碗 (149)な どがある。

SK028(図版8):第 3調査区東側に位置する。平面形態は楕円形である。北側の一部が調査区外

である。規模は長径0,7+α ～短径0,7m、 検出面からの深さは0,76mで ある。土坑内の覆土は第 1

層褐灰色泥砂土層、第2・ 3層灰黄褐色泥砂土層、第4層黒色泥砂土ブロック+にぶい黄橙色砂質混

合土とにぶい黄橙色砂質上の互層である。出土遺物には土師器皿 (150)がある。

SK029(図版8):第 3調査区中央に位置する。平面形態は不整形である。規模は一辺 1.3～ 1.4m、

検出面からの深さは0.52mを 数える。土坑内の覆土は黒褐色泥砂土層である。出土遺物には土師

器皿 (151)がある。

SK030(図版6):第 3調査区中央に位置する。平面形態は隅丸長方形である。東側の一部が調査

区外である。規模は長辺2.8～短辺 1.6m、 検出面からの深さは0.28mを数える。土坑内の覆土は

第 1層灰黄褐色泥砂土層、第2層褐灰色泥砂土層、第3層褐灰色泥砂土層十にぶい黄橙色泥砂土混で

ある。出土遺物には土師器皿 (152・ 153)がある。

SK031(図版8):第 1調査区北側に位置する。平面形態は隅丸長方形である。規模は長辺 1.1～短辺

0,9m、 検出面からの深さは0.7mを 数える。土坑内の覆土は第 1層黒色砂粘質土層十黄橙色砂粘質土

層、第2層黒色砂粘質土層、第3層灰黄褐色砂粘質土層十黒褐色砂粘質土層+黄橙色泥土ブロックで

ある。出土遺物には土製品土錘 (154)がある。

SK032(図版8):第 2調査区西側に位置する。平面形態は円形である。規模は径0,7m、 検出面か

らの深さは0,4mを 数える。土坑内の覆土は第 1層 褐灰色泥砂土層、第2層黒褐色泥土層である。出

土遺物には土師器皿 (155)がある。

SK033(図版8):第2調査区中央に位置する。平面形態は円形である。規模は径0,8m、 検出面からの
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深さは0,9mで ある。土坑内の覆土は黒褐色泥砂土層である。出土遺物には土製品土錘 (156)がある。

SK034(図版8):第3調査区東側に位置する。平面形態は楕円形である。西側にSK035が隣接する。

規模は長辺 1,7+α ～短辺0。 7m、 検出面からの深さは0,19mを 数える。上坑内の覆土は灰黄褐色

泥砂土層である。出土遺物は須恵器蓋 (157)である。

SK035(図版8):第 3調査区束側に位置する。平面形態は円形である。東側にSK034が隣接する。

規模は径0.6～ 0,7m、 検出面からの深さは0.8mで ある。上坑内の覆土は第 1層灰黄褐色泥砂土層、

第2層灰褐色泥砂土層、第3層黒褐色泥砂土層十にぶい黄橙色砂質土ブロック少量合、第4層黒褐色

泥砂土層、第5層黒褐色泥土層十灰白色砂質土層少量合、第6層 黒色泥土層である。出土遺物には

青磁碗 (158)力 Sあ る。

SK036(図 版8):第 3調査区西側に位置する。平面形態は楕円形である。規模は長径 1.7～短径

1.Om、 検出面からの深さは0.5mを数える。上坑内の覆土は第 1層灰黄褐色泥砂土層炭少量混、第

2層褐灰色泥砂土層である。出土遺物には土師器皿 (159～ 161)カゴある。

SK037(図版6):第3調査区西側に位置する。平面形態は楕円形である。北側の一部は調査区外で

ある。規模は長径1.0+α ～短径0,9m、 検出面からの深さは0.4mを数える。土坑内の覆土は第 1

層灰黄褐色泥砂土層十黄橙色砂質土ブロックである。第2層黄橙色砂質土層十黒色泥砂少量合、第

3層黒褐色泥砂土層十黄橙色泥砂土ブロック少量である。出土遺物には土師器皿 (162)、 土師器

杯A(163)、 土師器甕 (164)力耳ある。

SK038(図 版8):第 3調査区中央に位置する。平面形態は楕円形である。規模は長径 1.2～短径

0,8m、 検出面からの深さは0.8mを 数える。土坑内の覆土はにぶい黄橙色砂質土層十黄橙色 。黒色

砂質土ブロック少量含である。出土遺物には土師器皿 (165～ 168)がある。

SK039(図版8):第 3調査区中央に位置する。平面形態は楕円形である。西側の一部がSK038に

隣接する。規模は長径0.5+α ～短径0.5m、 検出面からの深さは0.2mを 数える。土坑内の覆土は

第 1層黒色泥砂土層十黄橙色泥砂土ブロック少量、第2層黒褐色泥砂土層十黄橙色泥砂ブロック少

量である。出土遺物には土師器皿 (169。 170)んミある。

SK040(図 版8):第 1調査区南側に位置する。平面形態は楕円形である。規模は長径0,9～短径

0.7m、 検出面からの深さは0.5mを数える。上坑内の覆土は第 1・ 2層黒褐色泥砂土層、第3層黒色

泥土層である。出土遺物には須恵器杯B(171)、 土師器皿 (172)力 あ`る。

SK041(図版8):第 3調査区西側に位置する。平面形態は隅丸方形である。規模は一辺0.6～ 0,7m、

検出面からの深さは0.4mで ある。土坑内の覆土は第 1層灰黄褐色泥砂土層、第2層褐灰色泥砂土層、

第3層 明黄褐色砂質土層+褐灰色砂質土少量、第4層褐灰色砂質土層+明黄褐色砂質土少量、第5層

褐灰色砂質土層十明黄褐色砂粘質土層である。出土遺物には珠洲甕 (173)が ある。

SK042(図版8):第 3調査区西側に位置する。平面形態は隅丸長方形である。規模は長辺 1.5～短

辺 1,lm、 検出面からの深さは0.6mを 数える。土坑内の覆土は第 1層灰黄褐色泥砂土層、第2層褐

灰色泥砂土層、第3層褐灰色砂質土層+にぶい黄橙色砂質土層、第4層 にぶい黄橙色砂質土層十黒

褐色泥砂土層、第5層黒褐色泥土層である。出土遺物には須恵器杯B(174)、 土師質土器不明品(175)

がある。

SK043(図版8):第3調査区西に位置する。平面形態は円形である。規模は径0.9m、 検出面から

の深さは0.42mを 数える。上坑内の覆土は第 1層灰黄褐色泥砂土層、第2層灰黄褐色砂質土層+灰

黄色褐色砂質土層十黒褐色土ブロック少量含、第3層黒褐色泥砂土層+灰黄褐色砂粘質土層十明黄

褐色砂粘質土ブロック少量含である。出土遺物には土師器皿 (176)力 Sあ る。
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SK044(図版8):第3調査区中央に位置する。平面形態は楕円形である。規模は長径 1.2～短径 1.Om、

検出面からの深さは0。 74mを 数える。土坑内の覆土は灰黄褐色砂質土層 +黄橙色砂質土ブロック

少量含である。出土遺物には土師器皿 (177～ 179)がある。

SK045(図版9):第 2調査区中央に位置する。平面形態は隅丸方形である。規模は一辺0.8～ 0.9m、

検出面からの深さは0.36mを 数える。土坑内の覆土は第 1層 耕土、第2層灰黄褐色泥砂土層十黄橙

色泥砂土ブロック少量合である。出土遺物には須恵器壺 (180)がある。

SK046(図版9):第2調査区東側に位置する。平面形態は円形である。規模は径0.5m、 検出面か

らの深さは0,2mを数える。土坑内の覆土は第 1層 褐灰色泥砂土層、第2層褐灰色砂粘質土層十黄橙

色砂粘質土ブロックである。出土遺物には須恵器蓋 (181)力 あ`る。

SK047(図版6):第2調査区西側に位置する。平面形態は不整形である。西側の一部が隣接 して

いる溝に切られている。規模は長辺3.0+α ～短辺 1.5mを数える。検出面からの深さは0,42mを

数える。土坑内の覆土は第 1層灰黄褐色泥砂土層十黒色・灰白色泥砂土ブロック、第2層灰黄褐色

泥砂土層、第3層 にぶい黄橙色泥土層、第4層褐灰色砂粘質土層十黒色砂粘質土ブロック、第5層灰

黄褐色砂粘質土層+灰 白色砂粘質土層である。出土遺物は土製品土錘 (182)、 珠洲情鉢 (183)、

珠洲甕 (184)で ある。

SK048(図版6):第2調査区東側に位置する。平面形態は楕円形である。規模は長径 1.5～短径

1.4m、 検出面からの深さは0.6mを数える。土坑内の覆土は第 1層灰黄褐色土層+灰黄色砂ブロッ

ク、第2層黒褐色泥砂土層、第3層黒色泥土層である。出土遺物には土師器皿 (185)がある。

SK049(図版9):第2調査区東側に位置する。平面形態は隅丸方形である。南側の一部がSK048
に隣接 し切られている。規模は一辺 1.1～ 0.8m、 検出面からの深さは0.5mを 数える。土坑内の

覆土は第 1層灰黄褐色泥砂土層、第2層灰黄褐色砂粘質土層+黄橙色砂ブロック、第3層黄橙色砂粘

質土層十黒褐色泥土ブロックである。出土遺物には土師器皿 (186～ 189)、 木製品箸 (M003)

がある。

SK050(図版9):第 2調査区西側に位置する。平面形態は楕円形である。規模は長径 1.7～短径0,7m、

検出面からの深さは0,24mを 数える。土坑内の覆土は第 1層灰黄褐色泥砂土層、第2層灰白色砂質

土層、第3層褐灰色泥砂土層、第4層灰白色砂質土層+褐灰色泥砂土層である。出土遺物には須恵

器杯A(190)、 珠洲精鉢 (191)、 青磁碗 (192)、 石斧 (S004)力 Sあ る。

SK051(図版9):第 2調査区東側に位置する。平面形態は不整形である。規模は長辺 1.4～短辺 1,Om、

検出面からの深さは0.12mを 数える。土坑内の覆土は黒褐色泥砂層土層十明黄褐色砂質土層であ

る。出土遺物には須恵器杯B(193)ん あ`る。

SK052(図版9):第2調査区中央に位置する。平面形態は隅丸長方形である。規模は長辺 1.1～短

辺0.4m、 検出面からの深さは0.66mを 数える。土坑内の覆土は第 1層黒色泥砂土層、第2層黒色泥

砂土層十明黄褐色砂泥土ブロック、第3層黒褐色砂泥土層である。出土遺物では須恵器杯A(194)、

珠洲鉢 (195)が ある。

SK053(図 版9):第 2調査区東側に位置する。平面形態は不整形である。北側の半分は調査区外である。

規模は長辺3.0～短辺1,7m、 検出面からの深さは0.49mを数える。上坑内の覆土は第1層耕上、第2

層褐灰色泥砂土層、第3層黒褐色砂粘質土層+黄橙色砂粘質土ブロック、第4層黄橙色砂粘質土層十黒

褐色砂粘質土少量合、第5層黒褐色砂粘質土層十灰白色砂粘質土ブロック混、第6層黒褐色泥土層十褐

灰色泥土層少量含、第7層黒褐色泥砂土層である。出土遺物には須恵器蓋 (196)、 須恵器壺 (197)、

青磁碗 (198)が ある。
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SK054(図版6):第 3調査区西側に位置する。平面形態は不整形である。規模は一辺2.8～ 3.5m、

検出面からの深さは0,46mを 数える。土坑内の覆土は第 1層 灰黄褐色泥砂土層十黄橙色混泥砂土層、

第2層褐灰色泥土層、第3層黒褐色泥土層、第4層黒褐色泥土層十黄橙色泥土層少量合、第5層黒褐

色泥土層、第6層黒色泥土層である。出土遺物には土師器杯A(199)が ある。

SK055(図 版9):第 3調査区西側に位置す る。平面形態は不整形である。南側の半分が調査区外

である。規模は長辺 1.8+α ～短辺 1.6m、 検出面からの深さは0.36mを 数 える。土坑内の覆土は

褐灰色泥砂土層である。出土遺物には珠洲情鉢 (200)力 あ`る。

SK056(図 版9):第 1調査区南側に位置する。平面形態は精円形である。南側一部が切られてい

る。規模は長径0,7+α ～ 0.6m、 検出面からの深さは0。 1lmである。土坑内の覆土は第 1層灰黄

褐色泥砂土層、第2層灰黄褐色泥砂土層十にぶい黄橙色砂混である。出土遺物には土師器皿 (20ト

202)がある。

SK057(図 版9):第 1調査区南側に位置する。平面形態は楕円形である。規模は長径2.0～短径

0.7m、 検出面からの深さは0.3mを数える。土坑内の覆土は第 1層耕上、第2層灰黄褐色泥砂土層、

第3層褐灰色泥砂土層、第4層灰白色砂質土層、第5層褐灰色泥砂土層、第6層褐灰色泥土層、第7

層灰黄褐色泥土層である。出土遺物には珠洲橋鉢 (203)が ある。

SK058(図 版9):第 1調査区中央に位置する。平面形態は不整形である。規模は長辺 1.8～短辺

1.Om、 検出面からの深さは0,19mを 数える。土坑内の覆土は第 1層褐灰色泥砂土層、第2層黒褐色

泥砂土層、第3層黒褐色泥砂土層+明黄褐色砂少量含である。出土遺物には土師器皿 (204・ 205)

がある。

SK059(図 版9):第 1調査区中央に位置する。平面形態は楕円形である。規模は長径 1.0～短径0,7m、

検出面からの深さは0.58mを 数える。土坑内の覆土は第 1層 黒褐色泥土層、第2層黒色泥土層、第

3層暗褐色泥土層である。出土遺物には土師器皿 (206)力 Sあ る。

SK060(図 版9):第 1調査区中央に位置する。平面形態は楕円形である。規模は長径 1.2～短径0,7m、

検出面からの深さは0.26mで ある。土坑内の覆土は第 1層黒褐色泥砂土層、第2層黒色泥土層である。

出土遺物には土師器皿 (207)が ある。

SK061(図版9):第 4調査区中央に位置する。平面形態は隅丸方形である。規模は一辺0,7～ 0。 8m、

検出面からの深さは0.46mで ある。土坑内の覆土は第 1層 にぶい黄褐色混砂土層、第2層 暗褐色混

砂土層、第3層黒褐色砂粘質土層、第4層暗褐色混砂土層である。出土遺物には土製品土錘 (208)、

土師器皿 (209)力 Sあ る。

SK062(図 版9):第3調査区西側に位置する。平面形態は隅丸長方形である。北側の一部が調査

区外となる。また東側の一部がSK037に 隣接 し切られている。規模は長辺2.0～短辺 1.Om、 検出

面からの深さは0.48mを 数える。土坑内の覆土は灰褐色泥砂土層である。出土遺物には土師器皿

(210～ 213)力 Sあ る。

SK063(図 版9):第 3調査区東側に位置する。平面形態は円形である。北側の一部が調査区外とな る。

規模は径 0。 96m、 検出面からの深さは0,12mを数える。土坑内の覆土は灰黄褐色泥砂土層であ る。

出土遺物には土師器皿 (214)が ある。

SK064(図版9):第4調 査区東側 に位置す る。平面形態は隅丸長方形である。東側の一部が

SX001に 隣接し切られる。規模は長辺1.5+α ～短辺 1,lm、 検出面からの深さは0。 lmで ある。土

坑内の覆土は褐色泥砂土層である。出土遺物には須恵器杯B(551)がある。

SK065(図版9):第 1調査区北側に位置する。平面形態は隅丸長方形である。規模は長辺 1.4～短
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辺 1,lm、 検出面からの深さは0.3mを数える。土坑内の覆土は褐灰色泥砂土層である。出土遺物に

は土師器杯A(552)力 Sあ る。

SK066(図版6):第2調査区東側に位置する。北側一部は調査区外である。平面形態は隅丸長方

形である。規模は長辺 1.8+α ～短辺2.5m、 検 出面からの深さは2.2mを数 える。土坑内の覆土は

第1層耕上、第2層褐灰色泥土層十灰黄色泥土斑点状に混 じる、第3層褐灰色泥砂土層、第4層褐灰

色砂粘質土層細砂混、第5層褐灰色十暗灰黄色砂粘質土ブロック少量含である。出土遺物には金属

製品花瓶 (K001)力 あ`る。この花瓶は土坑検出面の最上層から出上 した。

SK067(図 版6):第4調査区西側に位置す る。平面形態は橋円形である。規模は長径2,1～短径

1,2m、 検出面からの深さは2.lmを数える。土坑内の覆土は第 1層 灰黄褐色泥砂土層、第2層灰黄

褐色泥砂土層十黄橙色砂粘質土層、第3層黄橙色砂質土層十灰黄褐色土層少量合、第4層 にぶい黄

橙色砂質土層十灰黄褐色砂質土層少量含である。出土遺物には打製石斧 (S001)力 Sあ る。

SK068(図 版9):第3調査区東側に位置す る。平面形態は円形である。北側の一部が切 られる。

規模は径0.9m、 検出面からの深さは0,8mを数 える。土坑内の覆土は第 1層 にぶい黄橙色砂質土層

+黒褐色砂質土少量含、第2層黒褐色泥砂土層十にぶい黄橙色・灰黄色砂混である。出土遺物には

石製品 (S013)力 あ`る。

SK069(図版9):第 1調査区南側に位置する。平面形態は不整形である。東側の一部が調査区外

である。規模は長辺2.7～短辺 1.8m、 検出面からの深さは0.44mを 数える。土坑内の覆土は第 1

層灰黄褐色泥砂土層、第2層灰黄褐色泥土層、第3層黒色砂泥土層十にぶい黄橙色砂ブロック少量

含である。出土遺物は石斧 (S005)である。

ビット状遺橋 5基
SP001(図 版10):第 4調査区東側、SX001と SK0641こ 隣接する。平面形態は楕円形である。長

径0.54m、 検出面からの深さは0.25mを 数える。出土遺物は土師器皿 (215)がある。

SP002(図版10):第 1調査区と第3調査区の交点に位置する。平面形態は円形である。径0.83m、

検出面からの深さは0,35mを 数える。出土遺物は土師器甕 (216)がある。

SP003(図版 10):第 1調査区と第3調査区の交点近 く、SD016の中に位置する。平面形態は円形

である。径0.56m、 検出面からの深さは0.55mを 数える。出土遺物は須恵器甕と折敷の底板 (217・

M013)力 あ`る。

SP004(図版 10):第 4調査区東側の北壁近 くに位置する。平面形態は円形である。径0.64m、 検

出面からの深さは0.22mを数える。出土遺物は土師器皿 (218)が ある。

SP005(図版10):第 4調査区東端の北壁付近に位置する。平面形態は円形である。径0.43m、 検

出面からの深さは0.64mを 数える。出土遺物は柱材と考えられる部材 (M014)がある。

溝 29本
SD001(図版10)i第 1調査区東壁沿いを南北に伸びる。断面付近での規模は幅1.74m、 深さ0,43m

である。堆積土層は褐灰色泥土層を基調とする。出土遺物は須恵器蓋・杯、土師器杯、珠洲・情鉢、

唐津甕、土師器皿、越中瀬戸の灰釉小皿、青磁碗など (219～ 241)カゴある。

SD002(図版 10):第4調査区西側の南壁沿いに伸びる。断面付近での規模は幅1.35m、 深さ0.68m

である。堆積土層は上層は黒褐色泥砂土層、下層は灰黄褐色細砂質土層を主体とする。出土遺物、

珠勒HJ雷鉢 (243。 244)がある。

SD003(図版 10):第 4調査区西側の北壁沿いにSD002と 平行に伸びる。東隣のSD006に切 り込

まれる。堆積土層は上層は褐灰色泥砂土層、下層は黒褐色泥砂土層を主体とする。断面付近での規
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模は幅2.91m以上、深さ0.83mで ある。出土遺物は須恵器蓋。杯・壺、土師器皿、土錘、越前播鉢 (245

～ 255)がある。

SD004(図 版 10):第 1調査区北側に位置し、東西に伸びる。西隣のSE002と 東隣のSD0011こ 切

り込まれる。断面付近での規模は幅0.63m、 深さ0.23mで ある。堆積土層は灰黄褐色泥砂土層を

主体とする。出土遺物は土師器杯Aと 須恵器杯B(256。 257)力 Sあ る。

SD005(図 版 10):第 2調査区西端に位置し、南北に伸びる。南端でSD007と 交わる。断面付近

での規模は幅3,36m以上、深さ0.66mで ある。堆積土層 は上層は灰黄褐色泥砂土層、下層 は同

色の砂質土層である。出土遺物は土師器皿、青磁碗、板碑、五輪塔など (258～ 263・ S008～

S012)がある。

SD006(図 版 10):第4調査区の中央に位置 し、南北に伸びる。SD011を切 り込む。断面付近で

の規模は幅4.45m以上、深さ0,85mである。堆積土層は褐灰色泥砂土層を主体とし、下層に黒褐

色泥砂土層が入る。出土遺物は土師器皿、越前橋鉢、瀬戸美濃天目茶碗 (264・ 265。 550)がある。

SD007(図 版 10):第2調査区西側に位置し、東西に伸びる。東隣のSE0031こ 切 り込まれ、西隣

のSD005と 交わる。断面付近での規模は幅2.28m、 深さ0.60mである。堆積土層は黄灰色 と黄褐

色泥砂土層を主体 とする。出土遺物は須恵器蓋・杯・横瓶、土師器皿・高郷脚部、瓦質土器風炉、

珠洲播鉢 。甕、割 りもの (266～ 300。 M015)な どがある。

SD008(図版 10):第 2調査区東側に位置し、南北に伸びる。断面付近での規模は幅2.48m、 深さ

0.67mで ある。堆積土層は上層は褐灰色泥砂土層で下層は黄灰色砂質土層を主体とする。出土遺

物は須恵器蓋・杯、土師器杯・皿 (301～ 312)な どがある。

SD009(図 版 10):第 3調査区西側を東西に伸びる。西隣のSD010に切 り込まれる。断面付近で

の規模は幅3.23m、 深さ0.85mで ある。堆積土層は上層は暗灰黄色泥砂土層、下層は灰黄褐色泥

土層を主体とする。出土遺物は須恵器蓋・杯・甕、土師器皿 (313～ 324)な どがある。

SD010(図 版 10):第 3調査区中央付近でSD012が西に隣接する。SD009を 切 り込む。断面付近

での規模は幅3.10m、 深さ0。 74mである。堆積土層は灰黄褐色泥砂土層を主体とし、これに黒色

泥土層が混入する。出土遺物は須恵器杯・壷、土師器皿、珠洲甕 (325～ 335)がある。

SD011(図版 10):第4調査区西側に位置し、東西に 「L」 字状に伸びる。断面付近での規模は幅

1.07m、 深さ0.12mで ある。堆積土層は灰黄褐色泥砂土層を主体とする。出土遺物は珠渉W播鉢、

須恵器壺 (336・ 337)がある。

SD012(図版 11):第 3調査区中央に位置 し、南北に伸びる。SD010の 西に位置する。西隣の

SD024、 SD027を切 り込む。断面付近での規模は幅4,70m、 深さ0.66mで ある。堆積土層は灰黄

褐色砂質土層を主体 とする。出土遺物は土師器甕・皿、美濃天目茶碗、割 りもの、打製石斧 (338

～ 346・ M001。 M004・ S003)力 Sあ る。

SD013(図 版 11):第 3調査区と第 1調査区の交点に位置 し、南北に 「L」 字状に伸びる。断面付

近での規模は幅2.69m、 深さ0.26mで ある。堆積土層は褐灰色泥砂土層を主体とする。出土遺物

は須恵器蓋・杯、土師器皿・甕、珠洲陶製加工円盤、割 りもの、石棒、 (347～ 357・ M001・

M004・ S003)な どがある。

SD014(図 版 11):第 1調査区北側に位置し、南北に伸びる。SD023を切 り込み、SE002に 切 り

込まれる。断面付近での規模は幅1.45m、 深さ0.49mである。堆積土層は褐灰色泥砂土層を主体

とする。出土遺物は須恵器杯、土師器皿、土錘、珠洲捕鉢 (358～ 364)な どがある。

SD015(図 版 11):第2調査区中央に位置し、南北に伸びる。SE0031こ 切 り込まれる。断面付近
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での規模は幅 1.58m、 深さ0.52mで ある。堆積土層は灰黄褐色泥砂土層を主体とする。出土遺物

は須恵器・杯、土師器・甕、珠洲播鉢 (365～ 368)な どがある。

SD016(図版 11):第 1調査区と第4調査区の交点から北へ延びる。断面付近での規模は幅1.05m、

深さ0.24mである。堆積土層は灰黄褐色泥砂土層である。出土遺物は土師器皿 (369。 370)がある。

SD017(図版 11):第 1調査区南側を東西に伸び、SD001と 交わる。断面付近での規模は幅4.41m、

深さ0.42mである。堆積土層は黒褐色泥砂土層を主体とし、これに浅黄色細砂が混入する。出土

遺物は須恵器杯・甕、土師器甕・皿、土錘、石棒 (371～ 393・ 553・ S006)な どがある。

SD018(図版 11):第 2調査区中央に位置し、南北に伸びる。断面付近での規模は幅2,31m、 深さ

0.48mで ある。褐灰色砂粘質土層を主体 とする。出土遺物は須恵器杯 (395。 396)な どがある。

SD019(図版 11):第 2調査区中央に位置し、南北に伸びる。断面付近での規模は幅0.50m、 深さ

0.15mである。堆積土層は、黒褐色泥砂土層である。出土遺物は須恵器杯 (397)力 Sあ る。

SD020(図版 11):第 3調査区西側を南北に伸びる。堆積土層は黒褐色砂質土層を主体とする。断

面付近での規模は幅1.26m、 深さ0.36mである。出土遺物は土師器杯 (398)がある。

SD021(図 版 11):第 4調査区と第1調査区の交点南側に位置し、東西に伸びる。断面付近での規

模は幅 1,08m、 深さ0.46mで ある。上層は灰黄褐色泥砂土層、下層は褐灰色泥砂土層である。出

土遺物は須恵器壺 (399)が ある。

SD022(図 版 11):第 2調査区東側に位置し、南北に伸びる。断面付近での規模は幅2.35m以上、

深さ0.59mである。堆積土層は上層は褐灰色泥砂土層、下層は黄橙色砂質土層を主体とする。出

土遺物は須恵器蓋・杯・壺、土師器皿、珠洲情鉢、土錘、青磁皿 (400～ 410)がある。

SD023(図版 11):第 1調査区北側に位置し、東西に伸びる。SD014に 切 り込 まれ、調査区東端

でSD001と 交わる。断面付近での規模は幅1.23m以上、深さ0.46mである。堆積土層は黒褐色泥

砂土層を主体 とし、これに灰黄褐色細砂質土層が混 じる。出土遺物は須恵器壷、青磁碗 (4H～
413)がある。

SD024(図 版 11):第 4調査区中央を東西に伸び、東隣のSD012に切 り込 まれる。断面付近での

規模は幅0.60m、 深さ0.13mで ある。堆積土層は黒褐色砂質土層である。出土遺物は土師器皿 (414)

がある。

SD025(図版 11):第 2調査区東側に位置し、南北に伸びる。断面付近での規模は幅0.18m、 深さ

0,14mで ある。堆積土層は褐灰色泥砂土層である。出土遺物は瀬戸卸皿 (415)がある。

SD026(図 版11):第 1調査区南端を東西へ伸びる。断面付近での規模は幅0,68m、 深さ0,14mで

ある。堆積土層は灰黄褐色泥砂土層と灰黄褐色泥土層である。出土遺物は須恵器杯、土師器皿、土

錘 (416～ 423・ S014)んミある。

SD027(図版 11):第 4調査区中央を東西に伸び、東隣のSD012に切 り込 まれる。断面付近での

規模は幅0,74m、 深さ0,12mで ある。堆積土層は黒褐色泥砂土層である。出土遺物は土師器皿 (424)

がある。

SD028(図版11):第 3調査区西側を南北に伸びる。断面付近での規模は幅4.96m、 深さ0.82mで

ある。堆積土層は上層は黄褐色泥砂土層、下層は黄灰色泥土層を主体 とし、これに粗砂が混じる。

出土遺物は須恵器壺、土師器皿、瀬戸美濃天目茶碗 (425～ 428)な どがある。

SD029(図版11):第 1調査区と第3調査区の交点北側から、南東に伸びる。断面付近での規模は

幅0.26m、 深さ0.08mで ある。堆積土層は黒褐色泥砂土層である。出土遺物は須恵器杯 (429)

がある。
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第4節 遺物

米田大覚遺跡からは、主に古代 と中世を中心 とした時期の遺物が多数出上 している。出土遺物の

主体を占めるのは土器類である。土器類は遺物収納用 コンテナで約 10箱分の数量がある。土器の

種類 としては古代では土師器 と須恵器が過半を占め、 これに少量の黒色土器が認められる。中世以

降では土師器皿、珠洲が過半を占め、近世の越中瀬戸 も少量認められる。木製品では井戸から出土

した桟のほか下駄、漆器、柱材、割 りもの、押 しものなどがある。石製品では縄文時代の打製石斧、

石棒、叩き石、中世以降の板碑、五輸塔などがみられる。金属製品では鉄淳、花瓶が出土 した。以

下に遺構出上の遺物から順次記述 してい く。なお古代の土器類のうち出土量の多い須恵器の杯類に

ついては、記述の便宜をはかるため、底部が平底で高台のつかないものを杯A、 貼 り付けの高台を

有するものを杯Bと 呼称する。上師器の杯についても須恵器の杯と同様の分類を適用する。中世の

遺物では、最も出土量の多い中世土師器皿については森隆の分類・編年案 (資料 10。 11・ 12)を

準用 した。また珠洲については、吉岡康暢の分類・編年案 (資料 13)を参考とした。中国陶磁に

ついては、山本信夫の研究 (資料 14)を 参照した。

井戸出土遺物

SE001(図版12 001～ 021):001～ 003・ 007は 須恵器蓋である。001～ 003は 口縁端部

を短 く下方に屈曲、007は丸 く肥厚させる。002は 天丼部に回転ヘラ削 りを施す。004～ 006・

008。 009は須恵器杯Bである。004・ 006は底端部内側に扁平な角高台を貼 り付ける。体部は外

傾し、日縁端部は丸 くおさめる。004は 口径14,Ocm、 器高3.3cm、 006は 口径 12.2cm、 器高5。 lcm

の法量を有す。006は体部中位外面に2条の、底端部内面に1条の沈線を施す。005,009イま底端

部内側のやや外方に踏ん張る高台を、008は底端部に扁平な台断面形の高台を貼 り付ける。0101ま

須恵器横瓶である。口縁部は 「く」字状に屈曲して開き、端面は水平な面を有す。体部外面には

平行なタタキを施 し、内面には一定方向のカキロ状の工具ナデを施す。011～ 013は須恵器壺で

ある。011は 「ハ」字状に外方へ踏ん張る足高高台である。11.3cmの高台径を有す。012は底端

部に 「ハ」字状に外方へ踏ん張る足高高台を貼 り付ける。体部外面にカキロを施し、内面底部に灰

被 りがみられる。013は 口縁部が強 く外反し端面を有す。016は須恵器破片で器種は皿か。外面に

墨書があるが字義は不明である。014・ 015・ 017・ 018は土師器杯Aである。014,015に は回

転糸切 り痕が残る。体部が内湾気味に開き、口縁端部を丸 くおさめる。014は 口径11.6cm、 器高

3.8cm、 015は 口径 12.Ocm、 器高4,lcmの法量を有す。015は底部から体部下位の内面に赤彩を

施す。017～ 019は平坦な底部から外反気味に開 く。020。 021は土師器甕で球状ないしそれに

近い体部が想定される。020の 口縁部は受け口状に立ち上げ、端部は内側に肥厚させる。021の 口

縁部は逆 「ハ」字状に開き端部は外側に肥厚させて丸 くおさめる。

SE002(図版12 022～ 049 図版24 S007):022・ 023は須恵器杯Aである。2点 とも体部が

外傾し口縁端部を丸 くおさめる。022は 口径12.3cm、 器高3.5cm、 023は 口径 13.Ocm、 器高3.7cm

の法量を有す。024。 025も 須恵器杯で口縁端部は丸 くおさめる。024は緩やかな 「S」 字状に屈

曲する。025は 口縁部外面に沈線を施す。026～ 029は須恵器杯Bである。026・ 029は角高台を、

027・ 028は扁平な高台を貼 り付ける。027は体部を内湾気味に立ち上げ、028は体部は直線的に

立ち上げて口縁端部は丸 くおさめる。028は 口径 H.5cm、 器高3.6cmの法量を有す。030,031
は土師器杯Bで、断面が逆三角形の高台を有す。032～ 035は上師器杯で、体部が大きく外傾 し口

縁端部を丸 くおさめるものが多い。036～ 040は杯Aで、底部外面に回転糸切 り痕が残る。036は

口径 13.4cm、 器高4.lcm、 037は 口径 14.4cm、 器高4.2cm、 038は 口径 15。 8cm、 器高4.7cmの
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法量を有す。049は土師器甕である。口縁部は逆 「ハ」字状に開き、端部は内側に折 り返す。外面

に指圧痕が残る。046～ 048は いずれも樽形の上師質土錘である。046は長さ5,Ocm、 047は長

さ5。 8cm、 最大径3.Ocm、 最大孔径 1.9cm、 重さ72.Ogの 法量を有す。また体部には穿孔がある。

SE003(図版22 M006～ 009 図版23 M010～ 012):M006～ 009は、井戸枠に使用され

た横桟の部材である。井戸の底部に接して 「井」字状に組まれた状態で残存していた。桟に使われ

た板は、長さ65～ 67cm、 断面は一辺3.2cm前後の角状を呈するもの (M006・ 007)と 、5cm× 3

cmの長方形を呈するもの (M008。 009)力 Sあ る。前者は両側の端が浅 く削り込まれ凸状を呈する。

後者は両側の端面に凹状の挟 り込みを入れ凸部をここに差し込み固定する。井戸内からはこの他に

も板状部材 (M010・ 012)力 S出上している。いずれも井戸枠の桟に用いられた部材と考えられる。

大型土坑出土遺物

SX001(図版13 050～ 081 図版21 M005):050～ 054は 須恵器蓋である。050～ 053

はいずれも天丼部に回転ヘラ削 りを施す。050,051は 口縁端部を短 く下方に屈曲させる。052・

053は 口縁端部を丸 く内側に折 り込む。054は扁平な宝珠状のつまみを有す。055～ 057は須恵器

杯Aである。いずれも平坦な底部から体部が外傾する。060は須恵器の器種不明破片で、漆による

接合痕を有す。061は弥生土器高杯の破片である。口縁部が外反気味に開き、端部を細 く仕上げる。

077は須恵器壺である。肩部から「く」字状に頸部が立ち上がる。外面には平行のタタキロが、内

面には当具痕が残る。外面と頸部内面に灰被 りがみられる。058・ 062・ 075は土師器甕の口縁部

破片である。058は 口縁部から外方に角張つた後に外反し、端部は丸 くおさめる。内面には横方向

のヘラ磨きを施している。062は 口縁端部を外側に折 り返し肥厚させる。075は 口縁端部を外側に

屈曲させ、沈線を施す。059・ 069は土師器杯である。体部が内湾気味に開き、口縁端部を丸 くお

さめる。内外面に赤彩を施す。066～ 071は土師器小皿である。066・ 067は森分類のBl類に該当

する。066は後 H期、067は後 I～ H期に比定される (以下土師器皿の分類と時期は全て森論文に

準拠する)。 丸底ないしは丸底気味の底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でな

い。日縁部は短 く内湾した後、端部を鋭 く仕上げる。068は C5類後 I～ H期 に該当する。日縁端部

は鋭 くつまみあげるように仕上げる。069～ 071はZ4類でⅨ期に該当する。体部と底部の境界は

不明瞭で口縁部は外反し、端部を鋭 く仕上げる。071は 口径9.4cm、 1.8cmの法量を有す。063。

064は瀬戸美濃天目茶碗の破片である。065は越前情鉢である。口縁部は直線的に外傾し、端面は

ほぼ水平である。072・ 073は瀬戸美濃灰釉皿である。2点 とも薄緑色に発色している。断面が逆

三角形の高台を有す。074は青磁の碗である。底端部で打ち欠いてお り、二次使用したと考えられ

る。076は珠洲壺である。肩部のみであるが、一応吉岡編年Ⅲ～Ⅳ期に比定しておく。078・ 079・

081は珠洲播鉢である。078・ 079イよ底部付近のみなので型式的特徴を把握し難いが、Ⅲ～Ⅳ期に

比定してお く。スリロは078が 7条一単位、079が 8条一単位である。081は 口縁部の外端は張 り出

さず、内端側が突き出る形態で、端面は内傾する。端面に波状文を施す。スリロは6条一単位である。

080は珠洲甕の体部破片を二次転用して、円盤状の形態に細かく周囲を打ち欠いたものである。長

径は6.4cmである。082は 陶製加工円盤である。今回の調査では、同様のものが5点見つかつている。

用途は不明だが子供の遊技具の一種とも考えられる。重さは18.8go M005は 下駄である。いわゆ

る連歯下駄で、台の平面形は小判型を呈する。台に残る使用痕跡から右足用と考えられる。幅11.2

cm、 長さ20.l cm、 歯を含む高さ5。 lcmの法量を有す。前壺は前歯の前方に、横緒穴は後歯の前方両

脇に穿孔する。歯の残 りは比較的よく、使用に伴うす り減 りもあまりみられない。
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土坑出土遺物

SK001(図版13 083):083は 土師器杯である。回転糸切 り痕が残る底部から体部が大きく外傾

する。

SK002(図版 13 084・ 085):084・ 085は土師器皿で、Bl類で後 I～ H期 に該当する。丸底

の底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でない。口縁部は短 く内湾した後、端

部を鋭 く仕上げる。084は 口径7.2cm、 器高 1.8cm、 085は 口径9,5cm、 器高2.Ocmの法量を有す。

SK003(図版13 086～ 088):086は須恵器杯Bである。底端部内側に 「ハ」字状に開く高台を

貼 り付ける。087は土師器杯Aで ある。平坦な底部から体部が外傾する。回転糸切 り痕は摩滅して

確認しにくい。088は灰釉皿である。浅 く開き端部は丸 くおさめる。

SK004(図版13 089～ 102):089は 須恵器杯Bで ある。底端部内側に断面台形の扁平な高台を

貼 り付ける。090は土師器杯Aの底部破片である。いずれも回転糸切 り痕が残る。092は 土師器杯

である。体部は内湾気味に立ち上げ、口縁端部は丸 くおさめる。091・ 093・ 094は土師器甕の底

部である。094は 外面に手持ちヘラ削 りを施す。095は須恵器壺である。口縁部が大きく外湾し瑞

面を有する。096～ 099は土師器甕である。096は 口縁端部が下方にやや垂下し、097は 口縁部が

「く」字状に開き、端面を有す。098は 口縁端部を肥厚させ、099は 口縁端部を上方に短 く屈曲させる。

100は樽型の上師質土錘である。長さ5.5cm、 最大径3.2cm、 孔径 1,2cm、 重さ48.08の法量を有す。

101は青磁碗である。口縁部が外反する。102は珠洲橋鉢である。V期に比定される。鋭 く外端が

突き出る口縁部で、端面はわずかに内傾する。端面には波状文を施す。スリロは7条一単位である。

SK005(図版13 103):103は 須恵器杯Bで ある。底端部内側に断面が台形の高台を貼 り付け、

体部は直線的に外傾する。外面には灰を被る。

SK006(図版13 108～ 115):108・ 109は土師器杯Aで ある。平坦な底部から体部を内湾気

味に立ち上げ、国縁瑞部を丸 くおさめる。口径 10,Ocm、 器高2.9cmの 法量を有す。 110は須恵器

杯Bで ある。底端部内側に断面台形の高台を貼 り付け、体部を直線的に立ち上げ、口縁瑞部は丸 く

おさめる。111は須恵器壺である。日縁部を外反させながら立ち上げ、内傾する端面を有す。H2
～ 115は土師器皿である。いずれ もBl類 に該当する。112は後 H期、 113は前Ⅸ～後 I期、114

は前Ⅶ～Ⅷ期、 115は後Ш期に比定する。114は 口径9.Ocm、 器高2.lcmの法量を有す。

SK007(図版13 116～ 118):116は須恵器甕の口縁部破片である。外反して開き、端部は嘴

状を呈す。外面には三角文ないし粗雑な波状文が施されている。 117は須恵器杯Aで ある。平坦な

底部から体部が外傾し、口縁瑞部は丸 くおさめる。口径12.5cm、 器高3,6cmの法量を有す。118

は須恵器杯Bである。底端部内側に外方に踏ん張る扁平な高台を貼 り付け、体部は直線的に立ち上

げ、口縁端部は丸 くおさめる。口径 11.4cm、 器高3.2cmの法量を有す。

SK008(図版14 119。 120):119は須恵器蓋である。高さのある天丼部が緩やかに開き、口縁

端部を下方に屈曲させる。天丼部の2/31こ 回転ヘラ削 りを施す。 120は 土師器皿である。醸 で前

Ⅷ期に該当する。回転糸切 り痕から分かるように回転台成形している。平坦な底部から外反気味に

体部が開き、口縁部は丸 くおさめる。日径7.2cm、 器高1.8cmの 法量を有す。

SK009(図版14 121)1121は 土師器杯Bである。回転糸切 り痕が残る底部に外方に踏ん張る逆三

角形の高台を貼 り付ける。内面に赤彩を施す。

SK010(図版14 122):122は 須恵器杯Bである。底端部に外方に踏ん張る扁平な高台を貼 り付

け、体部は直線的に立ち上げる。

SK011(図版14 123):123は 須恵器杯Aで ある。平坦な底部から体部が直線的に立ち上が り、
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端部は丸 くおさめる。外面には重ね焼 きによる色むらがある。口径 13.6cm、 器高3.8cmの法量を

有す。

SK012(図版 14 124・ 125 図版23 M016):124は須恵器蓋である。回転ヘラ削 りが施され

た扁平な天丼部から緩やかに開き、口縁瑞部は下方に屈曲させる。 125は須恵器杯Bである。底端

部内側に外方に踏ん張る高台を貼 り付ける。M016は 弓状木製品である。木の棒を半裁 して弓状に

折 り曲げ半円状を呈する。両端は角状に削 り出しておさめる。開口部の幅55cm、 半円部の径32.2cm、

半裁 した断面の厚みは6.5cm前 後を有す。箕やタモなどの軸木に使われた部材 と考えられる。

SK013(図版14 126)1126は 土師器皿である。Bl類で後 H期 に該当する。丸底の底部から体

部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でない。口縁部は短 く内湾した後、端部を鋭 く仕上

げる。口径8,8cm、 器高2.3cmの法量を有す。

SK014(図版 14 127・ 128):127は 土師器甕である。口縁部は緩やかな「く」字状に屈曲して開き、

端面は内側に屈曲させるように肥厚させる。128は須恵器杯Bで、底端部に扁平な高台を貼 り付ける。

SK015(図版14 129):129イ ま土師器皿である。Bl類で後Ⅲ期に該当する。丸底気味の底部か

ら体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でない。口縁部は短 く内湾した後端部を鋭 く仕

上げる。

SK016(図版14 130～ 133)1130～ 132は土師器皿である。いずれ もBl類である。丸底の

底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でない。口縁部は短 く内湾した後、鋭 く

仕上げる。130は前Ⅷ～V期、131・ 132は後 I～ H期に該当する。 130は 口径8,8cm、 器高1.5cm

の法量を有す。133は珠洲情鉢である。Ⅵ期に比定される。粘土紐の単位が強 く残つており、外面

には指頭痕が残っている。スリロは6条一単位である。

SK017(図 版14 134):134は 土師器皿である。Bl類 で前Ⅸ～後 I期 に該当する。丸底の底

部から体部が屈曲して開くが、底部 と体部の境界は明確でない。口縁端部を鋭 く仕上げる。口径

7.4cm、 器高 1.8cmの法量を有す。

SK018(図版14 135):135は 土師器皿である。Z5類で後 I～ H期 に該当する。底部はやや扁

平な丸底で、体部との境界は明確でない。体部は緩やかに内湾して開き、口縁部は短 く強く外反さ

せる。口縁端部は丸 くおさめる。口径10,4cm、 器高2.2cmの法量を有す。

SK019(図 版14 136)i136は 須恵器蓋である。扁平な天丼部から緩やかな 「S」 字状に開き、

口縁端部を短 く内側に折 り込む。

SK020(図版 14 137・ 138):137は土師器杯Aである。回転糸切 り痕が残る。平坦な底部から、

底端部で屈曲しながら体部が開く。

138は土師器皿である。Bl類で前Ⅷ期に該当する。底部と体部の境界は不明確で、口縁端部を鋭

く仕上げる。口径9.6cm、 器高 1.8cmの 法量を有す。

SK021(図版14 139):139は 土師器皿である。Bl類前Ⅸ期に該当する。丸底の底部から体部

が屈曲して開くが、底部と体部の境界は不明確で、口縁端部を鋭 く仕上げる。

SK022(図版14 140):140は 土師器皿である。Bl類で後Ⅲ期に該当する。丸底気味の底部か

ら体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は不明確で、口縁端部を鋭 く仕上げる。口径9.5cm、

器高2.2cmの法量を有す。

SK023(図版14 141):141は 土師器甕である。口縁部が 「S」 字状に開き、口縁端部は短 く内

側に折 り込む。

SK024(図版14 142)1142は 珠洲播鉢である。V期 に比定される。口縁端部直下で折 り曲げる
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ように屈曲させ、「く」の字状に短 く外反させるようにして三角頭を作 り出すもので、口縁の端面

は内傾する。内面は摩滅しており、スリロ単位は不明である。

SK025(図版 14 143,144):143は 土師器杯Aで ある。回転糸切 り痕が残る平坦な高台から底

端部で屈曲し、体部が内湾気味に開く。 144は須恵器杯Bで ある。底端部内側に角状の高台を貼 り

付ける。

SK026(図 版14 145):145は 土師器皿である。平底気味の底部から体部がゆるやかに開 く

が、底部 と体部の境界は明確でない。口縁部は短 く強 く外反させ、端部は鋭 く仕上げる。口径

10.Ocm、 器高 1.5cmの 法量を有す。

SK027(図版14 146～ 149・ 549):146～ 148は 土 師器皿、 149は 陶器椀で あ る。146。

148は Bl類で後 H期 に該当する。丸底の底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明

確でない。端部を鋭 く仕上げる。146は 口径8,Ocm、 器高2.Ocm、 148は 口径8,6cm、 器高2.9cm

の法量を有す。 147はZ8類 で後 I～ H期 に該当する。口縁部は外反 し、端部を鋭 く仕上 げる。

549は碗形のるつば状土製品である。内面に固形化したタール状の付着物がみられる。

SK028(図版14 150):150は 土師器皿である。C6類で後 I期 に該当する。体部から口縁部に

かけて 「S」 字状に屈曲する。口縁端部は軽 くつまみあげ鋭 く仕上げる。いわゆる 「へそ皿」の模

倣と考えられる器形。但し、成形手法は手捏ねではなく、回転台成形である点が大きな特徴である。

SK029(図版 14 151):151は 土師器皿である。C5類で後 I～ H期 に該当する。器高は低 く扁

平で、丸底気味の底部から体部が大きく開く。口縁端部は鋭 くつまみあげるように仕上げる。口径

9.7cm、 器高2.2cmの法量を有す。

SK030(図版 14 152・ 153):152・ 153は土師器皿である。 152はC3類で後 I期に該当し、体

部が斜外方へ大 きく開き、口縁部は端部に向かい鋭 く仕上げる。153はDl類で後 H～Ⅲ期に該当

する。底端で強 く折 り曲げ体部から口縁部にかけて「S」 字状に屈曲する。端部は丸 くつ まみあげる。

SK031(図版14 154):154は 樽型の上師質土錘である。長さ5,5cm以外の法量は不明である。

SK032(図版14 155):155は 土師器皿である。Z4類で後 I期 に該当する。口縁部を強 く外反

させ端部は細 く仕上げる。

SK033(図版14 156):156は樽型の土師質土錘である。長さ5。 7cm、 最大径4.6cm、 孔径 1.4cm、

重さ116.3gの法量を有す。

SK034(図版 14 157):157は 須恵器蓋である。天丼部は平坦で口縁端部は短 く下方に屈曲させ る。

SK035(図版14 158):龍 泉窯系青磁碗 (山 本分類 Hb類 )である。外面に蓮弁文を有す。

SK036(図 版14 159～ 161):159～ 161は土師器皿である。いずれもBl類で後 I～ I期に

該当する。体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は不明確で口縁端部を鋭 く仕上げる。

SK037(図版14 162～ 164):162は 土師器皿である。Z4類で後 I～ H期に該当する。口縁部

を外反させ端部は細 く仕上げる。163は回転糸切 り痕が残る土師器杯Aである。底部外面以外に赤

彩を施している。 164は土師器甕である。日縁部は 「S」 字状に開き、口縁端部は短 く内側に内湾

させる。

SK038(図版14 165～ 168):165～ 168は土師器皿である。165はBl類で後Ⅲ～Ⅳ期に該当す

る。口縁端部を鋭 く仕上げる。166イまZ4類で前Ⅸ期に該当する。口縁部を強 く外反させ端部は細 く

仕上げる。167。 168は Z8類で後 H期に該当する。体部と底部の境界は不明確で、口縁部は外反し

端部を鋭 く仕上げる。

SK039(図版 14 169・ 170):169。 170は土師器皿である。2点 ともBl類で後Ⅲ期に該当す る。
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丸底気味の底部から体部が屈曲して開 くが、底部 と体部の境界は明確でない。口縁部は短 く内湾 し

た後、端部を鋭 く仕上げる。 169は 口径9.Ocm、 器高2.Ocmの法量を有す。

SK040(図版 14 171・ 172)1171は須恵器杯Bで ある。底端部内側に断面が台形の高台を貼 り

付け、体部は直線的に立ち上がる。 172は土師器皿である。Bl類で後 I期 に該当する。丸底の底

部から体部が屈曲して開き、口縁端部を鋭 く仕上げる。口径7.6cm、 器高2.lcmの法量を有す。

SK041(図 版14 173)1173は珠渉H情鉢である。内面は摩滅 してスリロは確認できない。底部の

みで判断しにくいが、吉岡康暢編年のⅢ～Ⅳ期に比定したい。

SK042(図版14 174・ 175):174は須恵器杯Bで ある。底端部内側に角状の高台を貼 り付け、

体部は直線的に外傾する。 175は土師質の用途不明土製品で、内面には板状ヘラ削りを施す。本調

査地では同様のものがもう1点見つかつている。

SK043(図版14 176):176は土師器皿である。Bl類で後 I期 に該当する。丸底の底部から体

部が屈曲して開くが、底部 と体部の境界は明確でない。端部を鋭 く仕上げる。

SK044(図版14 177～ 179):177～ 179は土師器皿である。177はZ4類で後 I期に該当する

大皿である。口縁部は外反気味に開き、端部を細 く仕上げる。外面に1条の沈線のようなものを巡

らす。178。 179は C5類後 I期に該当する。丸底の底部から体部・口縁部にかけて 「S」 字状に屈

曲し、口縁端部は鋭 くつまみあげるように仕上げる。

SK045(図版14 180):180は 須恵器壺である。底端部に嘴状の高台を貼 り付ける。内面には斜

め方向の手持ちヘラ削 りを施す。

SK046(図版14 181):181は 須恵器蓋である。口縁瑞部を短 く内側に折 り込む。天丼部外面に

墨書があるが、字義は不明である。

SK047(図版14 182 図版 15 183・ 184):182は樽型の土師質土錘である。長さ5.lcm、 最

大径4.7cm、 重さ107.68の法量を有す。183は珠洲捕鉢である。Ⅵ期に比定される。口縁部の端

面は内傾 し、波状文を施す。 184は珠洲甕である。外面にはタタキを施し、内面には当具痕が残る。

SK048(図版15 185):185は 土師器皿である。Bl類で後 I期～H期 に該当する。体部が屈曲

して開くが、底部と体部の境界は明確でない。口縁端部を鋭 く仕上げる。

SK049(図 版15 186～ 189 図版21 M003):186～ 189は 土師器皿である。186はBl類

で前Ⅸ期に該当する。底部と体部の境界は不明確で、端部を鋭 く仕上げる。口径7.2cm、 器高1,7cm

の法量を有す。187～ 189イよいずれもC5類で後 I～ Ⅲ期に該当する。器高は低 く扁平で、丸底気

味の底部から体部・口縁部にかけて 「S」 字状に屈曲し、口縁端部は鋭 くつまみあげるように仕上

げる。 187は 口径7.6cm、 器高2.7cm、 188は 口径7.6cm、 器高 1.7cmの法量を有す。M003は箸

状木製品で一端が折損している。

SK050(図版15 190～ 192 図版24 S004):190は須恵器杯Aである。平坦な底部から体部が

外傾し、口縁端部は丸 くおさめる。口径 12.Ocm、 器高4,7cmの法量を有す。191は珠洲播鉢である。

内面は摩滅してスリロが消えかけている。底部のみで判断しにくいが、Ⅵ～Ⅶ期に比定しておく。

192は青磁碗である。底部内面に線刻文様を有す。S004は縄文時代の石棒の破片である。

SK051(図版15 193):193は 須恵器杯Bである。底端部内側に角状の高台を貼 り付ける。

SK052(図版 15 194。 195):194は須恵器杯Aである。体部は直線的に外斜し、口縁端部は丸

くおさめる。195は珠洲鉢である。平坦な底部から底端部で屈曲して、体部が内湾気味に立ち上が

る。Ⅲ～Ⅳ期に比定される。

SK053(図版15 196～ 198):196は須恵器蓋である。高さのある天丼部から、緩やかに開き
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口縁端部は短 く内側に折 り込む。低位上部には回転ヘラ削 りを施す。 197は須恵器壷の口縁部破

片である。口縁端部外面に1条の突帯を付 し、下に1条の沈線を施 し、その間に波状文を巡らす。

198は龍泉窯系青磁碗の体部破片である。器壁が下では厚みがあるが、口縁部に向かうにつれ薄く

なっている。

SK054(図版15 199):199は 土師器杯Aである。Z4類で後 I期に該当する。底部と体部の境界

が不明確で、口縁部は外反し端部は鋭 く仕上げる。

SK055(図 版15 200):200は珠洲播鉢である。V期に比定される。口縁部の外瑞は張 り出さず、

逆に内端側が突き出る形態で、幅の広い端面は内傾する。

SK056(図 版15 201・ 202):201は 土師器皿である。Bl類で前Ⅸ期に該当する。丸底の底部か

ら体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は不明確で端部を鋭 く仕上げる。202は土師器皿である。

Z8類で後 I～ H期 に該当する。体部と底部の境界は不明確で口縁部は外反し、端部を鋭 く仕上げる。

SK057(図版15 203):203は珠洲橋鉢である。Ⅳ期に比定される。単純方頭の口縁部を有する。

SK058(図版15 204・ 205):204・ 205は土師器皿である。204は C3類で後 I期 に該当する。狭

い丸底基調の底部と体部を有するが、器高が低 く扁平である。口縁部も浅 く斜外方へ開き端部に向か

い鋭 く仕上げる。205はBl類で前Ⅸ～後 I期に該当する。底部と体部の境界は不明確で端部を細く仕

上げる。

SK059(図版15 206):206は 土師器皿である。C3類で後 I期 に該当する。口縁部は端部に向

かい鋭 く仕上げる。

SK060(図版15 207):207は 土師器皿である。C6類で後 I期 に該当する。体部・口縁部にか

けて 「S」 字状に屈曲する。口縁端部は軽 くつまみあげ鋭 く仕上げる。

SK061(図版15 208・ 209):208は 樽型の土師質土錘である。長さ7.3cm、 最大径4.4cm、 孔

径 1.2cm、 重さ93.5gの法量を有す。209は土師器皿である。Bl類で後 I期に該当する。丸底の

底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でない。口縁部は短 く内湾した後、端部

を鋭 く仕上げる。口径8.Ocm、 器高 1,7cmの法量を有す。

SK062(図版15 210～ 213):210～ 213は土師器皿である。210はB3類で前Ⅶ～Ⅷ期に該当

する。丸底気味の扁平な底部から口縁部が外傾気味に短 く直線的に開く。端部は鋭 く仕上げる。口

径8.Ocm、 器高 1.7cmの法量を有す。211はBl類で前Ⅷ～Ⅸ期に該当する。底部と体部の境界は

不明確で口縁部は短 く内湾 した後、端部を鋭 く仕上げる。212はS8類で後 I期 に該当する。回転

糸切 り痕から回転台成形であることが分かる。体部が大きく外傾して開き、口縁部は外反させる。

口径7.4cm、 器高1,7cmの 法量を有す。2131ま S9類で後 I期 に該当する皿である。口縁部が外反

して開き、端部は細 く仕上げる。

SK063(図版15 214):214は 土師器皿である。Bl類で後 I期 に該当する。丸底の底部から体

部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でない。日縁部は短 く内湾した後、端部を鋭 く仕上

げる。

SK064(図版15 551):551は 須恵器杯Bで ある。底端部内側に断面が台形の高台を貼 り付け、

体部を直線的に立ち上げる。

SK065(図版15 552):552は 赤彩土師器杯Aの底部破片で、回転糸切 り痕が残る。

SK066(図版21 K001):K001は 青銅製花瓶である。俵型の胴部にラッパ型に口縁部が開 く頸

部と、二条の凸線を頭頂に巡らした釣 り鍾型の脚部が付 く。実測図上では完存するものの、胴部と

脚部との境界付近で折損してお り二つに分かれた状態で出土している。口径 12.8cm、 器高21.7cm、
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底部径8,8cmの法量を有す。中央の小振 りな胴部は上下に凸線で区画されるが、雷文などの装飾文

様は施されていない。脚部内面の上方に厚さ約 lalllの板の仕切 りがある。この板の底部側に仏像の

一部と考えられる線刻がみられ、なんらかの本製装飾物の転用と考えられる。またこの部分に墨書

による文字とおばしき滲みがみられる。梵字の可能性もあるが、よく判読できない状態である。

SK067(図 版24 S001):S001は 縄文時代の打製石斧である。折損部 もな く、ほぼ完存する。

短冊形を呈し、背面側に大きく自然面が残る。幅7.2cm、 長さ11.8cm、 厚さ2.lcmの法量を有す。

SK068(図版24 S013)iS013は 五輪塔の一番下の「地」の部分と考えられる加工石製品である。

SK069(図版24 S005):S005は縄文時代の石棒と思われるが、一端が折損 している。断面の

形状は楕円形で、長径5.Ocm、 短径3.8cmの法量を有す。

柱穴出土遺物

SP001(図版15 215):215は 土師器皿である。Z9類で後 H期 に該当する。器壁はゃゃ厚めで、

幅広の口縁部が強 く外反し、口縁端部は鋭 く仕上げる。形態は、いわゆる 「へそ皿」の二次的模倣

と考えられるが、口縁端部の 「S」 字状屈曲はみられない。

SP002(図版15 216):216は 土師器甕の口縁部破片である。口縁部は 「S」 字状に開き、端面

を有する。内面にカキロを施す。

SP003(図版15 217 図版23 M013):217は須恵器甕である。口縁部は 「く」字状に屈曲し

外方に立ち上が り、口縁端部は内側に少し肥厚 し端面を有す。M013は折敷の底板破片である。

SP004(図版15 218):218は 土師器皿である。Bl類で後 H期 に該当する。底部と体部の境界

は不明確で口縁部は短 く内湾した後、端部を細 く仕上げる。

SP005(図版23 M014):M014は 柱材と考えられる部材で、残存径7cm前後を数える。

溝出土遺物

SD001(図 版15 219～ 234 図版16 235～ 241):219。 220は 須恵器蓋の破片である。

219は扁平な宝珠状のつまみを有す。220は天丼部に回転ヘラ削りを施し、口縁端部は内側に肥厚

させる。221・ 224～ 226は須恵器杯Bで ある。221は底端部内側に角高台を貼 り付け、体部は内

湾気味に立ち上げる。224・ 225は底端部に扁平な角高台を、226は底端部内側に高さのある高台

を貼 り付ける。222は須恵器杯である。体部が外傾し、口縁端部は丸 くおさめる。223は須恵器の取つ

手である。穿孔を開け、外面には指圧痕が残る。227～ 229・ 239は土師器杯Aで ある。228・

229は 回転糸切 り痕が残る。229に は体部外面に赤彩が施されている。230。 233・ 234は珠洲橋

鉢である。230はⅥ期に比定される。口縁部の端面は内傾し、波状文を施す。233・ 234は V期に

比定される。鋭 く外端が突き出る口縁部で端面は内傾し、波状文を施す。ス リロは、233は 10条

一単位で、234は 8条一単位である。231は珠洲片口鉢で H期に比定される。口縁部は内湾 し単純

方頭である。232は唐津播鉢である。口縁端部を玉縁状に外方に折 り返す。235～ 238・ 242は

土師器皿である。235～ 238はBl類 に該当する。丸底ないし丸底気味の底部から体部が屈曲して

開くが、底部と体部の境界は不明確で口縁部は短 く内湾した後、端部を鋭 く仕上げる。235は前Ⅶ期、

236は前Ⅸ期、237は前Ⅸ～後 I期、238は後 H期に比定される。235は 口径7.5cm、 器高 1,lcm、

236は 口径8,Ocm、 器高 1.5cm、 237は 口径8,4cm、 器高1.7cmの 法量を有す。239はS8類で後

I期 に該当する。平坦な底部から体部が外反 して開き、口縁部は内湾させる。口径9,2cm、 器高

2.4cmの 法量を有す。240は龍泉窯系青磁碗の体部破片である。241は越中瀬戸灰釉皿である。オ

リーブ黄色から茶褐色に発色している。切 り出し高台から体部が大きく外傾している。底部外面に

墨書があるが字義は不明である。
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SD002(図 版16 242～ 244):242は 土師器皿である。Z8類で後 H期 に該当する。扁平で端部

を外反させ鋭 く仕上げる。243・ 244は珠洲情鉢の破片である。243は Ⅳ～Ⅵ期と比定される。5

条一単位である。244は V期 と比定される。口縁部の外端は張 り出さず、内端側が突き出る形態で、

幅の広い端面は内傾する。端面には波状文を施す。

SD003(図版16 245～ 255):245は 須恵器蓋である。 口縁端部は短 く下方に屈曲させ る。

246は土師器皿で、247は杯である。2点 ともBl類で後 I～ H期 に該当する。246は端部を鋭 く仕

上げ、247は丸 くおさめる。248は須恵器杯である。口縁端部を丸 くおさめる。249は須恵器壷で

ある。底部は平坦で、外面には横方向の手持ちヘラ削 りを施す。250は土師器杯Aである。Z4類で

前Ⅶ～Ⅷ期に該当する。平底の底部から体部が屈曲して開 くが、体部 と底部の境界は不明確で口

縁部は外反する。口径 14,4cm、 器高2.5cmの法量を有す。251は樽型の土師質土錘である。長さ

5,7cm、 最大径4.5cm、 孔径 1,6cm、 重さ105。 88の法量を有す。252は青磁皿である。253は 青

磁瓶である。底端部に高台を有す。254・ 255は越前情鉢である。体部から口縁部が直線的に開き、

254は端部をつまむように、255は方頭にする。255はス リロが12条一単位である。

SD004(図 版16 256・ 257):256は 回転糸切 り痕が残る土師器杯Aで ある。257は須恵器杯B
である。底瑞部内側に高さのある高台を貼 り付け、体部は外傾し、口縁端部は丸 くおさめる。

SD005(図版16 258～ 263 図版24 S008～ S012):258・ 259イよ土師器皿である。2点 と

もBl類で前Ⅸ～後 I期 に該当する。丸底の底部から体部が屈曲して開 くが、底部と体部の境界は

不明確で、口縁部は短 く内湾した後、端部を鋭 く仕上げる。258は 口径7.4cm、 器高 1,2cm、 259

は口径8.2cm、 器高 1.6cmの 法量を有す。260は土師器皿である。Z4類で後 I～ H期に該当する。

体部と底部の境界は不明確で口縁部は外反し、端部を鋭 く仕上げる。口径 13.8cm、 器高2.lcmの

法量を有す。261・ 262は青磁の碗である。261は外面に線刻文様を有す。262は龍泉窯系青磁 H

b類碗である。外面に蓮弁文を底部内面中央にはスタンプによる花文を有す。263は珠洲甕である。

肥厚させた円頭口縁部の下端がやや垂れ下がる。Ⅳ期に比定される。S008は 小型で携帯用の鎌砥

石の類であろう。S009～ 012は板碑の破片である。梵字を刻むものの風化が激しく字義は不明。

S014は五輪塔の 「地」の一部と推定される。

SD006(図 版16 264。 265。 550):264は 土師器皿である。Z4類 で前Ⅶ～WIll期 に該当す る。

平底の底部から体部が屈曲して開 くが、体部 と底部の境界は不明確で口縁部は外反する。口径

13.8cm、 器高2.5cmの 法量を有す。265は越前捕鉢である。ス リロは9条一単位である。550は

瀬戸美濃鉄釉天目茶碗である。削 りだし高台を有す。

SD007(図 版17 266～ 300 図版23 M015)1267・ 268は須恵器蓋でいずれも天丼部に回

転ヘラ削 りを施す。267は 口縁端部を肥厚させ、268は 口縁端部を下方に屈曲させる。276‐ 277

は須恵器杯Aである。277は体部が直線的に外傾し、口縁端部は細 く仕上げる。284～ 286は 須恵

器杯Bである。いずれも底端部に扁平な角状の高台を貼 り付ける。286は体部が直線的に立ち上が

り口縁端部を丸 くおさめる。293は須恵器横瓶の口縁部破片である。口縁部は 「く」字状に屈曲し

て立ち上がり、口縁端部は嘴状を呈し、沈線を施す。294は土師器甕の口縁部破片である。向側に

肥厚させ端面を有す。また内面にカキロを施す。266・ 269～ 275・ 278～ 283・ 289は上師器

皿である。266。 279・ 280。 282・ 289はZ4類 に該当する。体部と底部の境界は不明確で口縁部

は外反し、端部を細 く仕上げる。266・ 282・ 289は前Ⅶ～WIll期、279。 280は前Ⅶ期に比定され る。

266は 口径 13.6cm、 器高2.5cm、 の法量を有す。269・ 270は Z3類前6期 に該当する。体部が斜

外方へ開き、口縁部は短 く「S」 字状に屈曲させる。この 「S」 字状口縁がZ3類の大きな特徴であ
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る。271はB4類で前Ⅵ期に該当する。扁平な底部から、口縁部を短 くつ まむように内側に屈曲さ

せ、口縁端部は丸 くおさめる。口径7.6cm、 器高 1.2cmの法量を有す。272～ 275はBl類 に該当

する。底部 と体部は不明確で、口縁部は短 く内湾 した後、端部を鋭 く仕上 tデ る。272・ 273は後 I

～H期、274は前Ⅶ期、275は前Ⅶ～Ⅷ期に比定される。278,279は Z3類に該当する。278は前

Ⅵ期、279は前Ⅶ期に比定される。283はAl類で前Ⅶ期に該当する。平底気味の底部か ら、体部

が外傾気味に深 く立ち上が り、口縁部は軽 く内湾する。281は鉄釉皿である。体部下位には回転へ

ラ削 りを施す。287は越中瀬戸鉄釉皿である。底部内面に2条の沈線を有す。288は瓦質土器風炉

の脚部である。290は珠洲甕である。291・ 292は土師器高邦の脚部破片である。295は龍泉窯系

青磁の破片で、外面には型抜 きした文様を貼 り付けしている。296は用途不明の土師質土製品であ

る。形状から硯の可能性がある。297は珠渉W壺の体部下位である。外面には綾杉文状のタタキロが、

内面には当具痕 と縦方向のなでが残る。Ⅲ～Ⅳ期に比定される。298は珠洲矯鉢で、Ⅵ期に比定さ

れる。ス リロは9条一単位である。299。 3001ま珠洲甕である。肥厚させた円頭口縁部の下端がや

や垂れ下がる。外面には横方向のタタキロが、内面には当具痕が残る。Ⅳ期に比定される。

SD003(図版17 301～ 312)i301は須恵器蓋である。回転ヘラ削 りを施した扁平な天丼部から

緩やかに開き、口縁端部はわずかに内側に折 り込む。302・ 303は須恵器杯Bで ある。302は 底端

部内側に外方に踏ん張る高台を貼 り付ける。303は底端部内側に角状の高台を貼 り付け、体部には

回転ヘラ削 りを施す。304は須恵器杯Aである。体部は直線的に外傾し、口縁端部は丸くおさめる。

体部下位に回転ヘラ削 りを施す。305は 回転糸切 り痕が残る土師器杯Aで ある。306は 断面が逆三

角形の高台を貼 り付けた土師器杯Bで ある。外面には赤彩が施されている。307は土師器皿であ

る。体部は内湾気味に開き、口縁端部は丸 くおさめる。308～ 312は土師器皿である。308・ 312

はZ4類で前Ⅶ期に該当する。体部と底部の境界は不明確で口縁部は外反し、端部を細 く仕上げる。

309。 310はBl類前Ⅵ～Ⅶ期に該当する。丸底の底部から体部が屈曲して開 くが、底部と体部の境

界は明確でない。口縁部は短 く内湾 した後、端部を鋭 く仕上げる。310は 口径8.4cm、 器高1.7cm

の法量を有す。311は B3類前Ⅶ期に該当する。体部が明確でなく、口縁部が外反気味に開く。

SD009(図 版17 313～ 324):313は 須恵器蓋である。天丼部には回転ヘラ削 りを施し、口縁

端部は短 く下方に屈曲させる。314は須恵器杯Aである。体部は外傾し、口縁端部は丸 くおさめる。

内面は灰を被つている。口径13.4cm、 器高3.2cmの法量を有す。315は須恵器甕の口縁部破片で

ある。端面を有し、内外面にカエ リを有す。外面に波状文を施す。316は 回転糸切 り痕が残る土師

器杯Aで ある。体部は内湾気味に開き口縁端部は丸 くおさめる。口径 H.8cm、 器高4.2cmの法量

を有す。317～ 320。 323は土師器皿である。317～ 319はBl類に該当する。丸底ないし丸底気

味の底部から体部が屈曲して開くが、底部と体部の境界は明確でない。口縁部は短 く内湾 した後、

端部を鋭 く仕上げる。317・ 318は前Ⅶ期、319は前Ⅸ～後 I期 に該当する。318は 口径8.Ocm、

器高 1.6cmの 法量を有す。320はB2類前Ⅶ期に該当する。扁平だが、丸底の底部から体部が内湾

気味に開く。口縁部との境界はあまり明確でない。口縁部は短 く外傾し、端部は鋭 く仕上げる。口

径9,2cm、 器高2.5cmの法量を有す。321は 白磁の皿である。口縁部が内湾気味に開き端部は細 く

仕上げる。322は龍泉窯系青磁碗の底部で、高台外面に指頭痕が残る。324は土師器杯Bで ある。

断面が逆三角形の高台を貼 り付ける。

SD010(図版17 325～ 335):325は 須恵器杯Bである。底端部付近に高台を貼 り付ける。330

は須恵器壺の口縁端部破片である。端部に平坦面を有す。326～ 328。 331～ 333は土師器皿で

ある。いずれもBl類で前Ⅵ～Ⅶ期に該当する。丸底ないし丸底気味の底部から体部が屈曲して開
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くが、底部 と体部の境界は明確でない。口縁部は短 く内湾 した後、端部を鋭 く仕上げる。327は 口

径8.2cm、 器高 1.3cm、 328は 口径6.8cm、 器高 1.8cm、 329は 口径7.8cm、 器高 1.9cm、 333は

口径9.Ocm、 器高 1,9cmの 法量を有す。334は珠洲甕である。平坦な底部から体部が大 きく開 く。

外面にはタタキロが残る。335は珠洲壺である。平坦な底部から体部が外傾 しながら立ち上が る。

底部には布目痕が、体部外面にはタタキロが残る。

SD011(図 版 17 336・ 337):336は 珠洲播鉢である。口縁部の端面が大きく幅広に内傾する。

波状文を施す。Ⅵ期に比定される。337は須恵器壺で、体部が外傾し外面には回転ヘラ削 りを施す。

SD012(図 版18 338～ 346 図版21 M001。 M004 図版24 S003):338・ 339は 土師器

甕の口縁部破片である。338は緩やかな 「く」字状に開き、端部は丸 くおさめる。339は端部を内側

に短 く巻き込み、外面にはカキロを施す。341は珠洲壺と考えられる。342・ 344は土師器皿である。

342・ 344はBl類で後 I～ Ⅱ期に該当する。丸底ないし丸底気味の底部から体部が屈曲して開 くが、

底部と体部の境界は明確でない。口縁部は短 く内湾した後、端部を鋭く仕上げる。342は 口径7.4cm、

器高 1,6cmの法量を有す。343は土師器の杯である。Z8類で後 I～ H期に該当する。口縁部は外反し、

端部を鋭 く仕上げる。345は須恵器壺である。底部は平坦で体部は直線的に立ち上げる。346は瀬戸

美濃鉄釉天目茶碗である。外傾した体部を口縁部で上方に屈曲させ、端部は細 く仕上げる。M001・

M002は漆器椀の破片である。M001は小振 りで高台も低い。黒漆塗 りの内面に赤漆の文様を描 く。

M002は大振 りで底部の高台も高い形態である。黒漆仕上げで内面に赤漆で扇を描 く。外面にも文様

がみられるものの、その痕跡のみが残る。S003は縄文時代の石棒で、両端を折損している。

SD013(図 版13 082 図版18 347～ 357):082は 陶製加工円盤である。長径3.4cm、 重さ

18.8gの 法量を有す。347は須恵器蓋である。天丼部には回転ヘラ削 りを施 し、口縁端部は丸 く

仕上げる。348は須恵器杯Aである。体部は内湾気味に外傾し、口縁端部は細 く仕上げる。349・

350は須恵器杯Bで ある。349は底端部付近に断面台形の高台を貼 り付ける。350は底端部内側に

「ハ」字状に開き気味の高台を貼 り付け、底部内面に2条の沈線を施す。351は土師器高邪の脚部で

ある。外面には縦方向のヘラ磨きを施す。352は土師器甕である。口縁部は 「く」字状に外方に開

き、端面を有する。353・ 354は土師器皿である。353は Z8類で後 I～ H期 に該当する。口縁部

は外反する。354はBl類で後 I～ H期に該当する。丸底の底部から体部が屈曲して開 くが、底部

と体部の境界は不明確で、口縁端部を細 く仕上げる。口径8,Ocm、 器高 1.9cmの法量を有す。355

は青磁碗である。外傾した体部を口縁部で上方に屈曲させ、端部は細 く仕上げる。356は龍泉窯系

青磁碗 Hb類である。底部内面中央に花文を、外面に蓮弁を有す。357は珠洲橋鉢で、9条一単位

のスリロが丁寧に施されている。

SD014(図 版18 358～ 364):358。 359は須恵器杯Bである。358は断面が長方形の高台を貼

り付ける。359は断面が台形の高台を貼 り付け、体部は内湾気味に立ち上がる。360は土師器皿で

ある。外面には赤彩が施されている。361は土師器皿である。Z8類で後 I～ H期に該当する。口

縁部は外斜し、端部を鋭 く仕上げる。362は珠洲壺である。頸部から口縁部が大きく外反する形態

で、端部は外方に肥厚して丸味を帯びる。Ⅲ～Ⅳ期に比定される。363は樽型の上師質土錘である。

長さ6.Ocm、 最大径3。 9cm、 孔径 1.3cm、 重さ83.Ogの法量を有す。364は珠洲捕鉢である。 H期

に比定される。口縁部は内湾し、方頭である。

SD015(図版13 104～ 108 図版18 365～ 368)1104は 須恵器蓋である。高さのある宝珠

状のつまみを有し、天丼部には回転ヘラ削 りを施す。口縁部で緩やかに屈曲し、端部は内側に巻き

込み気味に仕上げる。105,365。 366は須恵器杯Bである。105は底端部付近に断面が台形の高台を、
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365・ 366は角高台を貼 り付ける。366は体部下位に回転ヘラ削 りを施す。 106は珠洲播鉢である。

H期 に比定 される。107・ 108は 回転糸切 り痕が残る土師器杯Aで ある。 108は体部外面に赤彩を

施す。367は珠洲播鉢である。Ⅲ期 に比定される。ス リロは9条一単位である。368は土師器甕の

口縁部破片である。外傾する端面を有す。

SD016(図版 18 369。 370):369・ 370は土師器皿である。2点 ともBl類で前Ⅵ～Ⅶ期に該当

する。丸底の底部から体部が屈曲して開 くが、底部 と体部の境界は不明確で口縁端部を鋭 く仕上げ

る。

SD017(図 版 18 371～ 393・ 553 図版24 S006):371～ 377は 須恵器杯である。371・

375。 376は 底端部 内側 に、372。 373・ 374。 377は底端部付近 に高台を貼 り付 ける。375・

376は体部が外傾 しながら立ち上が り、口縁端部は丸 くおさめる。375は 口径11.3cm、 器高4.4cm、

376は 口径13.Ocm、 器高4,Ocmの 法量を有す。374・ 377は体部が内湾気味に開 く。377は回転

糸切 り痕が残つている。378は須恵器蓋である。379は須恵器杯Aで ある。平坦な底部から体部が

直線的に外傾し、口縁端部は丸 くおさめる。口径 12.8cm、 器高3.6cmの法量を有す。380～ 382

は土師器杯Aである。いずれ も回転糸切 り痕が残る。383・ 388・ 389。 392は土師器甕である。

383。 389は平底で、外面に手持ちヘラ削 りを施す。388は 口縁端部を内側に短 く屈曲させ、丸 く

仕上げる。392は 口縁部が外反気味に開き、端部は丸 くおさめる。384は近江系緑釉陶器皿の体部

小破片である。385は大法量の須恵器杯の破片である。体部は直線的に立ち上げ、日縁端部は細 く

仕上げる。386は樽型の土師質土錘である。最大径3.3cm、 孔径 1.3cmの法量を有す。387は須恵

器甕の口縁部破片である。端部を内側に屈曲させ、端面を有する。390は須恵器の取っ手である。

手捏ね成形で内面にはハケロを施す。391は土師器皿の破片である。Al類前Ⅵ期に該当する。平

底気味の底部から、体部が外傾気味に深 く立ち上が り、口縁部は外傾する。393は須恵器甕である。

底部は平坦で体部は外反気味に立ち上がる。外面に指頭痕が残る。553は 白磁碗である。

SD018(図 版18 394～ 396):394は 樽型の土師質土錘である。長さ6.8cm以外の法量は不明

である。395・ 396は須恵器杯Bである。いずれも底端部付近に断面台形の高台を貼 り付ける。

SD019(図版18 397):397は須恵器杯Aである。底端部で屈曲して、体部は外傾して大きく開き、

口縁端部は丸 くおさめる。口径12.4cm、 器高3.2cmの法量を有す。

SD020(図版18 398):398は 土師器杯Aである。回転糸切 り痕が残 り、体部は内湾気味に開く。

SD021(図版18 399):399は須恵器壺である。「ハ」字状に開く足高高台を有し、内面は灰を被る。

SD022(図版19 400～ 410)1400。 401は須恵器蓋である。2点 とも天丼部に高さがあり、口

縁端部は内側に肥厚する。401は 天丼部に回転ヘラ削 りを施す。402は 須恵器杯Bの底部破片であ

る。底瑞部内側に 「ハ」字状に開 く高台を貼 り付ける。403は須恵器杯Aである。404は樽型の上

錘である。405は土師器皿である。Z4類前Ⅶ期に該当する。体部 と底部の境界は不明確で口縁部

は外反し、端部を鋭 く仕上げる。口径7.8cm、 器高2.Ocmの法量を有す。406。 408。 409は珠洲

情鉢である。406は 口縁部は破片でわずかに内湾しており、端部は丸みを帯びている。408は Ⅲ～

Ⅳ期に比定される。スリロは10条一単位である。409は V～Ⅵ期に比定され、スリロは18条一単

位である。407は龍泉窯系青磁皿の破片である。口縁端部を外方へ屈曲させる。410は須恵器壼の

底部である。底部内外面に指頭痕が残る。

SD023(図版19 411～ 413)i411は 龍泉窯系青磁碗の Hb類である。外面に蓮弁文を有す。

412,413は 須恵器壷である。412は底端部に 「ハ」字状に外方に踏ん張る高台を貼 り付ける。内

面には指頭痕が残る。413は無高台で、体部が直線的に立ち上がる。
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SD024(図版 19 414):414は土師器皿である。Z9類で後 1～ H期 に該当する。器壁はやや厚めで、

丸底の底部から幅広の口縁部が大きく外反し、日縁瑞部は鋭 く仕上げる。

SD025(図 版 19 415):415は 瀬戸卸皿である。回転糸切 り痕が残る。

SD026(図 版19 416～ 423 図版24 S014):416～ 421は土師器皿である。416～ 418は

Z9類で後 I～ H期 に該当する。器壁は厚めで、丸底の底部から幅広の口縁部が大きく外反し、端

部は鋭 く仕上げる。419は C3類で後 I期 に該当する。浅 く斜外方へ大きく開き、口縁部は端部に

向かい鋭 く仕上げる。421は C6類で後 I期 に該当する。体部内外面に回転ナデが確認できること

から回転台成形であることが分かる。422は 須恵器杯Bである。底端部付近に扁平な高台を貼 り付

け、体部は外傾する。423は樽型の土師質土錘である。長さ5,5cm、 最大径4.5cm、 孔径 1,8cm、

重さ120.Ogの法量を有す。

SD027(図版19 424):424は 土師器皿である。C2類で前Ⅸ～後 I期に該当する。丸底の底部

から深みのある体部が強 く内湾して立ち上がる。口縁部は直立気味につまみあげ、端部は鋭く仕上

げる。口径7.Ocm、 器高2.2cmの法量を有す。

SD023(図版19 425～ 428):425は 須恵器壺である。「ハ」字状に外方へ踏ん張る足高高台を

有する。426イよ瀬戸美濃鉄釉天目茶碗である。体部が内湾気味に立ち上がる。427・ 428は土師器

皿である。427は C2類で前Ⅸ～後 I期に該当する。丸底の底部から深みのある体部を強 く内湾し

て立ち上げ、端部は鋭 く仕上げる。口径8.8cm、 器高2,7cmの法量を有す。428は Z10類で後Ⅲ期

に該当する。体部は浅 く開さ口縁部は外傾し、端部を鋭 く仕上げる。

SD029(図版19 429):429は 須恵器杯Bで ある。底端部付近に断面台形の高台を貼 り付ける。

包含層出土遺物

第1調 査区出土遺物 (図 版19430～ 449):430。 431・ 437・ 438は須恵器蓋で ある。430・

431は扁平な宝珠状のつまみを有す。431は天丼部に回転ヘラ削 りを施し、なだらかに開く。437

は扁平で、口縁端部は下方に短 く屈曲させる。438は 口縁端部をわずかに内側に巻き込むように仕

上げる。432は須恵器杯Aである。体部は外傾し、日縁端部は細 く仕上げる。433～ 435は須恵器

杯Bである。433・ 435は底端部付近に断面が台形の高台を、434は底瑞部内側に扁平な高台を貼 り

付ける。435は 口径 12.2cm、 器高3,7cmの法量を有す。436は須恵器壺の口縁部破片である。外湾 し、

外面にカエ リと端面を有す。また波状文を施す。439は 回転糸切 り痕が残る土師器杯Aである。底

部には焼成後に外面からの穿孔を有す。440は黒色土器私 である。内黒焼成で内面にランダムな

ヘラ磨きを施す。441・ 442は灰釉陶器である。441は皿である。口縁部はわずかに外反し、端部

は丸 くおさめる。底部は三日月高台を有すると想定して図上復元した。漬け掛け施釉の可能性が高

く、053で も古い時期に比定できる。442も 同様に灰釉陶器皿の口縁部小破片で口縁端部を強 く外

反させる。こちらはハケ塗 り施釉と考えられ、441よ りもやや古い時期に比定できる。尾北S4段階か。

443は瀬戸美濃施釉陶器皿の底部破片である。口縁端部は外反気味に開く。444・ 445は土師器皿

である。444はBl類で前Ⅵ～Ⅶ期に該当する。丸底気味の底部から体部が屈曲して開 くが、底部と

体部の境界は不明確で、端部を鋭 く仕上げる。445はC3類で後 I～ H期 に該当する。口縁部は斜外

方へ大きく開 く。口縁部は端部に向かい鋭 く仕上げる。446は珠洲情鉢である。Ⅵ～Ⅶ期に比定さ

れる。447～ 449は珠洲陶製加工円盤である。447は長径3.6cm、 重さ19。 4g、 448は長径3,9cm、

重さ19,2g、 449は長径3.2cm、 重さ17.2gの法量を有す。

第2調査区出土遺物 (図 版19 450～ 457 図版20 458。 474):450は須恵器蓋である。回転

ヘラ削 りが施された高さのある天丼部から緩やかに開き、口縁端部は内側に肥厚させ る。451～
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453は須恵器杯Bである。451・ 452は 底端部付近に扁平な高台を、453は底端部内側に外方に踏

ん張る高台を貼 り付ける。454。 455は 内黒焼成の黒色土器である。454は体部が外傾 し、口縁端

部を丸 くおさめる。体部下位外面には下方向の手持ちヘラ削 りを、内面には横方向の細かいヘラ磨

きを施す。455は平坦な底部から体部が緩やかに立ち上がる。内面には荒いヘラ磨 きを施す。456

は須恵器杯Aである。体部が直線的に外傾 し、口縁端部は丸 くおさめる。457は 385と 同じく大法

量の須恵器杯である。体部を直線的に立ち上げ、口縁端部は細 く仕上げる。458は土師器甕の底部

である。体部外面に手持ちヘ ラ削 りを施す。459は 回転糸切 り痕が残る土師器杯Aの底部である。

460は土師器甕である。口縁部は緩やかに開き、端部は軽 く内側に巻 き込むように仕上げる。461

は土師器皿である。Z8類で後 H期 に該当す る。口縁部は外傾 し、端部を鋭 く仕上げる。462～

467は土師器皿である。462。 463は Z4類で前Ⅸ～後 I期 に該当す る。口縁部は強 く外反 し、端

部を鋭 く仕上げる。462は 口径7.8cm、 器高1.5cmの法量を有す。464・ 465は C3類後 I期 に該

当する。狭い丸底基調の底部と体部を有するが、器高が低く扁平である。口縁部も斜外方へ大きく

開く。口縁部は端部に向かい鋭 く仕上げる。465は 口径9.Ocm、 器高2.2cmの法量を有し、外面に

指頭痕が残つている。466は Bl類で後 I期に該当する。底部と体部の境界は不明確で、口縁部は

短く内湾した後端部を鋭く仕上げる。467は C5類で後 I期 に該当する。扁平で、体部～口縁部に

かけて 「S」 字状に屈曲し、口縁端部は鋭くつまみあげるように仕上げる。468は青磁火入れであ

る。体部が内斜気味に立ち上がる。469・ 470は瀬戸美濃灰釉皿である。断面が逆三角形の高台を

有す。471は須恵器甕の口縁部破片である。外傾する端面を有す。472は あげ玉である。長さ0。 9cm、

径1.3cm、 孔径0.2cmの法量を有す。本調査ではこの1点のみ見つかつている。473・ 474は珠洲

橋鉢である。473は V期に比定される。口縁部の外端は張り出さず、逆に内端側が突き出る形態で

端面は内傾し波状文を施す。平坦な底部から体部が外反気味に立ち上がる。V～Ⅵ期に比定される。

スリロは8条一単位である。

第3調査区出土遺物 (図版20 475～ 501):475。 476イま須恵器蓋である。475は 口縁端部を内側

に折り込む。476は天丼部が扁平で口縁部が屈曲して開き、端部は内側に巻き込むように仕上げる。

478は須恵器杯Aである。体部が外傾して開き、口縁端部は細く仕上げる。477・ 479は須恵器杯B
である。底端部付近に高台を貼り付け、体部は直線的に立ち上げ口縁端部は細く仕上げる。480～

491・ 494・ 495は土師器皿である。480～ 487はC5類前Ⅸ～後 I期に該当する。丸底の底部から

体部・口縁部にかけて 「S」 字状に屈曲し、口縁端部は鋭くつまみあげるように仕上げる。480は

口径6.4cm、 器高1.8cm、 482は 口径7.8cm、 器高2.2cm、 483は 口径8.6cm、 器高2.lcm、 の法

量を有す。488はZ9類後 I～ H期 に該当する。底部から幅広の口縁部が大きく外反し、日縁端部は

鋭く仕上げる。489。 4901ま Z6類前Ⅷ～Ⅸ期に該当する。丸底気味で体部は緩やかに内湾した後、

口縁部は直線的に外傾する。体部と口縁部の境界付近が最も肥厚し、端部に向かって鋭く仕上げる。

490は 口径10,Ocm、 器高2.2cmの法量を有す。491はC3類後 I期 に該当する。丸底基調の底部と

体部を有するが、器高が低く扁平である。口縁部も斜外方へ大きく開き、端部に向かい鋭く仕上げ

る。492は須恵器壺である。上向きの端面を有す。493は土師器鉢である。直線的に立ち上がり口

縁端部には端面を有す。外面に沈線を施している。494はS8類後 I期に該当する。底部に残る回転

糸切り痕から分かるように回転台成形である。平坦な底部から体部が開き、口縁部は外傾し端部は

つまみあげ鋭く仕上げる。口径7.Ocm、 器高1.9cmの法量を有す。495は Z6類前Ⅷ～Ⅸ期に該当する。

体部は緩やかに内湾した後、日縁部は直線的に外傾し端部に向かつて鋭く仕上げる。496は土師器

杯である。C6類後 I期 に該当する。底部から体部・口縁部にかけて 「S」 字状に屈曲し、端部は鋭
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く仕上げる。497は瀬戸美濃鉄釉天目茶碗である。498は越中瀬戸鉄釉天目茶碗である。499は 白

磁碗である。口縁瑞部を外反させる。500は越中瀬戸鉄釉皿である。底部内面中央にはスタンプに

よる菊花文を有す。501は珠洲鉢である。 H期に比定される。口縁部を外反させ端部は方頭である。

第4調査区出土遺物 (図版20 502～ 510):502は 須恵器蓋である。口縁端部は短 く内側に折 り

込む。天丼部には回転ヘラ削 りを施す。503は鉄釉鉢である。504は須恵器杯Bである。口縁端部

は細 く仕上げる。505は土師器皿である。Dl類で後 H～ Ⅲ期に該当する。体部から口縁部にかけ

て 「S」 字状に屈曲し、端部は上方に丸 くつまみあげる。506は越中瀬戸鉄釉皿である。回転糸切

り痕が残る。507は樽型の土師質土錘である。最大径3.6cm以外の法量は不明である。508は青磁

碗の破片である。外面にヘラ彫 りの文様を有す。509イま越中瀬戸香炉である。削りだし高台を有す。

510は珠洲播鉢である。Ⅳ期に比定される。スリロは15条一単位である。

排土 H側溝・撹乱等出土遺物 (図 版20 511～ 519 図版21 520～ 548)5H・ 513は 内黒

焼成の黒色土器杯Aである。511は体部が緩やかに 「S」 字状に屈曲し、口縁端部は丸 くおさめる。

内面には横方向の細かいヘラ磨きを施す。512は須恵器杯Bである。底瑞部内側に外方へ踏ん張る

高台を貼 り付ける。514は平底の土師器甕である。515は弥生土器甕である。516～ 519は樽型

の上師質土錘である。516は長さ5,2cm、 最大径3.5cm、 孔径 1.4cm、 重さ81.6g、 517は長さ5.8cm、

最大径4.4cm、 子L径 2.2cm、 重さ80.2g、 518は長さ5.2cm、 最大径4,Ocm、 重さ88.Og、 子し径 1,6cm、

519は長さ7.2cm、 最大径4,3cm、 孔径 1.4cm、 重さ113.2gの 法量を有す。520～ 533は土師器

皿である。520～ 524はBl類 に該当する。底部 と体部の境界は不明確で、端部を鋭 く仕上げる。

520・ 521は前Ⅷ～Ⅸ期に比定される。520は 口径5.6cm、 器高 1.lcm、 521は 口径7.8cm、 器高

1,4cmの 法量を有す。522～ 524は前Ⅸ～後 I期に比定される。524は 口径7.5cm、 器高1,9cm

の法量を有す。525～ 527はZ9類で後 I～ H期に該当する。口縁部が大きく外反し、口縁端部は

鋭 く仕上げる。528・ 529はC5類で前Ⅸ～後 I期に該当する。国縁端部は鋭 くつまみあげるよう

に仕上げる。530・ 531・ 533はZ4類 に該当する。口縁部は外反し、端部を鋭 く仕上 tデ る。530は

前Ⅷ～Ⅸ期、531は前Ⅸ期、533は前Ⅷ期に比定される。532はZ6類で前Ⅷ期に該当する。体部

は緩やかに内湾し、日縁部は外傾する。体部と口縁部の境界付近が最も肥厚 し、瑞部に向かつて鋭

く仕上げる。534は瀬戸美濃灰釉皿である。口縁部が外反し、端部は丸 くおさめる。535～ 537

は瀬戸美濃天目茶碗である。538は瀬戸美濃鉄釉筒香炉である。底端部で屈曲し、体部が直線的に

立ち上がる。539・ 540は珠洲橋鉢である。539は V～Ⅵ期に比定される。内傾する端面に波状文

を施す。540はⅥ～Ⅶ期に比定される。口縁内端の内傾する面と体部の境界が不明確である。541

は青磁壺である。口縁部が外反し、端部を鋭 く仕上げる。542・ 545は珠洲甕である。542は V期

に比定される。方頭の口縁部が斜外方へ短 く直線的にのびる。545はⅣ期に比定してお く。口縁部

短 く屈曲し、肥厚した円頭とする。543は灰釉箱鉢である。口縁部には端面を有す。544は青磁碗

である。546～ 548は珠洲橋鉢である。外面に文様を刻む。546・ 547は Ⅲ～Ⅳ期、548は V～

Ⅶ期に比定される。 (田邊)
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第4章 理化学的分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

I.古環境および植物利用

1,試料

試料 は、 中世 の溝3条 (SD003,SD006,SD012)よ り採取 した土壌試料 と、SK037お よび

SK049か ら出上 した炭化材2試料である。これらの試料を対象に、放射性炭素年代測定、珪藻分析、

花粉分析、植物珪酸体分析、微細物分析、昆虫同定、樹種 (炭化材)同定を行い、溝の年代や機能

時および埋没過程における古環境を検討する。なお、各分析方法は、紙幅の関係から割愛 している。

そのため、詳細は既存の報告書 (例 富山市教育委員会 2006な ど)を参照されたい。

(1)土壕試料

1)SD003
SD003試料は、調査区北面に観察された溝埋積物下部 より採取 した土壌である。SD003底部～

下部は、浦基底 (地 山)は細～中粒砂であ り、上位にイネの穎 とみられる植物遺体が多量混 じる黒

色の細～極細粒砂混 じりの黒色シル トが堆積 し、上方は黒色シル ト～粘土 と細粒化する。 この黒色

シル ト～粘土上位には不整合で黒色の細～極細粒砂混 じりの黒色ンル トおよび黒～暗茶褐色シル ト

が堆積する。さらに上位には、中～粗粒砂が不整合に堆積 し、上部は灰色ンル ト (3地点試料番号 1)

と細粒化する。

分析試料は、上記 した基底 (地 山)上位の植物遺体が多量混じる黒色の細～極細粒砂混 じりの黒

色シル トおよび黒色シル ト～粘土 (SD003試 料 番号3下部)と 、その上位の黒色の細～極細粒砂

混じりの黒色シル トおよび黒～暗茶褐色ンル ト (SD003試料番号3上部)と に分け採取 し、さらに、

SD003試料番号3下部の黒色シル ト～粘土 (SD003試料番号3-2)、 SD003試料番号3上部の黒

～暗茶褐色シル ト (SD003試料番号3-1)を採取 している。

2)SD006
SD006試料は、調査区北面に観察された溝基底 (地山)上位に堆積 した暗灰色ンル ト (2地点試

料番号 1)である。

3)SD012
SD012試料は、調査区南壁に観察された溝基底 (地山)の灰色中～粗粒砂上位に堆積 した溝埋

積物に相当する灰色シル ト～粘土 (1地点 試料番号 10)と 、その上位に不整合に堆積す る黒色ン

ル ト～粘土 (1地点試料番号9)の2点である。

これ らの試料のうち、SD003(試料番号 1お よび3-1)と SD006(試料番号 1)、 SD012(試料

番号 9。 10)を対象に珪藻分析、SD003(試 料番号 1,3-1,3-2)と SD025(試 料番号9,10)を 対

象に花粉分析、SD003(試 料番号 1,3-1)と SD012(試料番号9,10)を 対象に植物珪酸体分析を

行う。 また、遺構の年代を反映すると考えられる堆積物 (SD003試料番号3下部)よ り検出され

た植物遺体を対象に放射性炭素年代測定を行う。

(2)炭化材

SK037試料は複数の炭化材片、SK049試料は炭化材 1点からなる。本分析では、各試料 1点 を対

象に炭化材同定を行 う。
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第3図 放射性炭素年代測定および暦年較正結果

試料名
δ13C
(%O)

補正年代

(暦年較正用)

vrBP
暦年較正年代 (caD 相対比

測定機関

Code

SD003 3-2(試 料No3下部)

植物遺体(イ ネ 穎)

-2823± 059
370± 30

(371± 28)

σ
cal AD

cal AD

,455-cal AD
596-cal AD

,516

,618

cal BP 495-434

cal BP 354-332

0732
0268

醜 -90390
cal AD

cal畑
,448-cal畑
556-cal AD

cal BP 502-424

cal BP 394-318

４

６

2.分析結果

(1)放射性炭素年代測定

結果を第3図 に示す。SD003試料番号3下部の植物遺体 (イ ネ穎)の 同位体効果による補正を

行った測定結果 (補正年代)は、370± 30yrBPを示す。また、暦年較正結果 (測定誤差 σ)は、

calAD l,455-calAD l,618で ある。

(2)珪藻分析

結果を第4図 に示す。いずれの試料 も珪藻化石が多 く産出する。完形殻の出現率は約700/O前後、

産出分類群数は合計で42属 144分類群である。以下に、遺構 (地点)毎の産出状況を示す。

1)SD012(1地 点)

試料番号 10は、淡水域に生育する水生珪藻 (以下、水生珪藻)力 S全体の約70%を 占める。こ

れに次いで、陸上のコケや土壌表面など多少の湿 り気を保持 した好気的環境に耐性のある陸生

珪藻が約20%、 淡水～汽水生種が約15%産 出する。淡水性種の生態性 (塩分濃度、水素イオン

濃度、流水に対する適応性)の特徴は、貧塩不定性種、好十真酸性種と好 +真アルカ リ性種、流

水不定性種が多産する。淡水～汽水生で付着性の触 QOβメο訪う)うわer・Lr/p、 好流水性で付着性

の働 ωηθる 91」n"dる Var.刀【期οθ癒、好止水性で高層湿原指標種 または沼沢湿地付着生種の

Frusturiaき鞭 越ca、 流水不定性で付着性 のちemnicola加盟許河∽、兌nndとaria♂υわGψFをa勉

var,ρβυ勒 筋、Se..aphο tt μ rpL//p、 陸生珪藻A群り むヽブ訪y″ 曳ipinυ″等が産出するが際だつ

て多い種類は認められない。

試料番号9は、陸生珪藻は約60%と 増加する。陸生珪融 群のЯ盟をzschfa β駒9所οゎなが約20%
と多 く、同じく陸生珪藻A群のとυをicora"υttGβ、Neidium aipinLFm、 水城にも陸域にも生育する

陸生珪藻B群めPと亜 ularia♂♂わ3apita力、P� uraria♂訪。θβん】虎汀等が産出する。水生珪藻は、

流水不定性で付着性のpヵヵuratta♂νbcψ
=taヵ

var.pttDむカウb力、3omphοβθ″β angus癒どy"、

流水不定性で沼沢湿地付着生種DPiaθ2κる i謙
"'浄

等が産出する。

2)SD006(2地点)

試料番号 1は、ほぼ全てが水生珪藻である。淡水生種の生態性の特徴は、貧塩不定性種 と貧塩嫌

塩性種、好十真酸性種、好十真止水性種が優占する。止水性で腐植栄養の酸性水域に主に出現す

る提わellaria ИOθθυん能 が約30%検出され、沼沢湿地付着生種の3omphοヵθμβ βθυ″力θどυμ、

4σ″拷eととa肋盟si■ien,浄、D"οど力 И働
`ν

οM、 D"0″b"c■sa、 P力財とaria♂bba等を伴う。

3)SD003(3地点)

試料番号3-1は、水生珪藻が75%と 多産する。淡水生種の生態性の特徴は、貧塩不定性種、好

十真アルカ リ性種、流水不定性種が多産す る。流水不定性で付着性のあemnicolaカ ュngΥica、

3omph伊た阿β paⅣu■um、 3e■■韓 h9rp ρ町ヵ力、Se■■韓 hο辺 髭刀力tF/v2、 止水性 の発わθ肋力う

及たθL//9開、 陸生珪藻A群 のううとetts肋むθ戸 、 陸生珪藻B群 のううJOwお θοヵたん鍛θθβが み
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られ るが、際だ つて多 い種類 は認 め られ ない。 この うち、Sθ〃ゎ力οtt ρと″肋 、Sο〃ゎ狗ο翅

♂α滋馳F/LFF77、 9うJOsmis θοttFeF・四θθβは、有機汚濁の進んだ腐水域にも生育する好汚濁性種である。

試料番号 1は、陸生珪藻が約40%を 占める。淡水生種の生態性の特徴は、前試料に近似する。流

水不定性で付着性のSellaphο tt ρ暉ヵね、ゑ
"ο

″うか/yparis、 流水不定性で沼沢湿地付着生種の

賜 θttκる er」n"dる、それに流水性で中～下流性河川指標種Ndo歳 &ラ9カbヵ♂、陸生珪藻A群

のЯ2刀彦Jchia 2専力え巧四、とυ放翅乃
"yttИ

、陸生珪藻B群 の焼 故姐misじοれ砂乃鬱∞β等がみら

れるが、際だつて多い種類はない。

(3)花粉分析

結果を第5図 に示す。以下に、遺構 (地点)毎の産状を示す。

1)SD012(1地点)

試料番号9は シダ類胞子や、ヨモギ属、イネ科等がみられるが、全体的に検出数は少ない。化石

の保存も悪く、表面に風化の痕跡が認められる個体が多い。試料番号10は 、草本花粉の割合が高 く、

全体の70%を 占めるが、そのほとんどがイネ属を含むイネ科である。イネ科全体に対するイネ属

第4図 主要珪藻化石群集
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第5図 花粉化石群集
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の割合は高 く約40%で ある。その他の栽培植物はソバ属が含 まれる。木本花粉は全体の10%程度

である。マツ属が多 く、コナラ亜属やブナ属がこれに次いで多い。SD012の分析残澄は、花粉化

石を除けばほとんどが微粒炭である。ほとんどが由来不明であるが、試料番号 10に は波状の細胞

壁を持つ微粒炭が散見され、これはイネ科等に由来すると考えられている (小椋 2007な ど)。

2)SD003(3地 点 )

いずれもンダ類胞子の割合が高 く、全体に占める割合は試料番号1が約60%、 試料番号3-1、

3-2で が約70%で ある。草本類は、試料番号 1が約30%、 試料番号3-1、 3-2が約20%で ある。い

ずれもイネ科の割合が高く、次いでヨモギ属が多い。また、 ミズアオイ属、サンショウモ、イボク

サ属等の水生植物や、植物プランクトンであるクンショウモ属もみられる。栽培植物はイネ属、ソ

バ属がみられる。なお、イネ科花粉中には大型の花粉が少量含まれる。イネ属は、イネ科花粉中で

は大型で約45μ m程度であるが、今回検出されたイネ科は約65μ m程度の大きさをもち、表面模

様が緻密で細かい。中村 (1980a)等 によれば、このような特徴をもつ種類はジュズダマ属や ト

ウモロコン属 (いずれも渡来種)ん】あげられる。この他に、少量ではあるが、鞭虫卵、回虫卵といつ

た寄生虫卵も認められる。木本花粉は、全体の10%以下である。SD012と 同様にマツ属が多 く、

コナラ亜属、ブナ属、ハンノキ属等を含む。分析残澄には、SD012と 異なり微粒炭も含まれるが、

未炭化の植物遺体も多く認められる。

(4)植物珪酸体分析

結果を第6図 に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるが、保存状態が悪 く、表面に多数の

小孔 (溶食痕)が認められる。以下に、遺構 (地点)毎の産状を示す。

1)SD012(1地点)

植物珪酸体含量は、試料番号9が約8,6万個/g、 試料番号 10が約6.3万個/gで ある。検出された分

類群では、栽培植物のイネ属の合量が高 く、葉部に形成される短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体のほ

か、珪化組織片も多く認められ、籾 (穎)に形成される穎珪酸体も産出する。栽培種を除く分類群

では、タケ亜科、ヨン属、コブナグサ属やススキ属を含むウシクサ族、イチゴツナギ亜科などが検

出され、これらの分類群ではウンクサ属の合量がやや高い。

2)SD003(3地 点)

植物珪酸体含量は、試料番号1が約2,9万個/g、 試料番号3-1が約4.9万個/gで ある。SD012と 同様

にイネ属の含量が高いが、その値は1地点よりも概して低い。また、珪化組織片も多く認めら矛軟 穎

第6図 植物珪酸体含量と畦化組織片の産状
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第7図 微細物分析結果
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昆 虫 一 部 同定 対 象 (下部 )

不 明 「石罰 2 2
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珪酸体や短細胞列などが産出する。栽培種を除く分類群では、タケ亜科、コブナグサ属やススキ属を

含むウンクサ族、イチゴツナギ亜科などが検出され、これらの分類群ではタケ亜科の合量がやや高い。

(5)微細物分析

結果を第7図 に示す。SD003試料番号3下部は、栽培種のイネの穎が最も多 く (282個 +40cc、

うち31個炭化 )、 その他の栽培種では、炭化したイネの胚乳 1個、ソバの果実破片8個、ンソ属の

果実33個、メロン類 (モモルディカメロン型)の種子 1個が確認された。栽培種を除く分類群は、

落葉低木のケヤマウコギ近似種、タニウツギ属各 1個 と、イボクサ、ホンクサ属、エノコログサ属、

イネ科、テンツキ属、ホタルイ属、カヤツリグサ科、ギンギン属、ボントクタデ近似種、スベ リヒ

ユ科、ナデンコ科、ヒユ科、キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイチゴ属 (以下、キジムシロ類)、

アリノトウグサ、チ ドメグサ属、イヌコウジュ属、タカサブロウなどの車本 157個、計 159個が検

出された。木本は、伐採地や崩壊地、林縁等の明るく開けた場所に先駆的に侵入する低木類が確認

され、草本は、明るく開けた場所に生育する、いわゆる人里植物に属する分類群が多く、イボクサ
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やホンクサ属、ホタルイ属、ボントクタデ近似種、かカサブロウなどの水湿地生植物を含む。種実

以外では、炭化材0.028(最大8.5mm)、 群苔類、昆虫が検出された。

一方、SD003試料番号3上部は、栽培種のイネの穎20個、ヒルムンロ属、ミズアオイ属 ?、 イボクサ、

ホンクサ属、イネ科、テンツキ属、カヤツリグサ科、ギシギン属、 ミゾソバ近似種、タデ属、スベ

リヒユ科、ナデンコ科、アカザ科、アブラナ科、ス ミレ属、ア リノ トウグサ、チ ドメグサ属、セ リ

科、キク科などの車本372個、不明1個、計373個が検出された。全て草本類から成 り、人里植物

に属する分類群が多い。最 も多 く検出されたホンクサ属 (124個 )を はじめ、ヒルムンロ属、 ミズ

アオイ属 ?、 イボクサ、ミゾソバ近似種、セリ科などの水湿地生植物が確認された。種実以外では、

木材 15個 (最大3.2cm)、 炭化材0.01g未満、蘇苔類、昆虫が検出された。

(6)昆虫同定

結果を第8図 に示す。SD003試料番号3上部から検出された昆虫遺体群は、コウチュウロオサム

ン科では、ゴモクムン属、スジアオゴミムン、ヒメヒラタゴミムシ属の3分類群、コウチュウロコ

ガネムン科では、スジヨガネ属、セマダラコガネ、ヒメコガネ、マグソコガネ属の4分類群、コウチュ

ウロハネカクシ科ではツツハネカクシ属の1分類群に同定された。この他に、属レベルまで同定が

至らなかったものに、コウチュウロハムシ科、ハチロがある。

これらの昆虫遺体群のうち、コガネムシ類は草原・荒れ地・林縁部などのイネ科、キク科などの

草本植物の繁茂した場所に生息する。オサムシ科 (ス ジアオゴミムシ、ゴモクムシ属)も草地、荒

れ地に生息する。ツツハネカクシ属は林縁部などに多 く発見され、朽木の樹皮下などに生育し、キ

クイムンの幼虫を捕食する。ハムシ科の一種は草地の各種草本を幼虫・成虫共に摂食する。

(7)炭化材同定

結果を第9図 に示す。各遺構から出上した炭化材は、針葉樹1分類群 (ス ギ)と 広葉樹2分類群 はヽ

ンノキ属ハンノキ亜属・カエデ属)に 同定された。以下に、各分類群の解剖学的特徴等を記す。

・スギ C城〆ο〃αカプTο所∽ (L.f.)D.Don)ス ギ科スギ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、

第8図 昆虫同定結果 (検出分類群 )

分 類 群 部 位 数 量

コウチュウロ(ColeOptera)
オサムシ科(Carabidac)

ゴモクムシ属渾岬 工弱 )の一種
スジアオゴミムシ倣ね餌οchlaαttθ♂θθ,とィ疎9D
ヒメヒラタゴミムシ属m宴

"Vガ
の一種

ハネカクシ科(Staphylinidae)
ツツハネカクシ属(OsoAus)の 一種

コガネムン科(Scarabaeidac)
マグソコガネ属14pbοdius)の 一種
スジコガネ属14/7釘昭ね)の一種
ヒメコガネ僻ヵα閥力 daimianβ )

セマグラコガネ的 釘僣ね a可働?=益s)

ハムン科(Chrysomelidae)の一種
ハチロ (Hymenopteralの 一種

前胸背板
右前翅
左前翅

頭部

左右前翅
頭部・脚
頭部・左右前翅・前胸背板
頭部
右前翅
頭楯

１

１

２

　

１

　

２

６

８

１

１

１

第9図 樹種 (炭化材)同定結果

試   料
形状/器種 樹  種

試料配 地 区 遺構 位置 座標

G4区 SK037 X60,Y30
炭化材 (分割材状) スギ

炭化材 (破片 ) ハンノキ属ハンノキ亜属

K8区 SK049 X100.Y70 炭化材 (破片 ) カエデ属

〕 K3区 SD007 X100.Y20 円盤状木製品 ケヤキ

2 E9区 SK012 X80,Y80 弓状木製品 マキ属

3 E9区 SX001 X40.Y80 下駄 (連歯 ) タカノツメ
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晩材部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され

る。分野壁孔はスギ型で、 1分野に2-4個。放射組織は単列、 1-10細胞高。

・ハンノキ属ハンノキ亜属 銘力
“

♂yを蓼92.И力Lrd)カ メヾノキ科

散孔材で、管孔は単独 または2-4個が放射方向に複合 して散在する。道管は階段穿孔を有 し、壁

孔は対列状に配列する。放射組織は同性、単列、 1-20細胞高のものと集合放射組織とがある。

・カエデ属 餡∝翔 カエデ科

散孔材で、管壁は薄 く、横断面では角張つた楕円形、単独および2～ 3個が複合して散在し、年

輪界に向かつて管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはら

せん肥厚が認められる。放射組織は同性、1-5細胞幅、 1-30細胞高。木繊維が木口面において不規

則な紋様をなす。

4.考察

(1)溝の堆積環境

SD012の 灰色泥質土 (1地点 試料番号 10)の 珪藻化石群集は、浮遊性種や流水性種が少なく、

沼沢湿地付着生種群とされるものが多かつた。このような状況から、浅い沼沢域で、流れの影響も

少ない水域環境が推定される。また、中程度に汚濁した水城に多 く認められる広域適応性種が多 く、

有機汚濁の進んだ腐水域に耐性のある好汚濁性種を伴うことから、比較的富栄養な状態であったと

考えられる。この他の花粉・植物珪酸体などの微化石の産状に着目すると、花粉化石ではホシクサ

属、 ミズアオイ属、サンショウモ、植物珪酸体ではコブナグサ属、ヨシ属など浅い沼沢域に生育す

る水生植物が検出された。これらの分類群の検出状況は、珪藻化石群集の示す水城環境と一致する。

灰色泥質土上位の黒色泥質土 (1地点 試料番号9)では、陸生珪藻が多産した一方、水生珪藻も

30%近 く検出された。下位試料と比較して陸生珪藻が多産したことから、好気的環境へと変化した

可能性がある。なお、デンジソウ属、ヨシ属やコブナグサ属のといつた水生植物の微化石が検出さ

れていることを考慮すると、常時乾燥した状態ではなく、滞水していた状態もあつたと推定される。

SD006の 暗灰褐色シル ト (2地点 試料番号 1)は、SD012や SD003と 珪藻化石群集は異なり、

好十真止水性種が多産した。とくに、優占種の覺2bellaria比な財losaは、浮遊性又は付着性で、弱

汚濁耐性種で貧栄養～中栄養、腐植栄養の水域にしばしば出現する種である。このほか、沼沢湿地

付着生種群を比較的多く伴うという特徴から、止水域で、貧栄養あるいは腐植栄養な水域環境が推

定される。腐植栄養の水域では、周囲から流れ込んだ腐植酸の働きによって酸性に傾 く。ジュンサ

イやアサザなどこのような水域を好む植物 も存在するが、本試料では花粉分析を行つていないため、

植生と水域環境との関連については不明である。

SD003の 珪藻化石群集は、SD012と 同様な傾向が認められたことから、浅 く、富栄養であり流

れの影響が少ない水域環境が推定される。また、灰色シル ト (3地点 試料番号 1)で は陸生珪藻が

多 く産出したことから、しばしば乾燥した状態にあったと考えられる。また、本試料からは、 ミズ

アオイ属、サンショウモ、イボクサ属等の花粉や、植物プランク トンの一種であるクンショウモ属

等が検出された。これらは、水田などを含む浅い沼沢域に生育する分類群であり、珪藻化石群集か

ら推定される水域環境を支持する結果と言える。

(2)古植生

SD003埋積物下部 (3地 点 試料番号3下部)よ り検 出されたイネの穎 は、370± 30yrBP
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(calAD l,455-calAD l,618)と いう値を示 した。この結果を参考とすると、SD003お よび遺構下

部の堆積物の年代は15世紀中葉～ 17世紀前半頃と推定される。

SD003埋積物下部より検出された種実遺体群は、試料番号3下部試料では、イネの頴が多量検出

されたほか、ソバ、シソ属、メロン類などの栽培植物が確認された。また、同上部試料では、草本

類を主体 とし、ヒルムシロ属、イボクサ属、ホンクサ属、テンツキ属、ボントクタデ、 ミゾソバ、

タカサブロウなどの浅い沼沢域や湿つた場所に生育する種類が多 く検出された。また、イネ科やカ

ヤツリグサ科、ギシギシ属、ナデシヨ科、ヒユ科などの明るく開けた場所に生育する人里植物を含

む分類群は、上 。下部試料より比較的多 く検出された。これらの産状から、中世～近世初頭頃の溝

周辺には、イネ科、カヤツリグサ科、ギシギシ属、ナデンコ科、ヒユ科、ヨモギ属などの人里植物

からなる草地が分布し、タニウツギ属やイボタノキ属、クロウメモ ドキ科などの低木類 も生育して

いたと推定される。SD003埋積物下部 (3地点 試料番号3上部)か ら検出された昆虫遺体は、草

地や林縁に生育する種類が多 く、上記した推定される周辺植生と調和的である。

一方、木本類は、溝周辺は上記した花粉や種実の産状から車地的環境と推定されたことから、周

囲の河畔・低地林や後背の丘陵や山地の森林植生を反映していると推定される。花粉化石群集をみ

ると、マツ属の割合が高い。マツ属は、痩地でも生育可能であることから、砂丘などの海岸沿いに

生育する。この他、代替植生としての二次林や成長が早 く有用材としても利用可能であることから

植林される種類である。本遺跡周辺における中世の花粉化石の産出傾向 (田 中 。千葉 2007)な ど

を参考とすると、マツ属の多産は二次林や植林などを反映している可能性がある。次いで多 く検出

された、コナラ亜属やブナ属は落葉広葉樹林の主要な種類であることから、周辺の山地 。丘陵を中

心とした土地条件が安定した場所に森林を構成していたと考えられる。ヨナラ亜属には雑木林を構

成するコナラや、低地に生育可能なクヌギなども含まれるため、二次林に由来するものも含まれる

と考えられる。この他に、河畔 。湿地林 (低地林)を構成する種類としてハンノキ属やニレ属―ケ

ヤキ属など産出したが、その産出状況は低率であつた。後述する栽培種に由来する微化石や大型植

物遺体の産状、炭化材の同定結果を考慮すると、周囲の低湿地部の開発などによりこれらの林分が

減少 していた可能性や、これらの林分より樹木を伐採・利用していたことが想定される。

(3)植物利用

SD003試料からは、栽培種のイネ属およびソバ属、栽培種を含むアズキ属やアブラナ科の花粉、

植物珪酸体ではイネ属の葉部や穎に由来する珪酸体や珪化組織片、さらに、多量のイネの頴のほか、

ソバ、シソ属、メロン類などの種実が検出された。

SD003試料については、稲籾が試料番号3下部より多量検出されたことや、イネ属の花粉は花の

構造上頴の中に相当数残存する (中 村 1980b)こ とから、検出されたイネ属花粉化石の多 くは、

頴の中に残存していたものに由来する可能性がある。また、イネ属の葉部に形成される珪酸体含量

は、試料番号1の機動細胞珪酸体が約8,100個 /g、 試料番号3-1が約6,400個たと、水田跡で安定し

た稲作が行われたとする目安である機動細胞珪酸体5,000個/g(杉山 2000)を上回ることや、イ

ネの頴や葉部に由来する珪酸体や組織片が多く検出される状況から、埋積物中には籾殻のほかイネ

の植物体 (稲藁など)力 S混入していたと推定される。なお、多量検出されたイネの穎には、炭化し

た状態のものと未炭化の状態のものが確認された。

また、SD012試料 (1地点 試料番号9。 10)に おいても、イネ属花粉およびイネの穎や葉部に

由来する珪酸体や組織片、ソバ属、アブラナ科の花粉が検出された。イネ属機動細胞珪酸体含量は、
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黒色シル ト～粘土 (試料番号9)カミ約2.2万個た、灰色シル ト～粘土 (試料番号10)が約2.1万個/

gと 、SD003の それよりも高い。また、花粉分析の残澄中に多 く認められた微粒炭にはイネ科等に

由来するものも含まれていたことから、植物体の混入の程度や保存状況はSD003と 異なっていた

と考えられる。

SD003お よびSD012試料におけるイネ属の産状を考慮すると、イネの植物体 (稲藁、籾殻など)

の資材としての利用や廃棄などが推定される。また、イネ属をはじめとして、ソバゃンソ属、メロ

ン類などの種実が検出されたことから、これらの栽培種の利用や周辺域における栽培の可能性が窺

われる。なお、アズキ属やアブラナ科については、栽培種に由来する可能性もあるが、花粉化石の

形態から野生種と栽培種との区別は困難である。

Ⅱ.木製品

1.試料

試料は、SD007か ら出上 した円盤状を呈する木製品 (試料番号 1)と 、SK012か ら出土した弓

状を呈する木製品 (試料番号2)、 SX001か ら出土した連歯下駄 (試料番号3)の 3点である。

2.分析結果

結果を第9図 に示す。木製品は針葉樹 1分類群 (マ キ属)と 広葉樹2分類群 (ケヤキ。タカノツメ)

に同定された。以下に、各分類群の解剖学的特徴等を記す。

・マキ属 (及力牧DψLrs)マキ科

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。樹脂細胞が早材部から晩材部にかけて認められる。

放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔は保存が悪 く観察できない。放射組織は単列、 1-5

細胞高。

・ケヤキ ZeFko昭 ♂9rrpヵ (Thunb.)MakinO)三 レ科ケヤキ属

環孔材で、孔圏部はほぼ1列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、塊状に複合して接線・斜方向

に紋様状あるいは帯状に配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は

交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、1-6細胞幅、 1-50細胞

高。放射組織の上下縁辺部を中心に結晶細胞が認められる。

・タカノツメ ¢ラリ途opぬと豚力刀οレ,ヵδ(Sieb.et zucc.)Nakai)ウ コギ科タカノツメ属

環孔材で、孔圏部は接線方向に疎な1列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち、2～ 4個が放射方向、

斜方向等に複合して配列し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互

状に配列する。放射組織は異性、1-3細胞幅、卜20細胞高。

4.考察

円盤状木製品 (試料番号 1)イま、いわゆる割物であり、広葉樹のケヤキであつた。ケヤキは、重

硬で強度 。耐朽性が高い材質を有する。富山県内の割物の調査事例は、縄文～弥生時代の資料が中

心であり古代以降の資料はほとんどなく、木材利用状況は不明である。今回の結果から少なくとも

ケヤキが利用されていたことが推定される。

弓状木製品 (試料番号2)イま、弧状を呈する芯持丸木であり、針葉樹のマキ属が利用されている。

マキ属は、強靱で強度 。耐水性が高い材質を有する。富山県内では、水橋金広 。中馬場遺跡 (富 山
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市)から出土 した古代～中世の弓状木製品がイヌマキ (マキ属)に 同定された事例 (株式会社吉田

生物研究所 2006)がある。

下駄 (試料番号3)イよ、台と歯を一木で作る連歯下駄であり、落葉広葉樹のタカノツメが利用さ

れている。タカノツメは、軽軟な部類に入 り、加工は容易であるが、割裂 しやすい。富山県内で

は、中世を中心に多 くの下駄について樹種同定が行われている (長谷川・塚本 1996a,1996b・ 元

興寺文化財研究所 1998・ 2002・ パ リノ・サーヴェイ株式会社 2004・ 株式会社吉田生物研究所

2006な ど)。 これらの下駄には、針葉樹の複維管束亜属 (アカマツ・クロマツ)、 モ ミ属、スギ、

ヒノキ、広葉樹のサワグルミ、ケヤキ、カツラ、サイカチ、カエデ属、キリ等の様々な材質の木材

が利用されている。タカノツメについては、過去の調査事例では確認できなかつたが、今回の結果

から不J用が指摘される。

Ⅲ.金属遺物

1.試料および分析方法

試料は、仏具とされる花瓶 (SK066 X=1l Y=70金 属製品 H20.10.31)1点 である。本試料は、

非破壊を前提とした材質調査を目的としたことから、試料はクリーニング処理や錆 (腐食生成物)

の除去を行わず調査に供する。材質調査に用いた装置は、セイコーインスツルメンツ (株)製エネ

ルギー分散型蛍光X線分析装置 (SEA2120L)で ある。

得られた特性X線スペク トルは元素定性を実施した後、FP法 (フ ァンダメンタルパラメーター法、

以下、FP法)を用いたスタンダー ドレス分析により定量演算を行い、相対含有率 (質量%)を求める。

なお、算出された結果は半定量的なものであるため、結果の評価には注意する必要がある。本調査

における測定条件を以下に示す。

測定装置 :SEA2120L 雰囲気 :大気       管球ターゲット元素:Rh

励起電圧 (kVl:50   コリメータ:φ 10,Omm  管電流 (μ A):自 動設定

フィルター :な し    測定時間 (秒):300   マイラー iOFF

2.分析結果および考察

FPに より求めた元素分析結果を第 10図、測定箇所を第 11図、蛍光X線スペク トルを第 12図示す。

金属製品の元素分析によつて得られた主要元素はCu(銅 )、 Sn(錫 )、 Pb(鉛)であり、他にFe(鉄 )、

As(ヒ 素 )、 Sb(ア ンチモン)、 Ag(銀 )、 Bi(ビスマス)が検出されている。これら検出元素の

相対含有率によれば、測定箇所により多少のばらつきがあるが、およそ銅が41%、 錫が41%、 鉛

が6%程度の平均組成を示すことから、鉛入 り青銅製 (Cu_sn― Pb合金)と 判断される。

第 10図 元素分析結果

測定No Cu Sn pb Fe 偽 Sb AR Bi

1 4530 3738 624 288 661 023 057 079
2 3739 4461 660 305 650 023 074 089
3 4170 4073 618 296 660 034 065 034
4 4091 4226 624 2 10 663 036 0,72 079

平均値 4133 41.25 6.32 275 659 029 067 083
(単位 :�%)
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第12図  蛍光X線スペク トル
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第13図  珪藻化石
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第15図 植物珪酸体

騨 2 3   4二   5

鮮
　
　
ガ

′
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(卜 6)

1イ ネ属短細胞列(SD012;9)
2チゴザサ属短細胞珪酸体(SD012,9)
3ネザサ節短細胞珪酸体(SD003;3-1)
4ヨ ン属短細胞珪酸体(SD012;9)
5コ ブナグサ属短細胞珪酸体(SD012,9)
6ススキ属短細胞珪酸体(SD012;9)
7イ ネ属機動細胞珪酸体(SD012;9)
8イ ネ属機動細胞列(SD012:9)
9イ ネ属穎珪酸体(SD012,9)

10,ネザサ節機動細胞珪酸体(SDO03;3-1)
H ヨシ属機動細胞珪酸体(SD012;9)
12ウ ンクサ属機動細胞珪酸体(SD012,9)

(7-12)
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寧    a 攣

5b

銭

‐ ８

1ケヤマウコギ近似種 核(SD003,3下部) 2タ ニウツギ属 種子(SD003i3下部)

3 ヒルムシロ属 果実(SD300;3上部)   4 ミズアオイ属?種子(SD003;3上部)

5イ ボクサ 種子(SD003;3上部)     6ホ ンクサ属 種子(SD003;3上部)

7.イ ネ 胚乳(SD003;3下部)       8イ ネ 穎(SD003,3下部)

9エノコログサ属 果実(SD003,3下部) 10イ ネ科 果実(SD003;3上部)

11テ ンツキ属 果実(SD003,3下部)   12ホ タルイ属 果実(SD003;3下部)

13カ ヤツリグサ科 果実(SD003;3上部) 14ギ シギシ属 花被(SD003;3上部)

15ギシギシ属 果実(SD003;3上部)   16ボ ントクタデ近似種 果実(SD003,3下部)

17.ミ ゾソバ近似種 果実(SDO03,3上部) 18タ デ属 果実(SD003,3上部)

19ソバ 果実(SD003;3下部)      20ス ベリヒユ科 種子(SD003,3上部)

21ナデンコ科 種子(SD003,3下部)   22ア カザ科 種子(SD003;3上部)

23ヒ ユ科 種子(SD003,3下部)     24ア ブラナ科 種子(SD003i3上部)

25キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイチゴ属 核(SD003,3下部)

26ス ミレ属 種子(SD003;3上部)    27メ ロン類(モモルディカメロン型)種子(SD003i3下部)

28ア リノトウグサ 核(SD005,3下部)  29チ ドメグサ属 果実(SD003,3下部)

30セ リ科 果実(SD005,3上部)     31 シソ属 果実(SD003;3下部)

32イ ヌコウジユ属 果実(SD003;3下部) 33.ケ カサブロウ 果実(SD003;3下部)

34キク科 果実(SDO03;3上部)

第16図  種実遺体
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第 17図  木材

1,マキ属 (試料番号2)

2ケヤキ (試料番号 1)

3タカノツメ(試料番号3)

a:木口,b:柾 目,c:板 目

■■■■■■ 300μ m:2-3a

200μ m:la,2-3b,c

100μ m:lb,c
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第18図 炭化材
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第5章 総括

今回の調査は住宅団地建設予定地の道路部分 という限定された範囲ではあつたが、古代 。中世の

多 くの遺構・遺物を検出することができた。以下に今回の調査成果について簡単に総括してお く。

(1)遺構について

今回の調査で出上 した最も古い時代の遺物は縄文時代の石器であるが、縄文時代の遺構は検出さ

れていない。また弥生・古墳時代の遺物 も微量が散見できる程度で、遺構 も伴つていない。今回の

調査で確実に遺構が確認できるのは古代以降である。とくに本調査地の北西側に位置する平成 7・

8年度調査地では、奈良 。平安時代の大規模な掘立柱建物群がみつかってお り、地方官衛 (郡衡 )

としての性格が付与されている。一方今回の調査では、前回調査地 とは対照的に古代の時期に比定

できる遺構はわずかしか認められない。井戸跡SE001・ 002がその典型であるが、これに伴 う建

物群は調査面積の制約 もあり確認できていない。井戸の時期は平安時代前期に比定されるが、井戸

枠の残存 もな く、 また祭祀的遺物の出土 も認められない。このことからも今回の調査地付近では

古代の遺構がやや希薄になつている様相を明快に窺うことができる。一方前回調査とは異なり、今

回の調査では中世の遺構 。遺物が比較的多 く検出されている。とくに第1調査区SD014や SD013、

SD016、 第2調査区SD005・ 007・ 015、 第4調査区SD011な ど 「L」 字状や 「コ」字状に屈曲す

る規模の大きな溝が多 くみつかつている。これらの溝群は出土遺物からも中世後期が中心となる時

代が想定される。SD0031こ ついては、放射性炭素年代測定で も中世後期 との分析結果が出ている。

屋敷地跡を方形ないし長方形に区画する溝の一部である可能性が指摘できる。ただし前述のように

調査面積の制約から屋敷地の規模や単位を明確に把握するには至らなかったのは残念である。また

溝群の規模からみても大規模な中世城館に伴う堀 とは考えられず、あくまで中世の屋敷地を区画す

る溝群 と捉えるべき性格のものであろう。同種の溝囲いの屋敷地跡は、道場 I遺跡や任海宮田遺跡

などでも見つかつてお り、時期的にも概ね整合 し得るものと考えられる。このような中世遺構の検

出は米田大覚遺跡では今回が初見であり、古代の官衛的建物群 と並び今後の周辺部での調査の進展

が大いに期待される。 (資料6。 9) (森 )

(2)出土遺物について

縄文石器 と越中瀬戸や盾津など近世以降の陶磁器を除 くと、出土遺物はほぼ古代・中世の2時期

に限定される。

まず古代では土師器、須恵器が出土遺物の主体を占める。このなかでまず言及すべき遺物として

は墨書土器があげられるものの、数点が散見できる程度で、前回調査地の200点 にはとても数量で

は及ばない。一方破片ながら東海系灰釉陶器とともに近江系緑釉陶器の破片が出上している。とく

に近江系緑釉陶器の富山県下での出土は少なく貴重な知見であるといえる。

ついで中世の遺物としては中世土師器、珠洲の出上が多く、これに中国陶磁や瀬戸美濃の施釉陶

器、瓦質土器、越前などの焼物が加わる。このうち中世土師器では14～ 15世紀代におさまる時

期のものが多い。また珠洲では吉岡編年のⅢ～Ⅳ期、とくにⅣ期のものが多 く、 H期以前に遡る時

期のものは少ない。中国陶磁では蓮弁を有する龍泉窯系青磁 Hb類が散見されるほか、時期の降る

Ⅳ類碗の底部破片なども出上している。ただし全体に陶磁器類はそう多くはなく、またその組成も

それほど豊かではない。
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(銅製花瓶〉陶磁器ではないがSK066か ら出上した銅製花瓶はとくに注目できる遺物である。こ

の花瓶は胴部と腰部の境で二つに割れてしまっているが、それを除けば大きな変形もなくほぼ完存

であると言える。そこでこの花瓶について以下に若干の検討を加え、出土遺物の項のまとめとした

い。

まずこの花瓶 という器種であるが、本例が示すような銅製花瓶とは基本的に仏器の一器種であり、

「三具足」の一つを構成するものである。仏の供養具の主なものは、花を挿 して供える立花器であ

る花瓶・香をた くための香炉・明か りをともすための燭台の三種類あり、これらをまとめて三具足

と呼ぶ。仏前の前机に配置されることが多 く、仏教諸宗派に共通してこの三具足が最 も基本的な供

養具とされている。また中央に香炉を置き、花瓶 と燭台を左右一対に置いて五具足 と呼ぶこともあ

る。起源はインドの香水を入れる宝瓶であると言われる。『―字奇特仏頂経』(巻上)に「掲刺除 (瓶 )

を安 じ、水を盛 り、諸の種子及び薬を盛 り」、『大 日経疏』 (第 8)イこ「迦羅舎 (瓶 )は諸種の宝薬

を容れ、その口に宝華を挿す」 と宝瓶について記述があるが、宝瓶に華を挿 して供養するとは書か

れていない。したがって、本来は立花器ではなかったと考えられる。『大日経疏』 (第8)の 「その

口に宝華を挿す」とは、宝瓶の水に香の粉末等を入れても時間とともに香 りが抜けてしまい、それ

を少 しでも防ぐために運華等を挿すことによって瓶の口を覆つて栓をするという意味である。花瓶

は、宝瓶が何時の間にか本来の目的を離れて花を挿すことに注目され、供花の器に転用されたもの

だと言われている。花瓶には時花として四季折々の生花か、常花として造花が挿される。花瓶は「亜

字形花瓶」 と「徳利形花瓶」の2種類が主流である。亜字形は口が広 く、胴部が膨 らみ、頸部と腰

部が細 く、ちょうど漢字の 「亜」の形に似ているのでこの名で呼ばれる。徳利形は細長い頸部に胴

部は下膨れで、つ まり徳利の下に低い高台がついている形である。

今回の調査で見つかつたものはalA形 と呼ばれる形である。胴部は俵型で、頸部から口縁部がラッ

パ形に開 く形態である。近隣での比較事例 としては富山市内の中名 I,V遺跡から、変形 している

が亜字形 と判断される銅製花瓶が出上 している。

また任海宮田遺跡では花瓶ではないが同じ三具

足のひ とつである銅製の燭台が出上 している。

その形態は今回の調査で見つかつた花瓶 とよく

似ている。この燭台が三具足 として揃つていた

ならば、その花瓶は今回の調査で見つかつた花

瓶 と同形の可能性がある。県外では石川県の自

山橋遺跡では、墓地の隅から銅製の三具足が見

つかっている (第 19図 )。 この遺跡では徳利形

と飢形の二つが見つかつている。飢形のものは

今回の調査で見つかつた ものと同類である。ま

た燭台は、任海宮田遺跡出上のものと同類であ

る。この三具足は、見つかつた場所から墓地で

何 らかの仏教儀式が行われ、それに使われたと

考 えられる。 また同県加賀市の分校C遺跡から

もAIA形 の銅製花瓶が見つかつている。また新潟

県で も上越市の木崎山遺跡から銅製の花瓶が見

第 19図 銅製花瓶関連資料

1 白山橋遺跡出土燭台      2白 山橋遺跡出土飢形花瓶

3白山橋遺跡出土徳利形花瓶   4任 海宮田遺跡出土燭台

5中名 IoV遺跡出土亜字形花瓶  6亜 字形花瓶図
7米国大覚遺跡出土花瓶

丞

舗
禦
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つかっている。

今回の米田大覚遺跡の調査では、この花瓶以外には仏教関連の遺物は板碑 と五輪塔の一部が見つ

かっている。ただ、花瓶 と板碑・五輪塔の出土遺構は離れてお り、関連性があると断言することは

できない。花瓶の胴部 と脚部の仕切 り板には、仏の形を線彫 りした銅板を転用している。転用され

る前はこの銅板自体が信仰の対象 として用いられていた可能性 も高いので、それを転用している花

瓶は多少特別なものとして扱われたか もしれない。花瓶はSK066の 中心部から出上 している。こ

の上坑からの出土遺物は花瓶のみである。二つに割れたからと破棄 した可能性 もあるが、花瓶 と同

時に破棄されたものが何 も見つかつていないことから、何 らかの作為があつてこの上坑の中央に埋

められたのではないかと考えたい。今回の調査では中世後期の屋敷地と考えられる遺構はみつかつ

ているものの、いまのところ中世寺院の存在を示す積極的な遺構には乏 しい状況である。前述の中

名 IoV遺跡や任海宮田遺跡でも寺院跡は検出されていない。このことからやや乱暴ながら寺や墓

など特別な場だけでな く、屋敷地を有するような階層の人々で も、このような銅製花瓶を日常的

に使用 し常に仏教 と接する場があったことを想定 しておきたい。 (資料 1・ 2・ 5・ 6・ 7・ 8。 10。

11・ 12。 14) (田邊 )

(3)遺跡について

遺構の頂でも触れたように、今回の調査では平成7・ 8年度調査地で検出された官衛的建物群の

中心からはややはずれた位置にあるものと推定される。ただし郡庁建物群は正庁や正倉といった中

核的な建物以外にも御厨や郡司館その他多数の関連施設を擁しており、これらの建物群は広い地域

に展開する場合も想定される。このことから本調査地での古代遺構の密度が低いからと言つて、調

査地より南側あるいは北側に古代の建物群がまったく分布しないとは言い切れない。 (第20図)こ

れらの地域での遺構の有無については、今後の調査で徐々に埋めていくしかないのが実情であろう。

中世後期の屋敷地跡については、これらの屋敷地の居住者を推定できる文献史料には乏しい。そ

のなかでも唯一知られる荘園名は「米田保」である。大山喬平作成『富山県史通史編 H中世』(資料4)

において南北朝時代に初見される荘園として本郷氏米田保が挙げられているほか、高森邦夫・伊藤

克江作成の 「越中の荘園地図」 (資料3)で も同様の記載がみられる。時期的に見ても本調査地の

屋敷地跡の時期と整合する面もみられることから、今後 「米田保」との絡みで本調査地の屋敷地跡

をどう評価 してい くかが大きな問題 となろう。

古代

(森 )

第20図  時期別遺構図
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米田大覚遺跡報告書掲載土器一覧

遺物
蒸 尋 出土地点 図版

番号
種 別 器種 時代

日径

(cm) 縞
ｍ

降
ｍ

笥百倫

(cm)
胎 土 焼 成 色調 残存率 偏 考

SE00 古 代 自角 粒 や や 多 く含 礎 明灰 負 ]/10 冥付

SE001 須恵器 蓋 古代 126 砂粒わずかに含 艮
内・暗茶褐色
外・明黄白色

]/10 果付着

003 SE001 須恵器 蓋 古代 130 自色粒、黒色粒少量含 良
困。日旨灰色
外・暗青灰色

口縁部破片

004 SE00] 1 杯 B 占 1 140 100 白角 締 わず か に合 窟 陪音 灰 負 A而うす(灰が被る
005 SE00 須恵器 杯 B 古べ 102 災日色 粒少 量含 明及 色 医部 のみ

SE00 須恵 器 杯 B 古 代 122 82 自色 泣 やや 多 く合 農 明言 灰 角

007 SE00 1 須 東繋 蓄 古 代 砂粒少量含 良 明貴灰色 破 片

」二巳巾電き 称 B 百 代 62 自色 紅 わす か に含 明 余 灰 巴 ∃
`1/6SE001 杯 B 古 代 64 微砂 合 窟 晴灰色 言台3/4～休部下付 ]/2

0 SE001 須恵器 横瓶 古代 118 白色粒やや多く含 良 界:悟喜蟹雹  | 口縁部1/2

SE00 一里 古 代 113 白角 粒 わず か に含 台のみ

2 SE00 2 須恵器 古代 白色粒少量含 艮
1寮

:電疫雹 底部1/2

SL00 須 思器 百 十 日色粒 をわす か に含 1明灰色 ]縁音悟1/8
4 SE001 土 師器 杯 A 古 代 116 54 2/8 司転 糸切 り

SE00 2 土師器 杯 A 古代 Iク 0 41 2/3 」転糸t/Jり 、困血赤彩
6 SE00 2 皿 古 代 灰色 貞郡 IfE片

017 SEOC 2 十師器 杯 A 古 代 5ク 微 白色粒・雲母少量含 嵐部のみ

8 土 目巾器 杯 A 百 十 聖母 あず hヽ

「

合 1暗褐色 の み |ナ冥
9 2 杯 A 古 代 72 負締 や や Z(合 1暗灰色 寅稲 ]/2 司転 糸切 り

020 SE001 土師器 甕 首 代 134 白色粒わずかに合 良 口縁部 ]/8 外面煤付着

021 SE001 土師器 甕 古 代 136 白色粒少量含 良
内・暗褐灰色
外・明黄白色

口縁部v7 外面煤付着

SE002 2 循 蕉熙 林 A 苦 代 1211 r15 80
SE002 2 杯 A 130 37 敷砂 ひ ヨ含 淡灰茶色 2/3

024 SEO02 2 須煮器 杯 占 代 186 徴綿 ～ 1 0mm秒締合 不 良 コ緑書ほ～依 郎下什 ]/5

025 SE002 須恵器 杯 吉代 168 自色粒やや多 く合 良 口縁部]/7 外面 自然釉

SE002 杯 B 古 代

`紹

～ 1 0mm砂約合 1暗灰褐色 雪台 1/2
027 SE002 2 須恵器 杯 B 古代 8Z5 淑υ 少量含 台部イ寸近2/3
028 SE002 杯 B 古 代 36 72 微細 ～ 2 0mm砂 粒 含 不良 1/4
029 2 須蕉 器 杯 B 古 代 84 敷細～ 1 0mm砂粒含 良 1暗灰色 葛台～体部下位2/3
030 SL002 」L日巾名善 称 B 百 代 敦抄 少量含 十のみ

SE002 土師器 杯 B 古 代 74 雲母やや多く合 良
1界層奄褒自 |

貞部のみ

032 SE002 2 土師器 杯 古代 放υ 含 ヨ縁部～体部1/

033 SE002 土師器 杯 茶掲色 ]緑部 ～体 部下位 ]/5

034 SE002 土師器 杯 古代 128 微細～2 0mm砂粒含 艮 界埋g色
   | 口縁部～体部下位V5 一部煤付着

035 SE002 土師器 杯 古代 142 微砂含 良
黒褐色
胎土・淡黄灰色

口縁部～体部下位 ]/8

十師器 杯 A 古 代 134 41 炒粒やや多 く含 1 司転 糸切 り

037 SE002 」二日巾著 称 A 百 代 42 敷細 ～ 2 0mm砂粒 含 茶黄色 1切 9
SE002 土 | 杯 A 古 代 158 47 明橙 自色 到転 糸切

SE002 土師器 杯 A 古代 54 敦砂 少重 含 巨]`―晋b欠娘～体日
`―

晋b

040 SE002 杯 A 古 代 徴砂 少置 含 明橙色 罠部 1/3 騒糸切 り

041 SEO02 黒待 十黒 杯 古 代 ら 4 微砂少量、3 0mm礫 含 不 良 淡橙色 貞部～体部下位V4 司転 糸切 り

042 SL002 」二日巾ぞき 朴 A 百 代 55 敷砂 含 体日

`中

位 1/2 り

043 SE002 土 師器 杯 A 古 代 虞部 1/2～休 害電一部 司転 糸切 り

044 SE002 須 患器 林 A 百 代 4b 放砂 含 氏部 1/2 切 り

045 SE002 上 師器 杯 A 古 代 52 徴砂 含 ぶい黄橙色 貞gE1/2 医糸切 り

046 SE002 2 十製 品 十 緬 古 代 「覇両覇百可 1/3

047 SE002 土 製 品 土 錘 百 代 完形 720o
048 十製 品 十 領 古 代 徴絹 ～ Om耐 締合 1/4

049 SE002 」L日市
'

甕 百 代 220 にぶい黄橙色
SX00 吾 古 代 徴網 らmm砂粁合 不良 コ緑祁 ～ 天ヰ 部 1/6

SX00 須恵器 蓋 古代 反片

052 SX00 古 代 文砂 少 昌合 灰 色 ユ片

053 SX00 a 須 蕉 器 著 古 代 198 微砂少量含 普通 淡黄灰色

054 SX00 須 百 代 跛砂 少 量含 つまみ2/3～天丼部―DH`

055 SX00 杯 古 代 微砂 合 灰色 寅部 1/4
SX00 須 患器 林 百 代 1 0mm黒色紅含 蛋部 1/4

057 SX00 古 代 微砂 少 昌含 不良 淡灰茶色 貞部 付 折 1/4
SX001 3 十肺黒 賽 古 代 ヨ縁部破片

SX001 3 土 師器 杯 古 代 144 箆砂 含 不艮 淡黄灰色 コ縁音Б1/8
SX001 須 煮黒 不 明 古 代 不 良 政片 漆修 合 あ り

SX001 弥生土器 高 杯 弥 生 05～ 1 0mm砂粒含 不良
内・淡責橙色
外・橙色

口縁部破片

062 SX00 3 土師器 奪 古 代 35～ 1 0mm砂締合 不良 ヨ緑 部催 片

063 SX00] 瀬戸美濃 VE 中世 密 良 床部下位1/4 天 目

064 SX001 瀬戸美濃 碗 中世 微細～1 0mm砂粒含 良
素地・白黄色
釉・黒褐色

口縁部破片 天 目

SX001 3 越前 矯鉢 中世 290 微砂少量合 艮 口縁部～体部上位1/8

SX00 3 土師器 皿 中 世 D5～ 1 0mm赤角粒若千含
067 SX00] 十師黒 皿 中 世 倣砂少量含 普 通 1挙g

068 SX00 3 土 帥器 皿 中世 100 跛組 ～ 0 5mm砂 粒含 灰黄色 片

069 SX00 3 土師器 杯 中世 92 微砂 君 平合 不良 淡責色 確 片 Z4類
070 SX00 3 土帥器 皿 申世 100 倣砂 少 量含 Z4類
07] SX00 3 皿 中世 微組 ～ 10m耐 瀞 少畳 含 普通 浅黄橙色 Z4:

072 SX00 3 瀬戸美濃 皿 中世 微砂合 艮 霜戦紳
|

灰釉

073 SX001 瀬戸美濃 皿 中世 微砂含 良
素地・浅黄灰色
舶・苦 緑 0 葛台1/4 灰和

074 SX001 青磁 碗 中世 49 微砂少量含 良
素地・灰 自色
� 。

「

婦魯 喜台1/2 二次加工品
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物

号

遺
番 出土地点

凶
番 種別 器種 時代 昨師

歳 両

(cm)

は 偉

(cm)

両百 ff

(cm)
胎 土 焼 成 色調 残存率 備考

075 SX001 1 吉 代 05～ 10m耐泣含 不 良 明着 搭 色 □緑部破片
SX001 l 中 世 92～ 1 0mm砂 粒含 良 暗灰色 体部上位 ]/8

077 SX001 ] 須恵 器 阪紗 多 く含 不 艮 婚灰 色 口縁 部 ～ 属部 1/6
SX001 1 珠 洲 宿 慾 微 41TR～0 5mm砂締 合 青灰 角

079 SX00 I 妹 洲 眉 鉢 申 但 10 子炊 色 医部付 近 1/4

SX001 1 珠 洲 禾褐 色 釉 少昌 含 良 を灰色 破 片

SX001 茨 洲 精 鉄 中 世 倣細～ 1 0mm砂 粒含 良 暗青灰色 跛片

SD013 珠洲,

幻期 ロエ

円盤
中世 微砂含 良 灰 色 完形 188g

SK001 十師器 杯 古 代 495 不 自 溌音 灰行 司転 糸 切 り

SK002 3 土 帥 器 皿 申 但 rz 倣砂 少量 含 晋 追 湧貢 橙 色 31類
085 SK002 上 師 器 皿 中 世 95 22 罠 色 口緑部 一 部 賃橿 B]類

SK003 密 煮 器 杯 B 古 代 62 不 良 暗灰色 高台のみ 1/3
087 SK003 土 帥 器 杯 A 百 代 50 不 艮 橙 色

088 SK003 施和陶器 皿 中世 84 微砂含 良
素 地・灰 自色 釉
郭 腑 白 毎 回縁部1/5 灰和

089 3 須 思器 林 LS 百 代 登色 翁付近 1/4
090 土 師器 杯 A 古 代 微砂 含 淡灰 角 :きБのみ1/2 回 転 糸 切 ℃

SK004 ] 十冑而界 奉 古 代 1 0mm以下砂粒含 良 炎黄橙色 貞部のみ

092 SK004 土 BHl器 杯 古 代 こぶ い 1登色 ]縁部1/10
十師 器 審 古 代 52 敷砂 合 不 窟 分椿 角 寅喜日1/2 栄雨 媒 付 着

SK004 土 F 甕 百 代 炎貢 灰 色 蛋詈b1/4 外面煤付着

SK004 〓甲 古 代 189 β 更茶 角 ヨ緑郡1/10 内面 自然 釉

096 SK004 土師器 甕 苦 代 放砂少量含 艮 黄灰色 皮片

SK004 土師器 古 代 罠 炎橙 日色 ]緻部破 片

SK004 l 十師器 審 吉代 徴砂 少昌 合 向 を着灰角 コ緑部付J千 1/8

099 」三日巾宅; 甕 占代 艮 明貢 橙 色 ヨ縁吾悟1/6
SK004 土型 品 土 錐 占代

`細

～ 2 0mm砂 締 合 農 雪灰角 |一部 貨福

] 青磁 碗 中世 144 微砂合 艮
索地・凌奈次色
磁・緑灰色

口縁部付近1/10

SK004 珠 洲 福 鉢 中 世 敦砂 少 Ξ 含 良 獣青 灰色 ]縁部 付 近 1/8
術蕉 器 林 B 吉 代 放砂含 8 悟灰色 雪台 ]/8～依部中侍 1/6 栄而 隆 灰 自然 榊

SD0 須 恵器 蓋 百 代 色 /7、 つまみ晃形
SD0 杯 B 占 代 自 更負 雪台部 1/4

SDO 5 珠 洲 撞 鉢 中世 ZZ 火色 貞部～体部下位v2
7 SDO 上 師怒 杯 A 不 農 懸灰 楊 色 貞音Б2/3 回 転 糸 切 り

SDC 5 十師 f妥 杯 A 中 世 敦細～0 5mm砂粒含 普通 完黄橙色 放片

SK006 土 酎 杯 A 285 敦嗣 ～ 1 5mm砂 粒 含 電自色 ～灰 色

0 須 薦 杯 B 古 代 116 4 2tS 徴細 ～ 10m耐 締 合 自 倍反茶 角 1

1 SK006 須 薦 一里 百 代 盾炊 色 ヨ縁部]/]0
土 師器 皿 敦砂 少目 含 言 橋 角 回緑 部 慎 付 着 Bl

8 SK006 土師器 m 中 世 敦砂少量含 普通 曳黄橙色 口縁部煤付着・Bl寿

皿 中 世 敷砂 少重 含 罠 雷 橙 色 Bl獣潤
5 SKO06 十師 器 皿 徴秒 み 昌合 自 雪椿 角 1/4

6 SK007 須恵器 甕 古代 砂粒やや多 く合 良
潟・明灰
米・暗灰

口縁部破片

7 SK007 須 東 器 杯 A 古 代 砂約 や や Z〈 合 自 調灰負 1/4
SK007 須恵器 杯 B 古代 ]14 敦日色 粒 少 量 含 吹 色 1/3

SK008 吾 古 代 104 自色砂 粗 少 雪 含 農 雷灰 色

SK008 十師界 皿 中 世 72 18 44 敷砂含 良 にぶい黄橙色 葬形 同 蘇 糸切 り・K麺

1 SK009 土 帥器 杯 B 百 代 62 敦砂 含 艮 明橙 色 部 のみ 内 lel示彩

0 須 煮器 杯 B 古 代 74 35～ 1 0mm砂締合 窟 鴻反音 角 喜合紹 1/3

須 思 器 林 A 百 代 敦砂 少 量 含 不 艮 及質 色 ヨ縁部 1/2欠損 重ね焼 き痕 あ り

24 須 煮器 語 古 イ 154 徴細 ～ 1 0mm砂約 合 窟 更言 角 コ緑郡 ～ 天 非部 1/8
SKO] 須恵器 林 R 古 代 74 ]mm程 白色砂粒やや多 く合 艮 凋灰 白色 哀部のみ

SK0 土帥 器 皿 中 世 23 敦砂 少 置 含 良 百 橙 色 Bl致塩
SK014 十師 器 審 古 代 D5～ 1 0mnI砂約 霧 《合 窟 Bq音椿 fb 俺 貯

SK0 林 B 百 代 敏砂 多 く含 不 艮 淡貢 自色 台付近 1/4
SK0 土 | 皿 中 世 剛 少 畳 合 普 涌 字音 精 角 Bl類
SK0 上師器 皿 中世 88 賊砂 少量 含 艮 男褐 炊 色 内面煤付着・Bl類

l 土師器 皿 中 世 禾褐 色 粒 少置 含 罠 椿 色 Bl葵買
十師器 皿 中 ‖ 倣砂少量含 普通 曳黄橙色 Bl類
妹 〃 中 世 3 0mmか ら15 0mm傑含 色 部～体 部下位 1/2弱

十 師 皿 Hコ十 74 微砂 合 普 涌 更音 負 葬形 煙 付 着 Bl類
土 帥 器 皿 申 担 04 ZZ 曳貢 笹 色 Z5類

蒸 古 代 10～30m耐約少昌合 農 更角

SK020 上師器 杯 A 古代 微砂含 艮 甍黄色 套部 1/2弱 回転 糸切 り

SK020 皿 中 担 倣砂 少 言 含 罠 浅琶 橙 色 Bl委賣
SK021 師 器 皿 Hコ十 76 17 赤褐色粒少量含 良 橙 色 F11短

SK022 」二E巾培 皿 中 也 22 示褐 色 粒 含 不 艮 橙 色

] SK023 琴 古 代 146 自 雪椿 fb ]綴科ζ1/8

SK024 妹 洲 宿 郵 申 但 晋 起 電色 ヨ縁部～体部上位 V8
SK025 土 師器 杯 A 中 但 40 10～ 5 0mm赤 掲fb約り 更色 氏部 ～体 部 下位 1/2 回 転 糸 切 り

SK025 須 蕉 器 杯 B 古 代 微砂少量含 良 天色 苛台付近 V2
SK026 上 日巾器 皿 中 担 自色 粒 少 重 含 罠 浅言 橙 色 /4 Z4
SK027 十師器 皿 中TH 僑 窟 8 苦灰角 1

Z81SK027 」L日巾: Illl 申 担 僑艮 艮 明示 褐 色

SK027 土 | 皿 中 担 倍 慶 自 .白 缶 □綴 郡 慎 付 着・Bl

SK027 14 陶器 碗 中世 122 精艮 艮
奈 犯・更 灰 巴

的・暗茶褐色

SK028 土 師器 皿 呵コt 僑 良 堀音 褐色 C6類
SK029 十色市器 皿 中 世 97 22 晴良 良 凋灰黄色 走形 口縁部煤付着・C5類
SK030 上 師 皿 中 世 情 艮 灰褐 色

■ 師 皿 中 世 僑 窟 不 自 死音 揚 缶

SK03 4 土 製 占 土 建 百 代 倣砂 看十 含 晋 通 明貢 褐 色

SK032 14 土 皿 呵コt 僑 β 麦言 灰角 Z4類
SK033 14 土製品 土錘 古代 微砂含 晋 追 凋黄灰色 尤形 163g
SK034 14 古 4 142 倣砂 少 昌含 罠 灰褐 色
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158 SK035 4 龍泉雫形
青磁

碗 中世 精 良 良
茶 理・ 凍 余 灰 日

釉 探 緑色
口縁部破片 Ⅱb類

SK036 十色而熙 llll 倍 慶 罠 Bq示褐& 1/4
SK036 土 Bn器 皿 申 笹 情 艮 良 乳 白色 Bl緬

SK036 土師 器 llll 僑 良 普 通 明赤 褐 色 瞑 付 看 '日 1無

162 SK037 4 土師器 llll 中 世 F16 賠 蔦 窟 閉音 示 負 1/3 Z4類

SK037 4 土 師器 杯 A 古 代 晋 通 明 万 / 回転糸切 り

SK037 4 十師器 甕 古 代 貿砂 若 干含 普 涌 朗言 茶 角

SK038 4 土 帥器 皿 申 世 情良 良 乳 白色 B]緬
SK038 4 土 師器 皿 僑 良 良 明重 褐 色 ナ着・Z4類
SK038 4 上師器 m 中 世 僑 自 β 苗灰負 1/6

SK038 4 土 師器 皿 中 世 精 艮 i色 /

SK039 4 十師器 皿 中 世 僑 慶 者 涌 明養 し誕十

SK039 4 上 訛 皿 申 世 精 艮 良 乳 白色 1/3 F3]緬

171 SK04C 4 杯 B 古 代 77 微 自色粒 含 署灰 褐 色

17, SK040 4 土師器 m 中 ‖ 76 21 倍 専 β 調音 搭 れ

173 SK041 4 珠 洲 摺 鉢 中 世 吹褐 色

174 SK042 4 須 煮器 杯 B 古 代 微 白缶粁 奢 干 含 自 灰褐角 ]/6

SK042 4 土 小 明 百 代 良 良 明黄褐色

SK04こ 4 土 師 皿 中 世 72 僑 良 明貢褐 色 /4

177 SK044 4 土師器 皿 中 世 渚 自 BH音揚角

SK044 4 皿 中 世 84 29 僑艮 史褐 色 35類
179 SK044 4 十師器 皿 中 世 店 自 自 灰 衡 1/3 ;瞑付看・C5

SK045 須 恵 器 百 代 ヨ色粒看十含 良 灰捐色 1/6
SK046 4 零 古 11 5mm以下自色粒若千含 明灰 褐 色 画墨 書

182 SK04/ 4 土製品 土 鍾 古代 徴秒粁 若 千合 普 涌 明昔 褐 負 形 1076o
SK047 5 珠 洲 摺 鉢 中 世 10～ 5 0mm砂粒含 灰褐 色 口縁部1/8以 ト

SK047 5 次 洲 審 中 世 144 10～Б Omm砂粁合 農 溌灰褐 角

SK048 上日市 Ell 中 世 碕 艮 艮 黄褐色 1/3 ]緬

SK049 ±8T Ell 中 世 7 暦 良 明赤褐 色 画瞑 付

SK049 b 土RIIl器 皿 中世 精良 自 平.白 角 35類

SK049 土 師器 皿 中 世 示褐 色 35類

SK04〔 5 十諭果 llll 中 世 rHE 自 i楊色

SK050 須恵 器 杯 A 艮 明灰色

SK050 珠 洲 145 農 灰褐 色

192 SK050 青磁 碗 中世 微砂少量含 不良
素地・灰 白色
約・明緑辰色 葛台部v3 見込み文様

SK051 杯 B 古 ～1 0mm自 色粒看千含 灰褐 色

194 SK052 須恵器 林 A 古 代 ]02 36 徴白待 粁 君 平合 自 灰楊 角 /

SK052 ♭K剪咄 鉢 中 世 92 1 0mm抄粒看十含 灰褐 色

SK053 須 煮 采 奉 古 代 122 35～ 1 0mm白 角締含 罠 言灰 a 1

SK053 須 恵 器 一望 百 代 雪良 良 凋緑灰色 コ綴 部椛 片

SK053 龍泉 窯 系
善椛 碗 中世 微砂少量含 良

系肥・灰 余 g
ln.緑 匠 侮 体部下位V5

199 土師器 杯 A 中世 152 倍 鴬 磨 ▽白角 Z4!

200 SK055 珠 洲 lBp鎌 中 世 艮 及褐 色

SK056 十師器 皿 76 僑 自 農 剛,自 角 /Z

202 土 帥器 皿 中 世 情艮 良 明黄褐色 1/R Z8粗

SK057 次 洲 信 鉢 僑 礎 普 通 明灰 褐 色

204 SK058 土 印 皿 中世 64 精良 砲 明示 掲 色 ]/4 33輻
SK058 土 皿 中 t 80 情 艮 艮 乳 自色 31類

SK059 土師器 m 中 世 倍 自 普 涌 綱赤 褐 角

SK060 5 皿 中 世 僑 艮 電赤 色 36類
208 SK06 十製 品 十 紙 古 代 倍 自 慶 蓋示 色 935q

SK061 5 土帥
=き

皿 申 世 僑良 良 乳白色 □緑部 懐 付 着・Bl

5 皿 17 僑 良 罠 子し自色 口 R部煤付着・B3藉

SK062 5 土師器 皿 古代 潜 自 自 調示楊 角

212 SK062 5 土師器 皿 中世 74 17 精良 良 明赤褐色 3/4 ]転糸切 り,国 縁 言
「

算イ寸著 GR類
SK062 ら 十師器 皿 古 代 雪自 窟 明示褐 角 ・S9

5 土帥器 皿 中 世 晋 追 黄褐色 1/4 コ緑 ]媒 付

SPOOl ら 皿 中 北 ～2 0mm砂 粒多く含 不 良 妄百 橙 色 1/4 Z9類

5 」L日巾培甘 甕 古代 放砂多 く含 臣 片

217 SP003 須恵器 甕 古代 青良・密 良
凋・耳
外。日

頸言F1/8

SP004 5 土師器 m 中世 24 敷砂 少 昌合 普 涌 議悟 負 1

SD00 5 須恵 器 古十 艮 盾次 色 天丼部 ]/4
SD00 5 衛煮 器 著 占代 134 D5～ 1 5mm砂肝含 調灰褐 色 □緑き阿/5

SD00 5 T4NB 吉代 88 ヨ色粒少量含 良 凋灰色 雪合 か ら依 部 1/7

222 SDOO 須 蕉 杯 古代 色粒 わす か に含 悟灰 色 口縁部 ―体 3`1/8

223 SD00 b 狽 患器 取 っ手 古代 放細～2 0mm砂 粒含 更楊 負 敗 っ子 のみ

224 SD00 5 杯 B 占 代 62 )5～ 2 0mm自 色粒含 ∝褐色 台部 1/4
225 SD00 循 蔦器 杯 B 吉 代 鬱 悟音 灰角 度 モ

226 SD001 須 恵器 杯 B 百 十 笑砂 含 艮 灰褐色 高台部 1/4

227 SD001 土師器 杯 A 占代 49 政砂、赤色粒少量含 不 良
州・明 橙 日 日
択・日日繕 F■

底部のみ

228 SD001 上師器 杯A 古代 62 要母・赤褐色粒含 浸
内・明橙色
根 ・日日白 港 偽 底部v6

229 SD00 ±8Fl器 杯 A ～2 0mm自 色粒多く含 不 艮 ヨ馬孝 の み

230 SD00 殊洲 悟鉢 中世 つ5～50m耐 約 少目 合 普 涌 音 反 □

SD00 珠 洲 鉢 中 世 240 自・黒 色 粒 多 く含 展 放 色 口縁部～体部上位 ]/8
232 SD00 唐 違 審 中 世 320 罠 階示 褐 色 国緑 部 1/] i刑田

233 SD00 妹 洲 眉 鉢 中 世 日～ 1 0mm砂粒含 良 灰色 口縁部～体部上位 1/8

234 SD00 Ь 珠 洲 中 世 8

235 SD00 6 土 帥器 皿 中世 11 情良 良 橙色

236 SD00 6 土 師器 皿 中 世 6 1類

237 SD00 6 土師器 m 中 世 17 徴砂 少畳 合 自 言播 角 ∃
`瞑238 SD00 上 師器 皿 中 世 放砂若干含 普通 浅黄橙色 コ緑 部 煤 付着・B]

239 SD00 6 十師器 杯 A 古 代 24 1 0mm砂締若千含 不 良 明霞 灰 色 6
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月台土 焼 成 色 調 残存率 備考

SD001 配最票糸
青磁

碗 中世 着良 良 青緑色

SD001 越 中瀬戸 皿 中世 1 0mm砂粒少量合 良
素地・淡橙色
舶 .魂昔 ～ 本 想 律 高台付近1/2 底面墨書 灰釉

242 SD002 土師器 皿 中世 微砂少量含 普通
ロロ
ロ縁部・褐灰色

Z8類

SD002 ラミ剪ll 中 t 租～ 1 0mm砂 粒 含 農 灰褐 角 と片

244 SD002 珠 洲1 橋 鉄 中 世 放砂含 良 青灰色 回縁部破片 煤 付着

245 SD003 須恵 器 百 代 122 階灰 色

SD003 皿 中 世 微砂 少 雪 合 窟 鴻茶 反角 暉 付 着・Bl栖
247 SD003 土 帥絡 称 甲 世 100 不 艮 湧貢 種 色 片 BI夷

248 SD003 須烹 器 杯 古 代 116 救砂 少 量 含 不 農 明灰言 a 1/8

249 SD003 須恵器 古代 120 1 0mm程の白色粒多く合 艮
内・明灰色
外・暗灰色

体部下位]/5

250 SD003 6 上 自由器 杯 A 中 世 144 灰貢 色 /4 Z4!

SDO03 6 十製 品 十紙 占 代 敷砂 合 自 鴻音 反缶 葬形 10ら 8o

252 SD003 青磁 皿 中世 微砂含 良
茶 Ju・ 余 灰 E
釉・皓緑灰色

口縁部付近V12

253 SD003 青磁 瓶 中世 微砂含 良
素地・淡 灰 茶色
舶・綿 匠缶 底部完形～体郡下位

SD003 6 繊 前 霜 紘 中 世 1 0mm砂 粒 多 く含 良 明 白橙色 口縁部破片

255 SD003 越 前 帽 鉢 中世 300 微細～ 0 5mm白 色粒 多 く含 良
外・狗 g
肉・濯 匠 れ 口縁旨岡 /10

256 SD004 6 十師 器 杯 A 64 8 隅音 灰侮 IH引 /5 同 転 糸切 り

257 SD004 6 須 恵 器 44HB 百 代 4Z 65 日色 粒 多 く含 明貢 災 色

258 SD005 土師器 皿 中世 微砂若干含 不良
外・灰貢色
内 繋 赤悟角

Bl類

SD005 土師器 llll 中世 奴υ 少 量 含 晋 迫 淡示 橙 色 6 Bl類
260 SD005 土 師器 皿 中 世 138 67 牧砂 若 千 含 Z4:

26] SD005 青磁 碗 中世 148 微砂含 良
素地・灰 自色
釉・緑灰色

262 SD005 龍最票糸
青磁

例 中世 微砂合 良
素地・赤褐 El
釉・陪緑 れ 体部下位V3 見込み文様・Ib類

263 SD005 6 珠 洲 寒 跛砂 合 窟 情灰角 □綴 部破 片

264 SD006 6 土師器 皿 中世 138 2 跛細 ～ 0 5mmひ紅 少 量含 にぶい貢橙色 内面煤付着 Z4類
265 SD006 越 前 格 鉢 中 世 150 D2-0 5mm■少粒含 不 礎 狽茶 揚 角 1/4

SD007 6 十師熙 皿 中 世 136 25 隊細～ 0 5mm赤色粒少量含 良 にぶい黄橙色 1/3

267 SD007 6 百 代 不 艮 重 色 匠 自然 RIB

268 SD007 6 零 古 代 106 3ら ヤ́1 0mm砂 締合 自 更音 角 肉 而 自然

269 SD007 6 土印器 皿 申 世 跛砂 看 十 含 義貢 橙 色 8 Z3類
SD007 土師器 皿 中 t チ若 義言 精 角

SD007 6 十師黒 m 中 世 76 12 45 微砂 少量含 良 黄橙色 B4類
2 SD007 ±8Hl器 皿 中 世 看 千 良 淡橙 色

273 SD007 6 十日而器 皿 中 世 微砂 少 目 合 普 涌 躊色 洵而□緑部媒付

SD007 6 土 帥器 Illl 申 世 倣砂 少 量 含 不 艮

275 SD007 6 皿 中 世 微砂 少 昌 合 普 涌 養琶 搭 色 媒 付 昇・B]
276 SD007 6 須恵器 杯 A 古代 男青灰 色 ∝日

`1/ZZ77 SD007 杯 A 古 代 44 315 D5～ 1 0mm砂海含 不 良 廷言 灰 色 7
278 SD007 十師器 皿 中 世 15 倣赤褐色粒含 普通 黄橙色 Z3類
279 SD007 土 日巾! 皿 中 世 跛砂 含 勇百 橙 色

280 SD007 土 師 皿 中 t 微砂 芳 千 合 自 濃音 椿 缶 箕付着^Z輩
SD007 胞 粗 陶器 皿 申 世 露、砂 粒 わ す か に含 鉄

SD007 上 師器 皿 中 t 微砂 少量 含 義言 縛 角 /4

283 SD007 6 十師果 m 中 世 1l Fl 25 7 微砂若干含 晋 迫 義黄橙色 Al類
SD007 杯 B 古 代 62 微細 ～ 1 0mm自 色 粒 多 く含 良 3

285 SD007 須 薦 杯 B 古 代 白角 締 み 昌 合 息 調灰 白侮 1喜ほ]/4

286 SD007 須 恵器 林 t3 百代 艮 1明 看灰 色

287 SD007 越 中瀬戸 碗 近 世 精良 良
素地・暗赤灰色

的・明赤掲色

嗜灰色

サ貞吉11/4 鉄釉

SD007 瓦質土器 風炉脚言F 中世 倣砂 少 量 含 部 のみ

289 SD007 皿 中 t 180 跛砂 少置 含 不 礎 麦言 搭 色 Z4!

290 SD007 次 洲 審 中世 ]00 倣白色粒含 良 惜灰色 貞部3/4～体部下位一部残 回転 糸切 り

] SD007 上 帥器 吉代 艮 淡灰 貢 色 上部 のみ 彩

292 SD007 土師器 高lA脚部 古代 微細～3 0mm砂粒合 不良
外 。明黄灰色
肉 .匝苦 魯 上部のみ

293 SD007 須恵器 模 瓶 百代 ib0 僑 艮 艮 1暗灰 色 灰自然釉

294 SD007 上 師器 占代 自 堀自悟 角 □ |

295 SD007 龍泉窯系
吉 篇 不 明 中世 微砂少量合 艮

系 肥・灰 日 巴

釉 。明緑灰色
破片

SD007 土 製 品 不 明 中世 禾褐 色粒 少 雪 含 農 浅舌 椿 色

297 SD007 7 珠洲‖ 奪 中世 倣自色粒含 良 褐灰色 体部下位 ]/3
298 SD007 瘍べ刃ll 摺 鉢 中世 160 貢 色 ―体 部 中 {と 1/6
299 SD007 7 ラ代剪‖1 馨 中世 (合 普 涌 更負 □緑稲 1/10 灰か′ζヾり
300 SD007 7 珠洲 甕 中世 560 ～ 0 5mm砂粒 含 悟炊 色 部～体部上位 ]/]0 灰かぶり

SD008 7 蓋 占代 160 2 0mm砂粁合 農 姿灰 言角 コ i 天ヰ 部 1/8
SD008 7 須 薫 器 杯 R 古代 倣砂若干含 艮 灰色 島台 付近 1/4

SD008 須 恵 器 」代 106 微砂 含 不 良 脅 色 台付 近 ]/4
SD008 須 芦 杯AI 占代 104 隊砂少量含 良 辰 白伯

SD008 土RII 皿 申 世 Э5mmυ粒看十含 淡橙 色 /4 騒糸切 り

SD008 7 土 杯 B 微砂 少 昌合 不 自 鴻舌 悟角 言台 1/3 而 示 |

SD008 7 土師器 皿 古代 116
SD008 7 土 師器 皿 120 Э5砂締少昌含 浅音 僑角 Z4:

SD008 十師器 皿
|

微砂少量含 良 淡黄灰色 口縁部～体部 1/10 Bl類
0 SD008 土 帥器 皿 中 世 不 良 灰晉 色

SD008 土 師器 皿 138 a5mm砂粁含 不 自 遊苦 椿角 1/4 B3組
2 SD008 7 土師器 皿

|

申 但 Ib4 倣細 ～ 0 5mm砂粗 含 不 艮 浅貢 色 8 1瞑イ

3 SD009 蓋 1 窟 陪音 星角

3 4 SD009 7 須 蕉 器 tTkA 吉 代 l r1 4 倣細 ～ O bmm砂紅 含 炊 色 3

315 SD009 17 須恵器 甕 古代 白色粒少量含 良
内 。明灰 色
択・暗 匝魯 口縁部破片
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316 SD009 土師器 杯 A 古代 118 42 妻母・自色粒少量含 良
A」・晴 4●

~已

蝋・田 潜 辰 0 底部2/3～ 口縁部V3 煤付着、回転糸切り

317 SD009 十師黒 皿 中 世 1 徴砂 若 平 合 不 南 瑳昔 IIH角 Bl類
318 SD009 土 帥器 皿 申 世 晋 追 寝貢 橙色 Bl類
319 SD009 ±8Fl器 皿 中 世 徴細 ～ 1 0mm赤 白 締 少 目 今 慶 8灰角 Bl輛

320 SD009 17 土師器 皿 中世 微細～0 5mm砂粒含 普 通
浅黄橙色

端部褐灰色
内面口縁部煤付着
B2類

321 SD009 17 白磁 皿 中世 80 微砂含 良
系肥 °日狭

釉・淡 白灰
口縁部～体部 V10

322 SD009 7
龍泉票系

吉 稚 碗 中世 微砂少量含 良
素地 灰 自
碓 .田 爆 匠 高台1/2

323 SD009 土 帥器 皿 甲 世 艮 茂貢 橙 色 灰付 看 'IZ類
324 SD009 7 杯 B 夜細 ～ 10m綜 角 粁 含 不 自 浅言搭 負 底部 のみ 転糸切 り

325 SD0 7 須恵器 杯 B 吉 代 74 微細～ 1 0mm砂粒含 良 階灰色 高台付近 1/3

326 SD0 皿 中 世 倣砂 看 千 含 炎示橙 色 B]類
327 SDO 0 7 十師器 皿 砂粁 少畳 合 不 窟 務昔 角 B]網

SD0 0 7 」と日巾君洋 皿 申 世 艮 にぶい貢種色 B]類
SD01 0 7 土 師器 皿 中 世 78 微砂 少量 含 浅首橋 角 ほぼ字形 口緑 部 瞑 付 ラ

330 SDO 0 7 須恵器 古代 05～ 2 0mm砂 粒合 良 灰黄色 口縁部破片 内面 自然釉

SDO 0 7 皿 中 世 36 不 艮 にぶい琵橙色 /4 B]類
tSD0 0 7 十師器 皿 菩 i踊 にぶ い音 洛 負 Bl輻
SD0 0 7 上 帥器 皿 申 世 9 5mm砂紅少量含 淡橙 色 1/3 B]夕買

334 SDOl 0 7 珠 洲 懇 134 3 5mm白 色粁少昌合 吸角 /2～体部下位1/E

335 SDO 0 珠 洲 中世 116 Z Omm日 色 紅 歩 く含 艮 羽育 次色 菖部布 目痕

336 SD0 7 殊 洲 摺 鉢 中 世 倣組 ～ 0 5mm砂粒 多 く含 悟青 灰色 ]線部破 片

337 SD0 17 須恵器 一望 古代 白色粒やや多く含 良
内・明灰色
A.BH早 毎 日日匝 れ 本部v7

SD012 土師器 甕 古代 微砂・雲母少量合 良
州・凌橙灰色
外・淡茶灰色

口縁部破片

SDO] 8 土 師 器 奪 古 代 灰舌 褐角 ]緑部破 片

Sけ0 8 土 帥器 T4N 百 代 倣砂 含 小 長 炎橙 次色 島台 1/3 外面赤彩

SD0 珠 洲 〓霊 中 世 -0 5mm砂 粒少量含 雷灰 色 底部破 片

342 SD012 8 十師器 m 中 世 74 微砂少量含 普通 淡黄橙色 1/6 1獣雪

343 SD0 土 帥器 杯 中 世 少量含 不 艮 Z8類
344 SDO 2 8 十師器 皿 中 世 94 微砂 み 昌合 注昔糟 1獣目

34b SD0 8 須 思 器 餐 百 代 125 95～ 3 0mm日 色粒多く含 婚炊 色 底 部 ]/4

346 SD0 2 8 瀬戸美濃 碗 中世 124 微細～1 0mm砂粒含 良
素地・明茶灰色
rm。 本濯～里旭魯 体部]/4 鉄釉天 目

347 SDO 須恵器 蓋 古代 104 艮 増灰色

348 SD0 杯 A 古 代 不 良 にぶい面橙色 /45ヨ

349 SDO 3 8 須煮 器 杯 B 古 代 Э5～ ]Om耐 締 合 自 倍灰茶待 罰台～体部下位1/6
350 須 思器 林 B 百 代 Э5～20m紗紅多く含 不 艮 ∝色 1/2ぢぢ

SDO 土師器 高折 古 代 微砂 少畳含 不 農 淡精 音角 脚部一部
口縁部1/6352 SDO 土師器 甕 中世 130 傲細 ～ 0 5mm砂 粒 含 小 艮 咲貢 色 外面煤付 着

SD0 土師器 皿 中 微砂 若 干 含 語椿 色 破 片 コ緻部犯罵付
354 SDC 3 8 十節器 皿 古 代 19 微砂若干含 良 策橙色 /4 コ緑 那 懐 付 う

355 SD013 青磁 碗 中世 110 微砂含 良
素地・淡茶灰色
釉・緑灰色

口縁部～体部 1/6

SDO 3 龍泉窯系
吉 務 碗 中世 微砂合 良

素地・灰 自色
rrh.陪 編匪魯 封台ほぼ完形 Ⅱb類

357 SD0 8 妹 洲 鱈 鉢 申世 晋 追 婚灰褐 色 本祀 片

SDO 4 杯 B 占代 微砂 少景 含 悟灰茶角 台部 1/3
359 SD0 4 須恵器 杯 B 古代 小 艮 吸茶色 喜台付近 1/3

360 SD014 土師器 皿 古代 132 雲母少量含 普 通
肉 暗茶灰色
外 灰首色

寅部付近v2 勺面煤付着・外面赤彩

SDC 8 十師熙 皿 古代 倣砂少量含 Z8覇

SD0 ジくブ 一里 中世 黒色粒 含 階灰 色 ヨ縁吾卜硬片
SD014 十梨 I 土 舒 占代 朋赤 褐角 煮ぼ察形 330o

364 SD0 妹 洲 摺 鉢 申 世 Z40 倣制 ～ 1 0mm日 色 紅 多 く名 艮 婚放 色

365 SD0 須烹 器 杯 B 05～4 0mm砂粒含 良 灰 自角 台きE1/4

SD0 5 箔蕉 器 林 R 吉 代 86 05～ 1 0mm砂粒含 良 灰 色 底部 V3
367 SD0 珠 洲 摺 鉢 中 世 晋 追 百 褐 色 底 部 ～体 部 下位 ]/6

SDO 8 十色而黒 琴 占 代 搭 角 回緑 部艇 片

369 3D0 土 帥器 皿 申 世 倣砂 少 艮 橙 色 /4 I交良

SDO 土 師器 皿 中 世 微砂 つ 警 涌 湊雷 角 1/3 1類

37] SD017 須恵器 杯 B 占代 74 微細白色粒やや多く含 良
四

°
明 仄 日

外・暗青灰色
底部1/2

372 SD0 7 杯 占 代 微細 自色 粒 少 目 含 良 明膏 灰色 イ巨音Б1/3
373 SD017 菊 蕉 器 杯 吉 代 微綱 自色粒わずか に含 良 暗黄灰色 底部 1/4
374 SD0 7 須 恵器 三十く 64 明灰 自色 1医召卜1/6

SDO 7 須 煮 器 杯 B 古 代 1 44 微柵 白角 約 わ ず か に合 朗 灰負 1/6

376 SD0 須 恵 器 杯 宙 代 130 傲制 日色 粒 少 量 含 明灰 色

377 SD0 7 杯 B 古 代 抄 量 含 朗青 灰角 1寅

=ほ
2/3 十回転 糸切 り

378 SD017 須恵器 蓋 古代 微白色粒わずかに含 良
困・情僑黒色
外・暗緑灰色

口縁部破片

379 SD0 杯 A 古 128 365 微砂 、2～ 3mm石含 話灰 色 1/4

SD017 上師器 杯 A 古代 砂粒少量含 良

内・明赤橙色
外・暗橙灰色～暗
掲橙色

,貞言F1/3 コ転糸切 り

SD0 」こ日巾!き 杯 A 悟棗褐 色 匿詈卜1/3 り

SD0 7 上師器 杯 A 古代
倣自色粒・雲母・赤褐色れ
わずかに合 良 明赤褐色 底部のみ コ転糸切 り

3tS3 SD0 土R市器 甕 百 代 74 炒紅 少量 含 明黍褐 色 医晋Ъ]/3

334 SD0 7 近江系 llll 古代 精良 軟質
系な 学L日 也
訥・緑 魯 録和

qF15 SD0 須恵器 杯 古代 日色粒 少亘 含 艮 拐炊色 口縁部破 片

SD0 土 製 品 土錘 古 代 砂 粒 多 く含 明精 自色

887 SDC 7 須 蕉 器 古 代 自色粒少量含 良 暗灰色 口縁部破片

SD017 土師器 甕 古代
麒 日 g杜 ・雲 尊・亦 伯 巴 和

わずかに含 良 明橙 白色 口縁部破片
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SD0 7 土師器 甕 古代 少粒やや多く含 艮
困 明種色
外 暗橙色～暗掲灰色

本部下位V5
390 SDO 須 思 器 占代 妙 粒 わ す か に含 片

SD0 7 皿 中 t 蔦 調楊 灰徹 政片 庫付 着・Al粕

392 SD0 7 土師器 甕 古代 微白色粒・雲母多く含 良
A」 晴灰 余 9
米 階橙 灰 色

口縁部破片 内面煤付着

393 SD017 須恵器 甕 首代 120 lmm白 色砂粒多 く含 良
殉・明灰 色
択・gF告師れ 体部下位～底部1/4 外面煤付着

SD0 十禦 吊 十舒 古 代 05～ 1 0mm砂粒多 く含 不良 凋橙色 Z
395 SD0 須 恵 器 林 Ll 百 代 05～ 2 0mm抄 粒多く含 巨 台1/4

SDO 杯 B 古 代 84 微 IBI～ 1 0mm砂粁 合 自 倍灰掲 待 高台 V3 外 而 然 釉

SDC 密 蕉 器 杯 A 古代 124 315 火色 /4
SD020 土帥著き 杯 A 占 代 46 〈 司 砿 1切 り
SD021 緬煮器 古 代 干 含 晋 通 明次褐 色 6 灰かぶり

400 SD022 須 思器 蓋 菖 ]58 天 1

401 SD022 9 須東器 零 古 代 108 ] 自 倍灰 fb ヨ縁部～天丼部 1/8
402 SD022 9 須恵器 杯 B 古代 炎灰 色 台1/4

SD022 9 須恵 器 杯 A 古 売菩Ь1/2
SD022 9 十梨 品 十 紙 古 代 ～ 2 0mm褐 色粒含 艮 男橙 色 b

405 SD022 9 土 帥器 皿 中 世 20 雪
'

1/4 Z4:

SD022 珠 洲 膨 TA/色 ヨ縁部付近破片

SD022 龍泉窯系
青磁

碗 中世 微砂含 良
泰コg・ ν
llH・ 緑阿

茶色
色

口縁部付近破片

SD022 9 珠 洲 中 世 140 -1 農 更角 克稲 1/4
SD022 次 洲 層 鉄 中 世 150 微砂少塁 艮 火色 蛋を郎 1/8咲 ト

SD022 須 恵 器 一望 百 代 124 不 良 氏部 1/5

1 SD023 9 謡泉票系
音磁

碗 中世 166 微砂含 良
素地・灰 白色
釉・緑灰角 口縁部付近v8 Ⅱb類

4 SD023 9 須恵器 士望 古代 く 1/4
SD023 9 自 調辰 褐 角 1/6
SD024 9 十師器 杯 中 世 76 艮 男貢 褐 色 乙9類
Sじ025 瀬 戸 τ日皿 中 世 74 罠 赤灰色 Dみ 回 転 切 り

SD026 9 ±8F 皿 66 普通 黄褐色 1/4 Z9類
4 7 SD026 土 帥器 皿 申 世

SD026 9 上 師器 皿 自 掲 負

SD026 9 十師熙 皿 中世 74 慕色 1/4 瞑 付晃

SD026 土 帥器 皿 中 世 畠 角 :付着・Bl

SD026 +8布器 皿 中 世 54 情良 普通 凋黄赤色 /4
SD026 須 思 ! TINじ 百 代 74 情 艮 1/4

423 SD026 土 梨 土 卸 古 代 微砂 若 平 合 不 窟 閉首 掲 a ほぼ完形 120o
424 SD027 9 土師器 皿 中世 22 情艮 1/4 32奏

SD028 〓望 古 代 11 3 5mm自 角約若干含 礎 :灰 角 言台 1/4

SD028 9 瀬戸美濃 碗 中世 114 精艮 艮
泰 刑

°
東 掏 巴

曲・黒茶色
鉄釉天目

427 SD028 土 E 林 中 世 色
］ 1

428 SD028 ±811 杯 中 相 138 普通 凋赤褐色 Z10類
SD029 狽 患器 林 LS 百 代 自色 粗 少量 含 不 艮

430 舅言1 蕎 古 代 蔦 更ItB角 つ表み宰形～芙斗部 1/4

431 第 1調査 区

第 1調査 区

須 煮 熙 蓋 古代 火色 つまみ晃形～天丼部l

須 恵 器 杯 A 古 代 120 罠 頃角

433 第 ]調育 医 須 蕉 器 杯 B 古 代 精良 良 灰褐色 氏部 ↑▼近 1/3
434 第 1調査 区 9 察 忍器 林 t3 百 依 82 微 自色粒 わす か に含 1/4

劉愚] 9 杯 B 古 代 微 砂 締 君 平 合 廊 渭灰 白Fb

436 第 1調査 区

第 1調査 区

9 須恵器 古代 日 i 6収
437 古 ギ 窟 狽灰角

438 第 1調査 区

第 1調査区

9 須東黒 奉 古 代 ]56 05～ 1 0mm白 粒若干含 艮 3te 6

9 土帥器 林 古 代 62 色 1/2～体部下位1/C 切り

440 第 1調査区 黒色土器 杯 古代 62 微砂粒含 普通
内・黒色
外・明黄灰色

441 第 1調査区 次 粗 皿 百 代 IZ6 十～体部 畔

442 第 1調査 区 灰 釉 皿 中世 118 微砂含 良
治土・灰茶色
m.而本毎 口縁部1/9

443 第1調査区 陶器 皿 中世 116 微砂含 良
n工・及 駅 余 巴

的・淡緑 灰 色
ヨ縁部1/10

444 第 1調査 区 土師器 皿 中 担 倣砂 少昌 含 畠 言 角 / 31鞭
445 第 1調査 区

第 1調査 区

十師器 皿 中 世 赤褐色粒少量合 艮 登色 体部 /3
446 g 妹 洲 摺 係 中 世 D5～ 2 0mm自 粒若千含 良 色

447 第 1調査 区 珠洲
幻製加工
円繋

中世 微砂含 良 青灰色 完形 194g

448 第1調査区 珠洲
lV」 巽

"H■円盤
中世 黒色粒少量合 良 青灰色 完形 192g

449 第1調査区 珠 洲
幻裂加工

円幣
中世 黒色粒少量含 良 雪灰色 完 形 172g

第 2調査 区

第 2調査 区

須恵器 蓋 古代 156 日色粒 わす か に含 吹 色 6
1 須 憲器 杯 B 古 十 108 自角約 やや 霧 《含 畠 凋灰 白色 廣 E

第2調査区 須恵器 杯B 古代 白色粒わずかに含 艮
A」・晴 東 灰 日

外・暗灰色
底盲F1/4

453 第 2調査 区 須 恵器 林 B 百 十 D5mm自 色粒若千含 良 巨

454 第 2調査 区 黒色土器 杯 古代 120 0 5mm砂 粒含 良
内・淡黒色
外・明黄褐色

455 第2調査区 黒色土器 杯 古代 05～ 2 0mm砂 粒合 良
ハJ・ ,

1米・】 と色
底部～体部下位V3

456 第 2調査 区 須庶器 杯 A 古 代 124 34 3 6mm砂締若干 BjH反想
457 第 2調査 区

第 2調査 区

須恵器 杯 古代 172 υもmm日 色粒 石 十含 吹褐 色 6
458 土師器 古 十 倣砂 含 β 明示 言 の み

459 第 2調査 区 土師器 杯 A 古代 微砂少量合 不艮
暗
暗

内
外

吹色
睡白色

底部のみ 回転糸切り

460 第 2調査 区 土 帥器 甕 百 十 124 色
つ

回 1

461 第 土 師器 Il ロコ北 162 明苦褐 a
462 第 2調査 区 土師器 皿 申 世 4 Z4類
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器高
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rttm、 月台土 焼成 色 調 残存率 補考

463 弟 Z調査 区 土 RHI器 皿 申 世 94 僑艮 艮 乳 日色

464 第 2調香 区 土師器 皿 中 世 84 店 自 窟 茜灰角 38矩
465 第 2調査区 土師器 皿 中世 示褐 色 粒 わ す か に含 艮 男貢橙 色

466 土師 器 皿 中 世 102 贋 農 良 請褐 角 1/8 □

467 第 2謂香 屎 十色而器 皿 中 世 情良 良 妥し自色 1/ク

第 2調査区 青 磁 火入れ 中世 46 微砂少量含 良
ミ駆 °日駅g
h・ 得 匠れ 高台3/4～ 底部一部

469 第 2調査区 瀬戸美濃 皿 中世 精良 良
系増

。
日 ル(留

曲 .緯昔 俸 高台1/2 灰和

470 第2調査区 瀬戸美濃 皿 中世 精良 艮
率 犯

°
明 灰 頁 口 、

m.田緑侮 底部V3 灰釉

471 第 2調査 区 占 十 罠 活灰 色 口緑 郡 破 片

472 第 2調査区

第 2調査区

十製 品 あl■ 茉 中 世 情良 良 黄 自色 尭形 中心穿孔あ り

4/3 妹 洲 個 鉢 申 世 僑 艮 艮 灰褐 色 回線部祠受片

474 第2調香 区 珠 洲 中 世 1 0mm白 角砂粁合 自 悟灰褐 負 度害思

475 第 3調査区 須恵器 蓋 古代 140 借 艮 艮 吹褐 色

476 舅 3調査 区 須 恵 器 126 跛砂 若 干 含 農 明灰褐 色 1/4
477 第3調査区

第3調査区

術 蕉 黒 杯 B 古 代 72 情良 良 灰緑色 嘆部 1/4
478 須 顧 器 林 A 僑 艮 凋灰 緑 色 1/8
479 雪3調香 区 須 東 器 杯 B 古 代 119 46 35～ 10m耐締合 自 倍反褐 負 1/3

480 第3調査区 土師器 皿 中世 僑 艮 艮 乳 日色 35類
菊3言 皿 僑 礎 β 調言 褐 角 1/3 35類

482 第3調査区

第3調査区

十色而器 llll 78 2 精 良 良 黄赤褐色 1/3 35類
上 日 llll 中 世 21 僑 良 良 自 色 1 ,5類

484 第3調査区

第3調査区

土 師 llll 倍 窟 自 引示掲 色 1/6 35組
485 土師器 皿 甲 世 僑 艮 調貢 灰 色 35類
486 土 師 器 皿 僑 窟 慶 羽雷褐 角 35類
487 筆 3謂香 区 十師 熙 m 中 世 10 僑良 艮 菟次 色 外面煤付着 ,C5類

莞 3調査 区 」L目的 皿 中 世 罫良 良 自 色 Z9類
489 第3調査区

第3調査区

土 師 皿 自 自 調書 褐 れ 1/4

土 RHI器 皿 甲 世 100 明貢 灰 色 乙6類
土 師器 皿 92 窟 自 剛,自 角 33類

492 第 3謂香 屎 密 蕉 界 古 代 260 艮 僚灰色

493 5吾こ 土 BRl器 鉢 宙 代 198 罠 調舌 褐 角 口 | 1/8
494 第3調査区

第3調査区

十師 器 皿 良 明黄灰色 1/4 口縁部煤付着 。S8舞

土 帥 器 皿 中 世 ]26 臼 色 1/8 Z6委賞
舅 3調脊 区 杯 140 自 蔦 劉`白 負 1/4 C6堰

497 第3調査区 瀬戸美濃 碗 古代 精良 良
誤地・買狭色
釉・階茶色

体部V6 鉄釉天 目

498 第3調査区 越 中瀬戸 碗 中世 108 精良 良
素地・明貢灰色
m・ 里本後 口縁部]/6 鉄釉天 目

499 寮 3調香 Ⅸ 白 磁 腕 中 世 微砂少量合 艮 回縁 付近 1/8

第 3調査区 越中瀬戸 皿 中世 104 精良 良
民IU・ 亦 伺 留
由・4t本缶 鉄 釉

第 3調査区

第4調査区 "k剪

‖ 信 鉢 中 世 192 僑 窟 自 灰褐 徹 口縁部 V8
502 須 恵器 蓋 百 代 Э5mm紀ケ淮工多くて含 艮 灰褐 色 1/4

503 第4調査区 施釉陶器 鉢 中世 微砂多く含 良
胎上・明灰 費色
舶.BH本煽Ⅲ～里態れ 底部1/2 鉄 釉

504 第4調査区 須恵器 杯 B 古代 134 艮 雷炊 色 付 近 1/6
舅 4調査 区 土師 器 皿 中 僑 農 礎 白 & □ | Dl類

506 第4調査区 越中瀬戸 皿 中世 47 精良 艮
素地・黄褐色
釉・黒茶褐色 回転糸切り・鉄釉

60r 第 4調査 区 土 製 品 上 錘 古 代 情 艮 明雷 灰 色

508 第4調査区 青 磁 碗 中世 微砂含 良
素地・淡茶灰色
鶏 .婦匝 れ 口縁部破片

509 第4調査区 越中瀬戸 香炉 中世 微砂合、1 0mm礫合 良
消主・洩貢偉 g
m・ 里 掲 れ 底部 V4

510 第 4 珠 洲 中 t 自 更揚 負 寛部 1/8～ 休部下付 1/4

排土・側溝 `

憎音|

黒色土器 杯 古代 180 微砂若干含 艮
門・添 黒 ロ

外・明黄掲色
口縁部付近V8

512 ,F二・側濤・

増言 須恵器 杯 B 古代 0 5mm白 色粒若干含 良 灰掲色 底部v3

513 排土・側溝・
増J 黒色土器 杯A 古代 微砂含 不良 淡灰色 底部のみ

514 排工 引則濤
増¶ 土師器 甕 古代 微砂岩干含 不良 明灰褐色 甍剖

`3/4
515 排土・側溝・

砦ヨ 弥生土器 甕 弥 生 1 0mm砂粒若干含 不良 明灰黄色 貞部完形～体部下位一部

516 ラF土 剃 滴・
指 刊

土製品 土 鍾 古代 微砂含 不良 灰褐色 ほぼ完形 816g

517 排上・側溝・
増 舌

上製 品 土鍾 古代 微砂合 普通 明赤褐色 ほぼ完形 302g

518 排土・側溝・

撹乱
上製 品 土錘 古代 微砂含 普通 明赤褐色 ほぼ完形 380g

519 フト主・側滴・

増 者 土製品 土鍾 古代 精良 普通 乳白色 ほば完形 1132g

520 排土・側溝・
指

=
土師器 皿 中世 11 橋 艮 普通 明赤褐色 口縁部煤付着・B]舞

521 クトニ・側濤・

憎舌 土師器 皿 中世 14 精 良 普通 白灰色 口縁部煤付着・B]坪

522 排上 根」溝・
指

=
土師器 皿 中世 精良 艮 凋責灰色 口縁部煤付着・B]寒

523 排 工・娯」滞
増 者

上師器 皿 中世 精 良 良 乳白色 口縁部煤付着・B]好

524 排土・側溝・
増 樹 土師器 皿 中世 精良 普通 乳白色 走形 口縁部煤付着・B]舞

525 ,F上・側蒲・

憎帝
土師器 皿 中世 84 精 良 良 VL白 色 1/4 口縁部煤付着・Z9類

526 ワF上・側溝
増ヨ 上師器 皿 中世 84 精良 良 黄掲色 Z9類

527 排土・側溝・

情粛 土師器 皿 中世 精艮 普通 黒褐色 Z9類
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俳土・側濤・
増 舌 土師器 皿 中世 86 精良 良 黄褐色 C5類

529 排土・側溝・
撓乱

土師器 皿 中世 104 精良 良 乳 自色 C5類

530 俳土・収」漏・

情乱
土師器 皿 中世 96 精 良 良 黄灰褐色 口縁部煤付着・Z4類

531 拶F土・側溝・
増

=
土師器 皿 中世 116 精良 艮 乳白色 口縁部付近1/8 Z4類

532 νF二 悧 濤・

増舌|

土師器 皿 中世 126 精艮 普通 乳 白色 口縁部～体部1/8 Z6類

533 排上 側溝
増 判 上師器 皿 中世 130 精良 良 乳 白色 1/4 Z4類

534 νF=三・1則 ,壽 '

増舌 瀬戸美濃 皿 中世 112 26 精良 良 明緑灰色 灰釉

535 ワに二・1則 ,再・
潜 舌 瀬戸美濃 碗 中世 120 精良 良

素地・明黄褐色
紳・閉緑色 口縁部～体部v4 天 目

536 拶1上 側溝・

撹乱
瀬戸美濃 例 中世 精良 良

系地 貢灰褐色
釉・階茶褐色

体部]/6 天 目

537 ワF二・側滴・

増帝 瀬戸美濃 碗 中世 110 1 0mm白 色粒合 良
素地・貢灰褐色
lh・ 里本魯 口縁部～体部1/4 天 目

538 ,F土・側溝・
増ヨ 瀬戸美濃 筒香炉 中世 僑良 艮

素地・明放貢色
釉・暗茶掲色

体言F1/8 鉄釉

539 ワF工 捌 蕩
増青 珠洲 鉢 中世 10～ 2 0mm砂粒含 良 天捐色 口縁部破片

540 ワ「■・側濤・
増 者 珠洲 鉢 中世 05～ 1 0mm白 色粒含 普通 天褐色 口緑部破片

排土・側溝 .

撹乱 自磁 一豆 中世 微砂含 良
泰吐 νく日
m・ 泌書 白 口縁部付近1/6

542 ワF土 根」溝・

増者 珠洲 養 中世 微 自色粒含 良 天褐色 口縁部破片

543 排土・側溝 .

憎淵 灰釉陶器 暦鉢 中世 280 微砂合 艮
旧工 次 余 灰 B
lh・ 緯匠Fb 回縁部1/8

ワF主 悧 滴・

惜者 青磁 碗 中世 微砂含 良
系地 。自灰 色
訥・綿 匠魯 口縁付近破片

排土・側溝 .

措
=

珠洲 甕 中世 0 5mm白 色粒含 良 灰褐色 口縁部破片

,|工・側濤
増者 珠 洲 鉢 中世 142 0 5mm白 色粒若千含 普通 灰褐色 底部]/3

'F二

・側蒲 `

増 帝 珠洲 鉄 中世 118 精 良 良 灰褐色 底部]/6

548 排土 狽」溝・
撹乱 珠洲 鉢 中世 122 10～ 2 0mm微砂合 普通 灰褐色 底部～体部下位1/6

549 SK027 土製 品 るつぼ? 不 明 粒 多 く含 自 明灰紫色～暗灰色 完形 木片残 る

550 SD006 瀬戸美濃 例 中世 精良 艮
糸 犯・ 明 東 灰 g

釉 黒色
底部 V3 鉄釉天 目

SK064 須恵器 杯 B き 代 不 良 喫茶 角 高台～体部 V4
552 SK065 土師器 杯A 古代 微砂者干含 良 乳 白色 底部 1/2 回転糸切 り。

内面赤彩

553 SD017 自磁 碗 中世 64 黒色粒やや多く含 良
民地 明灰 自色
由・泌 苦 匝俸 底部のみ
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3床土
4 10YR6/3に ぶい黄橙色泥砂土層
5 10YR4/1褐灰色泥砂土層
6 10YR5/1禍灰色泥砂土層
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r27 5YR3/3暗褐色泥砂土層

N

800m
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各調査区土層模式図
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5 10YR4/1褐灰色泥砂土層

+{隅民鶉讚露テ普τク
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1耕土
2床土
3 75YR5/6明褐色砂質土層
475Y3/2オ リーブ黒色泥砂土層
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1耕土
2床土
375Y2/2オ リープ黒色泥砂土層
475Y3/1オリープ黒色泥砂土層
5 10YR3/1黒 褐色泥砂土層
6 ЮYR5/2灰 黄褐色砂質土層

調査区配置図
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米田大覚遺か 調査地全体図
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2 10YR5/2灰 策褐色細砂土層
3 10YR1 71黒 色泥上層
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八

1 10YRγ2灰黄褐色泥砂上届
2 10YR4/2灰 資褐色泥砂上屈+7 5YR6/6橙色砂ノロック混
3 10YRV8黄 橙色粘質土層+10YR3/1黒 褐色泥砂少量混
4 10YR3/8費 橙色粘質上層 N3/0灰自色粘質土層+25Y3/4淡責色粘質上プロック
5 10BG71明 青灰色細砂上層
6 10BC71明 青灰色粘上層
75Y3/1オ リーブ黒色泥土層十N7/O灰 自色砂泥土層

760m

警

Fi l 10YR4″ 灰黄褐色泥砂主層
2 10YR4/2灰 貢褐色泥秒上層十
10YRV8黄種色砂粘質上プロック

3,OVR412灰 黄褐色泥砂土層十

10YR1 71黒色泥砂砂粘質上プロック
4 2 5Yr。 /1黄灰色泥■層

o                1                2m

井戸 。土坑遺構平面図,上層図
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露
韓
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韓 760m

即 :i農職ヨi議雹票鷲訴謎竪坐穆層

#

軋 ‖ 駆 後憂握琶罷務螺 十ЮYRV8難 卸 プロッ妙 範
3 10YR5/1褐 灰色泥砂土層十10YR8/8黄橙色砂ブロック混
4 10YR5/1褐 灰色泥砂上層
5 10YR5/1褐 灰色泥土層
6 10YR6/2反 賞褐色泥砂■層やや砂質土層
7 10YR5/2灰 黄褐色泥砂上肩

6      ど

土坑平面図,上層図

SK012

SK012

1 10YR4/2灰 黄褐色泥砂上層
225Y6/3に ぶい黄色泥砂土層
325Y6/3に ぶい黄色砂粘質土層+10YR6/1褐灰色泥砂土層
4 10VR4/1褐 灰色泥土層
5 10YR4/1褐 灰色泥砂土層
6 10YR3/1黒 褐色泥土層
7 10YR守 1褐灰色砂粘質土層+10YR72に ぶい黄橙色砂質上層
825Y6/2灰 黄色細砂土層■10YR2/〕 黒色泥土層混

9              1              2m
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1 10YR5/1褐灰色泥砂土層
2 10YR6/3に ぶい責橙色泥砂土層
3 10YR6/3に ぶい黄橙色やゃ粘質泥砂土層

1 10YR3/1黒 編色泥砂上層
2 10YR守 1褐灰色泥砂上層
3 10YR3/1黒 褐色泥砂上層

E

よ器聯瑶齢霊唇
+{♀∫麗連惑認う■%量弾

3 10YR4/2灰 黄獨色泥砂土層
4 10YR4/1褐 灰色泥砂土層

ねOm 5 ЮYR4/2灰黄褐色泥上層

6 10YR2/1黒 色砂質土層
725Y4/2暗灰黄色砂+10YR4/3灰 黄褐色泥砂土層混

825Y″4浅黄色砂+10YR2/1黒 色砂質土プロック少量混

9 10YR5/1褐 灰色泥砂土層
10 10YR5/1縄灰色砂質土層
11 10YR5/1褐灰色泥土層
12 10YR4/1褐 灰色泥砂上層
13 10YR3/1黒 褐色泥砂やや粘質上層
14 1tlYR3/2黒 褐色泥土層
15 10YR3/2黒 褐色泥土層+10YR8お 黄橙色砂質土層の互層
16 19YR4/1褐灰色泥土層
17 10YR4/1褐灰色泥砂土層

S      s

(1ぜi麦科:ii認急:)
N

へ∩    790m

110YM/1褐 灰色泥砂上層
2 10YR3/1黒 褐色泥砂土層+10YR3/8黄 橙色砂質上層
3 10YR5/2灰 責褐色泥砂土層
4 10YR3/1黒 褐色泥砂土層

SK008

NW

110Y脚げ1褐灰色泥砂上層
2 10YR4/1褐 灰色泥砂上層
3 10YR3/1黒 縛色泥砂土層

Ｅ

一
７ ９

―

―

―

―

Ｉ

Ｌ

E SK014

110Y離/1褐灰色泥砂土層
2 10YR72に ぶい黄褐色砂質土層
3 10YR1 71黒 色泥砂上層
4 10YR1 71黒 色泥砂土層+iOYR72に ぶい賣橙色砂質土層

SK015

E                SK013

1 lllYR3/1黒 禍色泥砂土層+10YR8/6黄 橙色泥砂上ノロック
2 10YR5/1褐 灰色泥砂土層
3 1CIYRI ηユ黒色泥砂土層

SK016    N
800m

1 10YR4/1褐灰色砂粘質土層
2 10YR8/6黄 橙色砂粘質上層+10YR7/8黄橙色砂粘質土プロック少量含

S

1 10YR5/1褐灰色泥砂土届
2 10YM江 褐灰色泥砂土層+梃

将畳きを期 }プ
ロツク少量含

3 10YR4/1褐 灰色砂粘質土層十二〇YR8/8黄橙色砂粘質土ブロック
4 10YR1 71黒色泥砂土層+iOYR8お 黄橙色泥砂上プロック

SK022     E         W     SK023  1
790m       ~~             /

780m

墾Ч剖翻嶋鍵賜堪
ロツク

N
780m

S SK017 N
800m

SK018

1 10YR3/1黒褐色泥砂土層+10YR72に ぶい黄橙色砂
少量含

2 10YR3/1黒 褐色砂粘質土層
1 10YR4/1褐灰亀泥砂土層+炭少量含
2 10YR5/1褐 灰色泥砂土層
3 10YR3/1黒 褐色泥土層

1 10YR「o/2灰 黄褐色泥砂土層+10YR92灰黄褥色砂質土層
2 10YR3/1黒 褐色泥砂土層

1 10YR3/1黒褐色泥砂土層
2 10YR3/6黄 橙色砂質上層+10YR4/1褐灰色砂質土層帯状に入る

1 10YRVl黒 褐色泥砂上層
2 10YR2れ 黒色泥砂土層

土坑土層図
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SK002

10YR4/2灰 責褐色泥砂土層+iOYR1 71累 色泥砂土フロック混 (SKO04)

ЮYR5/1褐灰色泥砂土層 (SD014)

1 10YR3/1黒褐色泥砂上層
2 10YR1 71黒色泥砂土層



1 10YR3/1黒褐色泥砂上層
2 10YR3″ 黒褐色泥砂土層
3 10YR2/1黒 色砂泥土層
4 10YR2/1黒 色泥土層

N

SK025  770m

11げFR3/1黒 褐色泥砂■層
2 10YR3/2黒 褐色泥砂土層
3 10YR2/1黒 色泥土層

N

SK043       7 80m

Ｓ
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一
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Ｎ

一
８

図
版
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1 10YR4/2灰黄褐色泥砂土層
2と OYR4/1褐灰色泥砂土層崩嬢
3 10YR2/1累 色泥土層

1 10YR2/1黒色泥砂上層■IOYR8/8黄橙色泥砂土プロック少量含
2 10YR3/1黒 褐色泥砂土層+10YR8/8黄 橙色泥砂土ブロック
3 ЮYR73に 熱ヽ黄E13砂質■lg+{拷

影貴影♀靱 量チ詈テ坊な鐙
合

1 10YR2/1黒色泥砂土層
2 10YR2/1黒 色砂粘質土層■10YR7/2に ぶい黄橙色砂粘質上層
3 10YR3/2黒 褐色泥砂土層+10YRにぶい黄橙色砂質土層

1 10YR4/1褐灰色泥砂上層
2 10YR3/1黒 褐色泥土層

10YR3/1黒 褐色泥砂上層

1 10YR4/1褐灰色泥砂土層
210Y離子2灰黄褐色泥砂上層
3 ЮYR4/2灰黄褐色泥砂上層
4 10YR2/1黒 色泥砂土プロック+10YR7/2に ぶい賞捜色砂質混合土層と10YR73に ぶい黄橙色砂質土層の互層

S                 N
730m

SK033

1 10YRS/2灰 黄褐色砂質土層
2 10YR5/2灰 黄褐色砂質上層+10YR7/4にぶい黄穫色砂質上ノロック混
3 10YR4/1褐 灰色泥土層+10YR3/1黒 褐色泥土層

10YR3/1黒 褐色泥砂土層

N

SK036         ■80m

1 10YR5″ 灰黄褐色泥砂土層炭少量混
2 10YR4/1褐 灰色泥砂土層

N              s

SK041      7 70m

1 10YR4/2灰資褐色泥砂土層
2 10YR4/1褐 灰色泥砂上層
3 10YR6/6明 黄褐色砂質土層+10YR4/1褐灰色砂質土少量含
4 10YR4た 褐灰色砂質土層+10YR6/6明 黄褐色砂質土少量含
5 10YR4/1褐 灰色砂質上層+10YR6お 明黄褐色砂粘質土層

IOYR6/2灰 資褐色砂質上層+ltlYR3/6黄 橙色砂質土プロック少量含

Ｎ

一

Ｅ

一
８ 。

Ｗ
一７７

Ｅ
一

1 10YR1 71黒 色砂粘質土層+10YR3/6黄 橙色砂粘質上層
2 10YR1 71黒色砂粘質土層
3 iOYR6/2灰 黄褐色砂粘質上層+10YR3/1黒 褐色砂粘質土層+10YR8/6黄 橙色泥土ノロック

E

SK035
S

▼おOm 争弼予持酵1量紀琶泥雛暑+10YR72に燕渡證抑質土プロック処含
4 10YR3/1黒 褐色泥砂土層
5,OYR3/1黒 褐色泥土層+10YR3/2灰 自色砂質土層少量合
6 10YR2/1黒 色泥上層

S

1 10YR4/2灰黄褐色泥砂土層
2 10YR4/1褐 灰色泥砂土層
3 10YR4/1褐 灰色砂質土層+10YR6/4に ぶい黄橙色砂質土層
4 10YR6/4に ぶい黄橙色砂質土層+10YR3/2黒 tB亀泥砂土層
5 10YR3/2黒 褐色泥土層

1 10YR4/2灰黄褐色泥砂土層
2 10YR4/2灰 黄褐色砂質上層+25Y6/2灰貢得色砂質■層+

10YR3/1黒 褐色砂質土プロック少量含3躙
謡線鰯愁封ク少量含昨十一――~~― ―引

m

土坑土層図
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SK045 S

2 10YR4/1褐 灰色砂粘質土層+10YR8/6寅 橙色砂粘質土ブロック

10YR3/1黒 褐色泥砂土層■lllYR76明 黄褐色砂質土層

SK049 N
800m

1 10YR4/2灰 黄褐色泥砂上層
2 10YR4/2灰 黄褐色砂粘質上層+10YR3/6黄 橙色砂プロック
3 10YR8/6黄 種色砂粘質土層+IOYR3/1黒 褐色泥上プロック

1耕土

2 10YR4/2灰 黄褐色泥砂上層+10YR8/6黄 橙色泥砂土ブロック少還含

SK050 ユ
740m

w         SK052        E
800m

2 10γ R2/1黒色泥砂土層十10YR76明黄褐色砂泥上プロック
3 10YR2/2黒 褐色砂泥土層

1 10YR6/2灰黄禍色泥砂土層
225Y8/1灰 自色砂質上層
3 10YR5/1褐 灰色泥砂土層
425Y8/1灰 白色砂質土層十iOYR5/1欄 灰色泥砂土層

2 1tlYR5/2灰 貢獨色泥砂土層+10YRη 2にぶい黄橙色砂混

I耕上

2 10YR4/1褐 灰色泥砂土層

3 10YR3/1黒 褐色砂粘質上層+iOYR8/6黄 橙色砂粘質土ブロック
4 10YR3/6黄 橙色砂粘質土層+10YR3/1黒 褐色砂粘質上少量含 ユ
5 10VR3/1黒 禍色砂粘質土層+10YR71灰 自色砂粘質土プロック混
6 10YR3/1黒 褐色泥土層+IOYR4/1褐灰色泥上層少量含
7 10YR3/1黒 褐色泥砂土層

乙魅駕鶏子播茂糧晶緑整落
層

4 10YR71灰 自色砂質土層
5 10YR6/1褐 灰色泥砂土層
6 10YR6/1褐 灰色泥土層
7 10YRb/2灰 黄褐色泥主層

1 10YR3/2黒 禍色混砂土層
2 10YR2/1黒 色泥上層

SK057

土坑土層図
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800m N

1 10YR4/3にぶい黄褐色混砂土層
2 10YR3/3暗 4B色混砂土層
3 10YR2/2黒 褐色砂粘質土層
4 10YR3/3晴 褐色混砂土層

1 10YR6y4にぶい黄橙色砂質土層+10YR3/1黒 褐色砂質上少量含
加 ∝ 呻 禍色泥砂土層+ヂ

斜 済ゴど∂

橙色砂

l混

3と OYRVI黒 禍色泥砂上層+10YR76明 貰褐色砂少量台

〕             1             2m

10YR6/1褐 灰色泥砂土層
(修 ,0～ 30cmの 隋円形礫多く合む)

1 10YRγ2灰貢褐色泥砂土層
2 10YR4/2灰 黄褐色泥土層
3 10YR1 71黒 色砂泥土層+10YR″ 2にぶい黄橙色砂ノロック少量含

E

Ч
~

W
800m

鉗
干

群

SK055

1 10YR守 1褐灰色泥砂土層

2 10YR3/1黒 褐色泥砂上層

SK063

10YR4/1褐 灰色濯砂土層
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790m
E

図
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10YR3/1黒 褐色泥土層 1 10YR1 71黒 色泥IIp土 層
225Y74浅黄色砂質土層
+10YR1 71黒 色泥砂土層

1 10YRVl黒 褐色泥砂上層
+lllYR8/6黄 橙色泥砂土プロック混

2 10YRVI褐 灰色泥砂土層

SP005

1 10YR2/1黒色泥土層
2 10YR守 1褐灰色泥砂上層
3 10YR4/1褐 灰色泥砂土層
+25Y″ 2灰黄色砂質土層

125Y4/1黄 灰色泥砂土層
2 1tlYR″ I灰 自色砂泥土層
3 10YR1 71黒 色泥土層

0                   1                  2m

W
790m

2 10YR6/1褐 灰色泥砂土層
3 10YR6/1褐 灰色泥土層
425Y72灰黄色細砂質土層+10YR3/1黒 褐色泥土層

i  SD004 旦
810m

1 10YR3/1黒 褐色泥砂土層
2 10YR1 71黒 色泥砂土層+10YR8/8黄 橙色泥砂土プロック

3 10YR4/1褐 灰色泥砂土層やや砂質上層
4 10YR守 2灰黄褐色泥上層
5 10YR3/1黒 褐色泥砂土層+10YR3/8黄 橙色泥砂土プロック

6 10YR4/1灰 黄獨色細砂質上層
7 10YR471褐灰色細砂泥混土層

SD006

1 10YR5/1褐灰色泥砂土層
2 10YR5/1褐 灰色泥砂土層十iOYR72にぶい黄橙色砂泥上層
3 10YR4/2灰 黄褐色泥砂上層
425Y72灰黄色細砂質土層
5 10YR3/1黒 褐色泥砂土層
6 10YR2/1黒 色泥土層
725Y6/1黄灰色砂質土層+10YR3/1累 褐色泥上層混草本含

N

ヱ80m

S

1 10YR5/2灰 黄褐色泥砂土層
2 10YM″ 灰黄褐色泥砂土層十

11JYR″ 2にぶい黄橙色砂質土層の互層 SD007 S

740m

1 10YR守3にぶい黄褐色泥砂土層
+10YR3/8黄 桂色砂粘質土層+10YR8rl灰 自色砂粘質土ブロック混

2 10YR4/3に ぶい黄橙色泥砂土層

3 10YR5/2灰 黄褐色泥砂土層
4 5YR4μ にぶい赤褐色lX石

525Y5/1黄灰色泥土粘質土層

1 10YRS/2灰 質褐色泥砂上層
2 10YR4/2灰 黄禍色泥砂上層
3 10YR5/1褐 灰色泥土層
4 10YR3/2黒 褐色泥砂土層
525Y4/1黄灰色VE上層
6 10YR4/2灰 黄褐色砂質上層
7 10YR5/2灰 黄褐色砂質土層 Ｓ

一
７

1 10YR5″ 灰黄褐色泥砂上層
+25Y8/8淡黄色砂質主ブロック少量混

2 10YR5/1褐 灰色泥砂土層
3 10YR4/1褐 灰色泥砂上層
4 10YR4/2灰 黄褐色泥砂土層
525Y5/1黄灰色泥砂上層

4            SD009

:IIIII::::iiI:I:筆 :

625Y5/1黄灰色砂質上層
725Y7/1灰白色細砂質上層

8 10YR3/1黒 褐色泥VJN土 層やや砂質上層
+iOYR76明 黄褐色砂質土プロック混

9 10YR2/1黒 色泥上層
10 10YRV2灰黄褐色泥砂土層

1 10YR5/2灰黄編色泥砂土層
2 10YR4/2灰 責褐色砂粘質土層

1 10YR4/1褐灰色泥砂土層+25Y6/2灰黄色泥砂土斑点状混
2 10YR4/1褐 灰色砂粘質上層+10YR1 71黒 色砂粘質土プロック混
3 10YR4/1褐 灰色砂絡質土層+10YR1 71黒 色ブ砂粘質土ロック少量混
425Y5/1黄 灰色泥土層やや粘質土層

S

790m

柱穴 溝土層図

525Y6/1黄灰色砂質土層
6耕土 E

■80m

1 10YR5/2暗 灰黄色泥砂土層
2 10YR5/2灰 黄褐色砂粘質土層+25Y8/6黄色砂質■プロック
3 10YRV2灰 責褐色泥上層

4 10YR4/2灰 黄褐色泥上層キ10YR4/2灰 貢褐色砂質土層混
5 10YR4/2灰 黄褐色細砂質土層
6 10YR4/2灰 黄褐色泥砂土層十10YR4/2灰 責褐色砂質上層

0               1              2m 6 10YR5/1褐 灰色泥砂上層
7 10YRη 2にぶい貢橙色砂質上層
825Y7/2灰 黄色砂質土層
9 10YRF。 2灰黄褐色泥砂土層

10 10YR4/1召 灰色泥砂土層 泥土層混

1 10YR4/1褐灰色泥砂土層
2 10YR4/1褐 灰色泥砂土層
+10YR7/4にぶい黄橙色砂質土層少量

3 10YR2/1黒 色泥上層
4 10YR守 2灰黄褐色泥砂土層
5 10YR5/2灰 黄褐色砂質土層

SD005

SD011 2

-69-



SD013

SD012

1 10YR5/2灰 買褐色砂質土層  725Y72灰黄色砂粘質上層■10YR″6明黄褐色砂質土層
2 10YR4/2灰 黄褐色砂質土層   +10YRV2灰 黄褐色泥土層混
3 10YR6/2灰 黄褐色砂質土層  8 10YR3/2黒褐色泥土層
4 10YR5/2灰 黄褐色砂質土層  9 10YR4/1褐 灰色泥砂土層
525Y72灰黄色粗砂土層   1025Y71灰 自色砂質土層
6 10YR5/2灰 賞褐色泥土層砂混1125Y″2灰黄色砂質土層

SD014

1 10YR4/2灰 黄褐色泥砂上層
2 10YR守 1褐灰色泥砂土層
325Y5/1黄灰色泥砂上眉

SD015

1 10YR5/1褐灰色泥砂上層
2 10YR4/2灰 黄褐色泥砂上層
3 10YRI Vl黒 色泥砂土層
4 10YR8/3黄 橙色砂質土層+10YR1 71累 色泥砂土層
5 10YR3/1黒 褐色泥砂土層
6 10YR3/1黒 褐色泥砂土層

SD018
l                   NE

SD027   NE

760m

SE

W
810m

1 10YR4/2灰 黄縄色泥砂上層
2 111YR守 1褐灰色泥砂土層+10YR8/8黄 橙色砂ノロック
310Y馳 /1褐灰色泥砂土層

SD017

E     SD016

!灰黄褐色泥砂土層

790m

1 10YR3/1黒 褐色泥砂土層
225Y73浅黄色細砂質土層
3 10YR3/1黒 褐色泥砂上層+25Y73浅 貫亀組砂質上層
4 10YR1 71黒色泥上層キIOYR73に ぷい黄橙色4M砂 質土
5,OYR73に ぶい黄捜色細砂質土層+10YRI″ 1黒色泥土層
+IOYR8/8黄 橙色砂質■フロック混

6 10YR守 1褐灰色泥土層

W
4780m

1 10YR3/2累 褐色砂質土層
2 10YR4/4褐 色砂質土粗
3 10YR3/8暗 褐色砂質上層
4 10YR4/4褐 色砂質土粗■25Y″2灰黄色砂質土層

1 10YR4/1褐灰色泥砂土層+10YR1 71黒 色泥砂土プロック少量
2 10YR4/1褐 灰色砂粘質土層
3 10YRI″ 1黒色泥砂上層
4 10YR4/1褐 灰色砂粘質土層+iOYR7/2にぶい黄橙色砂質上層

1耕上
2 10YR5/1褐 灰色泥砂土層
3 10YR5/2灰 黄櫓色泥砂土層
4 10YRVl黒 褐色泥砂上層+lCIYR8/6黄 橙色泥砂上プロック少重
5 1tlYR8/6資 橙色砂質上層+10YR4/2灰 黄褐色泥砂■層少量

ＳＤ０２４絵
N      E
750m ‰m静

担色町 Y即 熱 甑 班 層

1 10YR3/1黒褐色泥砂■層     1 loYR3/2黒 櫓色砂質土少量混
2 10YR3/1黒 褐色砂質土粗     2 10YR3/2黒 褐色砂質土多重混
3 10YR3/1黒 紹色泥上層
4 10YR6/1灰 費褐色細砂質土層

10YR4/1褐灰色泥砂上層 砂質上混泥砂土層

2 10YR4/2灰 黄褐色

砂質上混泥土層

S   SD029  N

粍
転 購 ;推 泥砂土層

0          1          2m

9 10YR2/1黒 色泥砂上層+10YR4/3に ぶい黄褐色泥砂土層混

溝土層図
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三  SD019 巻。。m
l―

・

10YR3/1黒 褐色泥砂土層
+10YR3/8責 橙色泥砂とプロック

ＳＤ０２５７

1 10YR5/2灰黄褐色泥砂土層
2 10YR4/3に ぶい責褐色混砂質上層
3 10YR2/1黒 色泥■層+10YR4/3に ぶい黄褐色泥砂土層混
410Y嶋子Z灰黄褐色細砂質土層
525Y5/1黄灰色泥土層
6 10YR6/1褐 灰色泥砂質土層
7 10YRF。/1褐灰色砂質土粗
8 2 5YR5/6明 赤褐色砂質土粗
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写真 1

調査地遠景 (東から)

調査地遠景 (北から)
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第 1調査区 (北から)

第 1調査区 (南から)



写真3

巧
好

li工i・ lll
t =  ¬lt(_   ||

主  エ

■ミ!'■ ■|

ⅢI =   ・ヽ    ―!=

熱 :::

|＼ Ⅲ

Ｐ
＼
４
ヽ
一■

一】簾

毒養ヶ
業4峯

=―=鑢 撥

1 第 1調査区北溝 (西北から)

2 第 2調査区  (西から)

ざ指宅|



写真4

・イ
をみ蛙

身Υ

琴
熟
学

ヽ

Fす  帯嚇忌エ

斗どli耳

■ 喜

1 第 2調査区 (東から)

2 第 2調査区 (南から)
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第 3調査区 (西から)

第 3調査区 (東から)
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第 4調査区 (西から)

第 4調査区 (東から)


